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概要
サーバは、前面パネル/ドライブバックプレーン構成が異なる各種バージョンで注文可能です。

• Cisco UCS C240 M5（UCSC-C240-M5SX）：小型フォームファクタ（SFF）ドライブ、24
ドライブバックプレーン。

•フロントローディングドライブベイ 1～ 24で 2.5インチ SAS/SATAドライブをサ
ポート。

•フロントローディングドライブベイ 1および 2は 2.5インチ NVMe SSDをサポート
（オプション）。

• 2つのリアローディングドライブベイで、最大 2つの 2.5インチ SAS/SATAドライブ
または最大 2つの 2.5インチ NVMe SSDをサポート（オプション）。

• Cisco UCS C240 M5（UCSC-C240-M5SN）：SFFドライブ、24ドライブバックプレーン、
NVMe向けに最適化。

•フロントローディングドライブベイ 1～ 8で 2.5インチ NVMe PCIe SSDのみをサ
ポート。

•フロントローディングドライブベイ 9～ 24で 2.5インチ SAS/SATAドライブをサ
ポート。

• 2つのリアローディングドライブベイでは最大 2つの 2.5インチ NVMe SSDのみを
サポート。

• Cisco UCS C240 M5（UCSC-C240-M5S）：SFFドライブ、8ドライブバックプレーンおよ
び DVDドライブオプション。
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•フロントローディングドライブベイ 1～ 8で 2.5インチ SAS/SATAドライブをサポー
ト。

•フロントローディングドライブベイ 1および 2は 2.5インチ NVMe SSDをサポート
（オプション）。

• 2つのリアローディングドライブベイで、最大 2つの 2.5インチ SAS/SATAドライブ
または最大 2つの 2.5インチ NVMe SSDをサポート（オプション）。

• Cisco UCS C240 M5（UCSC-C240-M5L）：大型フォームファクタ（LFF）ドライブ、12ド
ライブバックプレーン。

•フロントローディングドライブベイ 1～ 12で 3.5インチ SAS/SATAドライブをサ
ポート。

•フロントローディングドライブベイ 1および 2は 3.5インチ NVMe SSDをサポート
（オプション）。

• 2つのリアローディングドライブベイで、最大 2つの 2.5インチ SAS/SATAドライブ
または最大 2つの 2.5インチ NVMe SSDをサポート（オプション）。

外部機能
このトピックでは、各サーババージョンの外部機能について説明します。

LEDの状態の定義については、前面パネルの LEDを参照してください。
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Cisco UCS C240 M5サーバ（SFFドライブ、24ドライブ）の前面パネルの機能

図 1 : Cisco UCS C240 M5サーバ（SFFドライブ、24ドライブ）の前面パネル

温度ステータス LED7• UCSC-C240-M5SX：ドライブベイ 1～
24で SAS/SATAドライブをサポート。

• UCSC-C240-M5SN：ドライブベイ 9～
24で SAS/SATAドライブをサポート。

1

電源装置ステータス LED8• UCSC-C240-M5SX：ドライブベイ 1お
よび 2で NVMe PCIe SSDをサポート。

• UCSC-C240-M5SN：ドライブベイ 1～
8で NVMe PCIe SSDをサポート。

2

ネットワークリンクアクティビティ LED9電源ボタン/電源ステータス LED3

引き抜きアセットタグ10ユニット識別ボタン/LED4

KVMコネクタ（DB-15 VGAコネクタ X1、
DB-9シリアルコネクタ X1、および USBコネ
クタ X2を備えた KVMケーブルに使用）

11システムステータス LED5

-ファンステータス LED6
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Cisco UCS C240 M5サーバ（SFFドライブ、8ドライブ）の前面パネルの機能

次の図に、小型フォームファクタ（SFF）ドライブ、8ドライブバージョンのサーバ
（UCSC-C240-M5S）の前面パネル機能を示します。

LEDの状態の定義については、前面パネルの LEDを参照してください。

図 2 : Cisco UCS C240 M5サーバ（SFFドライブ、8ドライブ）の前面パネル

温度ステータス LED7UCSC-C240-M5S：ドライブベイ 1～ 8で
SAS/SATAドライブをサポート。

1

電源装置ステータス LED8UCSC-C240-M5S：ドライブベイ 1および 2
で NVMe PCIe SSDをサポート。

2

ネットワークリンクアクティビティ LED9電源ボタン/電源ステータス LED3

DVDプレーヤー10ユニット識別ボタン/LED4

引き抜きアセットタグ11システムステータス LED5

KVMコネクタ（DB-15 VGAコネクタ X1、
DB-9シリアルコネクタ X1、および USBコネ
クタ X2を備えた KVMケーブルに使用）

-ファンステータス LED6
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Cisco UCS C240 M5サーバ（LFFドライブ、12ドライブ）の前面パネルの機能

次の図に、大型フォームファクタ（LFF）ドライブバージョンのサーバ（UCSC-C240-M5L）
の前面パネル機能を示します。

LEDの状態の定義については、前面パネルの LEDを参照してください。

図 3 : Cisco UCS C240 M5サーバ（LFFドライブ）の前面パネル

温度ステータス LED7UCSC-C240-M5L：ドライブベイ 1～ 12で
3.5インチ SAS/SATAドライブをサポート。

1

電源装置ステータス LED8ドライブベイ 1および 2は 3.5インチ NVMe
SSDドライブをサポート。

2.5インチSDDを固定するには、サイズコン
バータドライブスレッドが必要です。

2

ネットワークリンクアクティビティ LED9電源ボタン/電源ステータス LED3

KVMコネクタ（DB-15 VGAコネクタ X1、
DB-9シリアルコネクタ X1、および USBコネ
クタ X2を備えた KVMケーブルに使用）

10ユニット識別ボタン/LED4

引き抜きアセットタグ11システムヘルス LED5

-ファンステータス LED6
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Cisco UCS C240 M5サーバの背面パネルの機能

背面パネルの機能は、サーバのバージョンすべてで同一です。

LEDの状態の定義については、背面パネルの LEDを参照してください。

図 4 : Cisco UCS C240 M5サーバの背面パネル

USB 3.0ポート（2個）7PCIeライザー 1（PCIeスロット、1、2、3）
では次のオプションを利用できます。

• 1：スロット1（X 8）、2（X 16）、3（X
8）。スロット 3には CPU2が必要。

• 1B：スロット1（X8）、2（X8）、3（X
8）。CPU1ですべてのスロットをサポー
ト

スロットの仕様については、PCIeスロットの
仕様を参照してください。

1
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デュアル 1 Gb/10 Gbイーサネットポート
（LAN1と LAN2）

デュアルLANポートは、リンクパートナーの
機能に応じて 1 Gbpsおよび 10 Gbpsをサポー
トできます。

8PCIeライザー 2（PCIeスロット、4、5、6）
では次のオプションを利用できます。

• 2A：スロット 4（X 16）、5（X 16）、6
（X 8）。

• 2B：スロット 4（X 8）、5（X 16）、6
（X 8）。リアローディング NVMe SSD
用のケーブルコネクタを含む。

• 2C：スロット4（X8）、5（X8）、6（X
8）。リアローディングおよびフロント
ローディングNVMe SSD用の2つのケー
ブルコネクタを含む。

• 2D：スロット 4（X 16）、5（X 8）、6
（X 8）。リアローディング NVMe SSD
用のケーブルコネクタを含む。このライ

ザーバージョンは、NVMe向けに最適化
されたサーバ UCSC-C240-M5SNでのみ
使用可能です。スロット 4は NVMeス
イッチカード専用。

2

VGAビデオポート（DB-15コネクタ）9背面 2.5インチドライブベイ：

•サーバ型番 UCSC-C240-M5SNは、最大
2台のリアNVMe PCIe SSDのみをサポー
ト。

•その他すべてのC240 M5型番は最大 2台
のドライブをサポート：

•サーバでハードウェアRAIDコント
ローラカードを使用する場合は、背

面ベイでSAS/SATAドライブまたは
NVMe SSDがサポートされます。

•サーバでソフトウェアRAIDを使用
する場合、背面ベイではNVMe SSD
だけがサポートされます。

3

1 Gbイーサネット専用管理ポート10電源装置（2、1+1として冗長）

仕様およびサポートされるオプションについ

ては、電力仕様を参照してください。

4

シリアルポート（RJ-45コネクタ）11二重孔アースラグ用ネジ穴。5
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背面ユニット識別ボタン/LED12モジュール型LAN on Motherboard（mLOM）
カードスロット（X 16）

6

サービス可能なコンポーネントの場所
ここでは、フィールドで交換可能なコンポーネントとサービス関連の品目の場所を示します。

次の図に、上部カバーを取り外した状態のサーバを示します。

図 5 : Cisco UCS C240 M5サーバ：サービス作業可能なコンポーネントの位置

電源ユニット（1+1冗長の場合にホットスワッ
プ可能）

11フロントローディングドライブベイ。1
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背面 2.5インチドライブベイ：

•サーバ型番 UCSC-C240-M5SNは、最大 2
台のリア NVMe PCIe SSDのみをサポー
ト。

•その他すべての C240 M5型番は最大 2台
のドライブをサポート：

•サーバでハードウェア RAIDコント
ローラカードを使用する場合は、背

面ベイで SAS/SATAドライブまたは
NVMe SSDがサポートされます。

•サーバでソフトウェアRAIDを使用す
る場合、背面ベイでは NVMe SSDだ
けがサポートされます。

12冷却ファンモジュール（6、ホットスワップ
可能）

2

マザーボード上のトラステッドプラットフォー

ムモジュール（TPM）ソケット（図示されず）
13マザーボード上の DIMMソケット（CPUあ

たり最大 12）

この図ではエアーバッフルの下にあるため、

図示されていません。

DIMMスロットの番号については、DIMMの
装着規則とメモリパフォーマンスに関するガ

イドラインを参照してください。

3

PCIeライザー 2（PCIeスロット、4、5、6）で
は次のオプションを利用できます。

• 2A：スロット 4（X 16）、5（X 16）、6
（X 8）。

• 2B：スロット4（X 8）、5（X 16）、6（X
8）。リアローディング NVMe SSD用の
ケーブルコネクタを含む。

• 2C：スロット 4（X 8）、5（X 8）、6（X
8）。リアローディングおよびフロント
ローディング NVMe SSD用の 2つのケー
ブルコネクタを含む。

•

14CPUおよびヒートシンク（最大 2）

この図ではエアーバッフルの下にあるため、

図示されていません。

4

PCIeライザー 1の microSDカードソケット15SuperCapユニット（RAIDバックアップ）の
取り付けブラケット

5
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PCIeライザー 1（PCIeスロット、1、2、3）で
は次のオプションを利用できます。

• 1A：スロット1（X 8）、2（X 16）、3（X
8）。スロット 2では CPU2が必要

• 1B：スロット 1（X 8）、2（X 8）、3（X
8）。CPU1ですべてのスロットをサポー
ト

16マザーボード上の内部垂直 USB 3.0ポート6

シャーシ床面（x16 PCIeレーン）上のモジュラ
LOM（mLOM）カードベイ（図示されず）

17ミニストレージモジュールソケット。次の

オプションがあります。

• 2台の SDカードスロットを備えた SD
カードモジュール。

• 2台の SATA M.2ドライブまたは 2台の
NVMe M.2ドライブ用のスロットを備え
たM.2モジュール

7

CiscoモジュラRAIDコントローラPCIeスロッ
ト（専用スロット）

18シャーシ侵入スイッチ（オプション）8

RTCバッテリ、垂直ソケット19NVMe SSD用の PCIeケーブルコネクタ。次
の PCIeライザー 2オプションのみ

• 2B：背面 NVMe SSD用の 1つのコネク
タ。

• 2C：背面 NVMe SSD用の 1つのコネク
タ、およびフロントローディング SFF
NVMe SSD用の 1つのコネクタ

• 2D：リア NVMe SSD用の 1つのコネク
タ。（このライザーバージョンは、

NVMe向けに最適化されたサーバ
UCSC-C240-M5SNでのみ使用可能です）

9

エアーバッフル上の GPUカード用の保護ク
リップ

20リアドライブバックプレーンアセンブリ10

サポートされるコンポーネントの部品番号などの、このサーバのすべてのバージョンの技術仕

様シートは、『Cisco UCS Servers Technical Specifications Sheets』に記載されています（「Technical
Specifications」まで下へスクロールしてください）。
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サーバ機能の概要
次の表に、サーバ機能の概要を示します。

Description機能

2ラックユニット（2RU）シャーシシャーシ

最大 2個のインテルXeonスケーラブル・プロセッサファ
ミリーCPU。これには次のシリーズのCPUが含まれます。

•インテル Xeon Bronze 3XXXプロセッサ

•インテル Xeon Silver 4XXXプロセッサ

•インテル Xeon Gold 5XXXプロセッサ

•インテル Xeon Gold 6XXXプロセッサ

•インテル Xeon Platinum 8XXXプロセッサ

セントラルプロセッサ

マザーボード上に24個のDDR4 DIMMソケット搭載（CPU
あたり 12個）。

メモリ

マルチビットエラー保護をサポートします。マルチビットエラー保護

Cisco Integrated Management Controller（Cisco IMC）ファー
ムウェアを実行する BMC。

Cisco IMC設定に応じて、1 Gb専用管理ポート、1 Gb/10
Gbイーサネット LANポート、または、シスコ仮想イン
ターフェイスカードを介してCisco IMCにアクセスできま
す。

ベースボード管理

Cisco UCS C240 M5 Server設置およびサービスガイド
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Description機能

背面パネル：

• 1 Gbイーサネット専用管理ポート X1（RJ-45コネク
タ）

• 1 Gb/10 Gb BASE-Tイーサネット LANポート X 2
（RJ-45コネクタ）

デュアル LANポートは、リンクパートナーの機能に
応じて 1 Gbpsおよび 10 Gbpsをサポートできます。

• RS-232シリアルポート（RJ-45コネクタ）X 1

• VGAビデオコネクタポート X1（DB-15コネクタ）

• USB 3.0ポート × 2

前面パネル：

• USB 2.0 2個、VGA 1個、DB-9シリアルコネクタ 1
個を装備した KVMケーブルを使用する前面パネル
KVM（キーボード/ビデオ/マウス）コネクタ X1。

ネットワークおよび管理 I/O

背面パネルの追加接続用に、mLOMカードを追加するた
めに使用できる専用ソケット（X 16 PCIeレーン）X1。

モジュラ LOM

2基の電源装置。1+1で冗長構成。

• AC電源装置の場合、各台に 770 W ACを設置

• AC電源装置の場合、各台に 1050 W ACを設置

• AC電源装置の場合、各台に 1600 W ACを設置

• DC電源装置の場合、各台に 1050 W DCを設置

サーバでは、タイプやワット数の異なる電源装置を組み合

わせて使用しないでください。

電源

Advanced Configuration and Power Interface（ACPI）4.0規格
をサポートしています。

ACPI

ホットスワップ可能なファンモジュール（前面から背面

に向かう冷却用）X 6。
冷却

水平 PCIe拡張スロット X 6（2つの PCIeライザーアセン
ブリ）。

スロットの仕様については、PCIeスロットの仕様を参照
してください。

PCIe I/O

Cisco UCS C240 M5 Server設置およびサービスガイド
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Description機能

このサーバの PCIeバススロットは InfiniBandアーキテク
チャをサポートしています。

InfiniBand
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Description機能

ストレージ、前面パネル
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Description機能

サーバは、前面パネル/ドライブバックプレーン構成が異
なる各種バージョンで注文可能です。

• Cisco UCS C240 M5（UCSC-C240-M5SX）：小型フォー
ムファクタ（SFF）ドライブ、24ドライブバックプ
レーン。

•フロントローディングドライブベイ 1～ 24で
2.5インチ SAS/SATAドライブをサポート。

•フロントローディングドライブベイ 1および 2
は 2.5インチ NVMe SSDをサポート（オプショ
ン）。

• 2つのリアローディングドライブベイで、最大
2つの 2.5インチ SAS/SATAドライブまたは最大
2つの 2.5インチ NVMe SSDをサポート（オプ
ション）。

• Cisco UCS C240 M5（UCSC-C240-M5SN）：SFFドラ
イブ、24ドライブバックプレーン。

•フロントローディングドライブベイ 1～ 8で 2.5
インチ NVMe PCIe SSDのみをサポート。

•フロントローディングドライブベイ 9～ 24で
2.5インチ SAS/SATAドライブをサポート。

• 2つのリアローディングドライブベイでは最大
2つの 2.5インチ NVMe SSDのみをサポート。

• Cisco UCS C240 M5（UCSC-C240-M5S）：SFFドライ
ブ、8ドライブバックプレーンおよび DVDドライブ
オプション。

•フロントローディングドライブベイ 1～ 8で 2.5
インチ SAS/SATAドライブをサポート。

•フロントローディングドライブベイ 1および 2
は 2.5インチ NVMe SSDをサポート（オプショ
ン）。

• 2つのリアローディングドライブベイで、最大
2つの 2.5インチ SAS/SATAドライブまたは最大
2つの 2.5インチ NVMe SSDをサポート（オプ
ション）。

• Cisco UCS C240 M5（UCSC-C240-M5L）：大型フォー

Cisco UCS C240 M5 Server設置およびサービスガイド
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Description機能

ムファクタ（LFF）ドライブ、12ドライブバックプ
レーン。

•フロントローディングドライブベイ 1～ 12で
3.5インチ SAS/SATAドライブをサポート。

•フロントローディングドライブベイ 1および 2
は 3.5インチ NVMe SSDをサポート（オプショ
ン）。

• 2つのリアローディングドライブベイで、最大
2つの 2.5インチ SAS/SATAドライブまたは最大
2つの 2.5インチ NVMe SSDをサポート（オプ
ション）。

SAS/SATAドライブはホットスワップ可能です。NVMe
SSDはホットプラグ可能です。つまり、ホットリムーブ
の前にオペレーティングシステムでシャットダウンする

必要があります。

サーバは、リアドライブバックプレーンアセンブリで発

注可能です。このアセンブリは、2つのリアローディング
2.5インチドライブ用のベイを備えています。

•サーバ型番 UCSC-C240-M5SNは、最大 2台のリア
NVMe PCIe SSDのみをサポート。

•その他すべての C240 M5型番は最大 2台のドライブ
をサポート：

•サーバでハードウェアRAIDコントローラカード
を使用する場合は、背面ベイで SAS/SATAドラ
イブまたは NVMe SSDがサポートされます。

•サーバでソフトウェアRAIDを使用する場合、背
面ベイではNVMeSSDだけがサポートされます。

ストレージ、背面パネル

Cisco UCS C240 M5 Server設置およびサービスガイド
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Description機能

サーバには次の内部ストレージオプションがあります。

•マザーボード上の内部 USB 3.0ポート X 1。

• PCIeライザー 1の microSDカードソケット X 1。

•ミニストレージモジュールソケット。オプションで
次のいずれかが付属します。

• SDカードキャリア。最大 2つの SDカードをサ
ポートします。

• M.2 SSDキャリア。2つの SATA M.2 SSDまたは
2つのNVMe M.2 SSDのいずれかをサポートしま
す。

• Ciscoブート最適化M.2 RAIDコントローラ
（SATA M.2ドライブ用に 2台のスロットを備え
たモジュールと、RAID 1アレイの 2台の SATA
M.2ドライブを制御できる内蔵 SATA RAIDコン
トローラ）

ストレージ、内部

SFFドライブ（8ドライブ）バージョンのサーバでは、フ
ロントローディングDVDドライブオプションがサポート
されています。

その他のリムーバルメディア

サーバには、次のストレージコントローラオプションの

いずれか 1つをサポートする専用内部ソケットがありま
す。

• PCIeスタイルの Ciscoモジュラ RAIDコントローラ
カード（SAS/SATA）。

•サーバの組み込み SATA RAIDコントローラ用 PCIe
スタイルのインタポーザカード。

ストレージコントローラオプションの一覧については、

#unique_12を参照してください。

ストレージの管理

サーバの取り外し可能なエアーバッフルに、Ciscoモジュ
ラ RAIDコントローラカードに使用する 1つの SuperCap
ユニット用の取り付けブラケットがあります。

RAIDバックアップ

統合 VGAビデオ。統合ビデオ

Cisco UCS C240 M5 Server設置およびサービスガイド
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第 2 章

サーバのインストール

•設置の準備（19ページ）
• 2支柱ラックエクステンダの取り付け（22ページ）
•ラックへのサーバの設置（23ページ）
•サーバの初期設定（26ページ）
• NICモードおよび NIC冗長性設定（32ページ）
• BIOSおよび Cisco IMCのファームウェアの更新（34ページ）
•システム BIOSへのアクセス（34ページ）
•スマートアクセス（シリアル）（35ページ）
•スマートアクセス（USB）（35ページ）

設置の準備
ここでは、次の内容について説明します。

設置に関する警告およびガイドライン

サーバの設置、操作、または保守を行う前に、『Cisco UCS C-シリーズサーバの規制コンプラ
イアンスと安全性情報』を参照して重要な安全情報を確認してください。

（注）

安全上の重要な注意事項

この警告マークは「危険」の意味です。人身事故を予防するための注意事項が記述されていま

す。機器の取り扱い作業を行うときは、電気回路の危険性に注意し、一般的な事故防止対策に

留意してください。各警告の最後に記載されているステートメント番号を基に、装置に付属の

安全についての警告を参照してください。

ステートメント 1071

警告
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システムの過熱を防ぐため、最大推奨周囲温度の 35°C（95°F）を超えるエリアで操作しない
でください。

ステートメント 1047

警告

いつでも装置の電源を切断できるように、プラグおよびソケットにすぐ手が届く状態にしてお

いてください。

ステートメント 1019

警告

この製品は、設置する建物に短絡（過電流）保護機構が備わっていることを前提に設計されて

います。この保護装置の定格が 250 V、15 A以下であることを確認します。

ステートメント 1005

警告

装置は地域および国の電気規則に従って設置する必要があります。

ステートメント 1074

警告

この装置は、立ち入りが制限された場所への設置を前提としています。立ち入りが制限された

場所とは、特殊な器具、錠と鍵、またはその他の保安手段を使用しないと入れない場所を意味

します。

ステートメント 1017

警告

サーバを取り付ける際は、適切なエアーフローを確保するために、レールキットを使用する必

要があります。レールキットを使用せずに、ユニットを別のユニットの上に物理的に置く、つ

まり「積み重ねる」と、サーバの上部にある通気口がふさがれ、過熱したり、ファンの回転が

速くなったり、電力消費が高くなったりする原因となる可能性があります。サーバをラックに

取り付けるときは、これらのレールによりサーバ間で必要な最小の間隔が提供されるので、

レールキットにサーバをマウントすることを推奨します。レールキットを使用してユニット

をマウントする場合は、サーバ間の間隔を余分にとる必要はありません。

注意

鉄共振技術を採用している無停電電源装置（UPS）は使用しないでください。このタイプの
UPSは、Cisco UCSなどのシステムに使用すると、データトラフィックパターンの変化によっ
て入力電流が大きく変動し、動作が不安定になるおそれがあります。

注意

Cisco UCS C240 M5 Server設置およびサービスガイド
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サーバを設置する際には、次のガイドラインに従ってください。

•サーバを設置する前に、設置場所の構成を計画し、設置環境を整えます。設置場所を計画
する際に推奨される作業については、『Cisco UCSサイト準備ガイド』を参照してくださ
い。

•サーバの周囲に、サーバへのアクセスおよび適切な通気のための十分なスペースがあるこ
とを確認します。サーバ内では前面から背面へ空気が流れます。

•空調が、環境仕様に記載された温度要件に適合していることを確認します。

•キャビネットまたはラックが、ラックに関する要件に記載された要件に適合していること
を確認します。

•設置場所の電源が、電力仕様に記載された電源要件に適合していることを確認します。使
用可能な場合は、電源障害に備えて無停電電源装置（UPS）を使用してください。

ラックに関する要件

次のタイプのラックを使用する必要があります。

•標準的な 19インチ（48.3 cm）幅 4支柱 EIAラック（ANSI/EIA-310-D-1992のセクション
1に準拠した英国ユニバーサルピッチに適合するマウント支柱付き）。

•標準の 19インチ（48.3 cm）幅の 2支柱 EIAラック（エクステンダブラケットキットで
のみ使用可能）

•付属のシスコ製スライドレールを使用する場合、ラック支柱の穴は、9.6 mm（0.38イン
チ）の正方形、7.1 mm（0.28インチ）の丸形、#12-24 UNC、または #10-32 UNCになりま
す。

•サーバあたりの縦方向の最小ラックスペースは、2 RU（ラックユニット）、つまり 88.9
mm（3.5インチ）である必要があります。

サポートされるシスコ製スライドレールキット

サーバは、次のレールキットオプションをサポートします。

•シスコ部品 UCSC-RAILS-M5（ボールベアリングスライドレールキッ

• 2支柱ラックレール取り付け用のエクステンダブラケットキット（UCSC-C240SD-EXT）

ラックの設置に必要な工具

シスコが販売するこのサーバ用のスライドレールの場合、設置に必要な工具はありません。

スライドレール

このサーバのスライドレールの調整範囲は 24～ 36インチ（610～ 914 mm）です。
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2支柱ラックエクステンダの取り付け

ラックにこの装置をマウントしたり、ラック上の装置の作業を行うときは、ケガをしないよう

に、装置が安定した状態に置かれていることを十分に確認してください。安全を確保するため

に、次のガイドラインを守ってください。

ラックに設置する装置が 1台だけの場合は、ラックの一番下に取り付けます。

ラックに複数の装置を設置する場合は、最も重い装置を一番下に設置して、下から順番に取り

付けます。

ラックにスタビライザが付いている場合は、スタビライザを取り付けてから、ラックに装置を

設置したり、ラック内の装置を保守したりしてください。

ステートメント 1006

警告

ステップ 1 片側の短いブラケットの端を、使用する前面ラック支柱の穴の位置に合わせます。フランジが内側を向い
ていることを確認します。図 6 : 2支柱ラックエクステンダ（22ページ）を参照してください。

下部に 1本、上部に 1本のネジを使用して、ブラケットを支柱に固定します。

角穴のレール支柱の場合は、まずブラケットを取り付ける前に角ナットをカチッとはめ込みます。

図 6 : 2支柱ラックエクステンダ

（注）

ステップ 2 繰り返し、反対側の支柱に2番目に短いブラケットを取り付けます。2つのブラケットが同じ高さであり、
水平になっていることを確認します。
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ステップ 3 長い方のブラケットの端をラック支柱の穴の背面に合わせます。フランジが内側を向いていることを確認
します。長いブラケットが短いブラケットと同じ高さであること。図 6 : 2支柱ラックエクステンダ（22
ページ）を参照してください。

下部に 2本、上部に 2本のネジを使用して、ブラケットを支柱に固定します。

角穴のレール支柱の場合は、まずブラケットを取り付ける前に角ナットをカチッとはめ込みます。（注）

次のタスク

ラックにスライドレールとサーバを取り付ける手順ラックへのサーバの設置（23ページ）を
実行します。

ラックへのサーバの設置

ラックにこの装置をマウントしたり、ラック上の装置の作業を行うときは、ケガをしないよう

に、装置が安定した状態に置かれていることを十分に確認してください。安全を確保するため

に、次のガイドラインを守ってください。

ラックに設置する装置が 1台だけの場合は、ラックの一番下に取り付けます。

ラックに複数の装置を設置する場合は、最も重い装置を一番下に設置して、下から順番に取り

付けます。

ラックにスタビライザが付いている場合は、スタビライザを取り付けてから、ラックに装置を

設置したり、ラック内の装置を保守したりしてください。

ステートメント 1006

警告

始める前に

サーバを2支柱ラックに取り付ける場合は、エクステンダキットが取り付けられていることを
確認します。2支柱ラックエクステンダの取り付け（22ページ）を参照してください。

ステップ 1 内側と外側のレールは、組み立てられた状態で出荷されます。内側レールと外側レールを分離します。

1. 内部のレールをスライドさせて、内部の止め具に当たります。

2. バネ付きロックボタンを矢印の方向にスライドさせて（ボタンに表示）、外側のレールから外し、同
時にレールを引き出します。

ステップ 2 サーバの側面に内側レールを装着します。

a) レール内の3つのキー付きスロットがサーバ側面の3個のペグの位置に合うように、内側レールをサー
バの一方の側の位置に合わせます。
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b) キー付きスロットをペグに設定し、レールを前面に向けてスライドさせて、ペグの所定の位置にロッ
クします。前面スロットには、前面ペグにロックするための金属製クリップがあります。

c) 2つ目の内側レールをサーバの反対側に取り付けます。

図 7 :サーバ側面への内側レールの取り付け

内側レール2サーバの前面1

ステップ 3 両方のスライドレール部品で前面の固定プレートを開きます。スライドレール部品の前端に、バネ仕掛け
の固定プレートがあります。取り付けペグをラック支柱の穴に挿入する前に、この固定プレートが開いて

いる必要があります。

部品の外側で、背面を向いている緑色の矢印ボタンを押して、固定プレートを開きます。

図 8 :前面の固定部分、前端の内側

開いた位置に引き戻された固定プレート3前面側の取り付けペグ1

-取り付けペグと開いた固定プレートの間

のラック支柱

2

ステップ 4 外側のスライドレールをラックに取り付けます。

a) 片側のスライドレール部品の前端を、使用する前面ラック支柱の穴の位置に合わせます。

スライドレールの前部がラック支柱の外側を回り込むように配置され、取り付けペグが外側の前部か

らラック支柱の穴に入ります。図8:前面の固定部分、前端の内側（24ページ）を参照してください。
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ラック支柱は、取り付けペグと開いた固定プレートの間にある必要があります。（注）

b) 取り付けペグを、外側前面からラック支柱の穴に押し込みます。
c) 「PUSH」のマークが付いた固定プレートのリリースボタンを押します。ばね仕掛けの固定プレートが
閉じて、ペグが所定の位置にロックされます。

d) スライドレールの長さを調整し、スライドレールアセンブリの後端を対応する背面ラック支柱の穴に
合わせます。スライドレールは前面から背面に向かって水平である必要があります。

背面取り付けペグを、ラック支柱の内側から背面ラック支柱の穴に入れます。

e) ロックレバーを内側に押し、同時に対応する背面ラック支柱の穴に背面取り付けペグを押し込みます。

f) 取り付けペグを取り付けたら、ロックレバーを放します。

g) 2つ目のスライドレール部品を、ラックの反対側に取り付けます。2つのスライドレール部品が同じ
高さであり、水平になっていることを確認します。

h) 所定の位置に収まって留まるまで、各部品の内側のスライドレールをラック前方へ引き出します。

ステップ 5 サーバを次のようにスライドレールに装着します。

このサーバは、コンポーネントがフルに搭載されている場合、最大で 18 kg（40ポンド）の重量
になります。サーバを持ち上げるときは、2人以上で行うか、リフトを使用することを推奨しま
す。この手順を 1人で実行しようとすると、怪我や機器の損傷を招くおそれがあります。

注意

a) サーバの側面に装着されている内側レールの後端を、ラック上の空のスライドレールの前端の位置に

合わせます。

b) 内部の停止位置で止まるまで、内側レールをラック上のスライドレールに押し込みます。
c) 両方の内側レールで内側レールリリースクリップを背面に向けてスライドさせたら、前面のスラム

ラッチがラック支柱に収まるまで、サーバをラックに押し込みます。

図 9 :内側レールリリースクリップ

ラック支柱に装着されている外側スライ

ドレール

3内側レールリリースクリップ1

-サーバに装着され、外側のスライドレー

ルに挿入されている内側レール

2
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サーバの初期設定

ここでは、サーバをスタンドアロンモードで使用する場合のサーバの電源投入方法、IPアド
レスの割り当て方法、サーバ管理への接続方法について説明します。サーバをCiscoUCSManager
の統合で使用する場合は、特定のケーブル接続および設定が必要です。Cisco UCS Manager統
合に適した設置方法（167ページ）を参照してください。

（注）

サーバのデフォルト設定

サーバは次のデフォルト設定で出荷されます。

• NICモードは Shared LOM EXTです。

Shared LOM EXTモードでは、1 Gb/10 Gbイーサネットポートおよび取り付け済みのCisco
仮想インターフェイスカード（VIC）上のすべてのポートが、Cisco Integrated Management
Interface（Cisco IMC）にアクセスできます。10/100/1000専用管理ポートを使用して Cisco
IMCにアクセスする場合は、Cisco IMC設定ユーティリティを使用したシステムのセット
アップ（29ページ）の説明に従って、サーバに接続して NICモードを変更できます。

• NICの冗長性はアクティブ-アクティブです。すべてのイーサネットポートが同時に使用
されます。

• DHCPは有効になっています。

• IPv4は有効です。

接続方法

システムに接続して初期設定を行うには、次の 2つの方法があります。

•ローカル設定：キーボードとモニタをシステムに直接接続して設定を行う場合は、この手
順を使用します。この手順では、サーバの前面にあるVGAポートとUSBポートを使用で
きます。

•リモート設定：専用管理 LAN経由で設定を行う場合は、この手順を使用します。

システムをリモートで設定するには、システムと同じネットワー

ク上にDHCPサーバが存在する必要があります。このサーバノー
ドのMACアドレスの範囲を、DHCPサーバにあらかじめ設定し
ておく必要があります。MACアドレスは、前面パネルの引き抜
きアセットタグにあるラベルに印字されています。このサーバ

ノードでは、Cisco IMCに 6つのMACアドレスの範囲が割り当て
られています。ラベルに印字されているMACアドレスは、6つ
の連続MACアドレスのうち最初のものです。

（注）
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ローカル接続によるサーバの設定

この手順には、次の機器が必要です。

• VGAモニタ

• USBキーボード

•サポートされている USBケーブルおよび VGA DB-15ケーブル

ステップ 1 電源コードをサーバの各電源装置に接続し、次に、接地された AC電源コンセントに各コードを接続しま
す。

DC電源装置を使用している場合は、DC電源装置の取り付け（初回の取り付け）（98ページ）を参照し
てください。

初回のブート時には、サーバが起動してスタンバイ電源モードになるまでに約 2分かかります。システム
の電源ステータスは、前面パネルのシステムの電源ステータスLEDで確認できます。LEDがオレンジの場
合、サーバはスタンバイ電源モードです。

ステップ 2 USBキーボードとマウス、VGAモニタを前面パネルの対応するコネクタに接続します。

ステップ 3 Cisco IMC設定ユーティリティを開きます。

a) 前面パネルの電源ボタンを 4秒間長押しして、サーバを起動します。
b) ブートアップ時に、Cisco IMC設定ユーティリティを開くよう求められたら F8を押します。

Cisco IMC設定ユーティリティを初めて開始すると、デフォルトのパスワードの変更を要求す
るプロンプトが表示されます。デフォルトパスワードは passwordです。強力なパスワード機
能が有効になっています。

（注）

強力なパスワードの要件は、次のとおりです。

•パスワードは最低 8文字、最大 14文字とすること。

•パスワードには、ユーザ名を含めないでください。

•パスワードには次の 4つのカテゴリの中から 3つに該当する文字を含めること。

•大文字の英字（A～ Z）

•小文字の英字（a～ z）

• 10進数の数字（0～ 9）

•非アルファベット文字（!、@、#、$、%、^、&、*、-、_、=、"）。

ステップ 4 Cisco IMC設定ユーティリティを使用したシステムのセットアップ（29ページ）に進みます。
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リモート接続によるサーバの設定

この手順には、次の機器が必要です。

•管理 LANに接続された RJ-45イーサネットケーブル X 1。

始める前に

システムをリモートで設定するには、システムと同じネットワーク上にDHCPサーバが存在す
る必要があります。このサーバノードのMACアドレスの範囲を、DHCPサーバにあらかじめ
設定しておく必要があります。MACアドレスは、前面パネルの引き抜きアセットタグにある
ラベルに印字されています。このサーバノードでは、Cisco IMCに 6つのMACアドレスの範
囲が割り当てられています。ラベルに印字されているMACアドレスは、6つの連続MACア
ドレスのうち最初のものです。

（注）

ステップ 1 電源コードをサーバの各電源装置に接続し、次に、接地された AC電源コンセントに各コードを接続しま
す。

DC電源装置を使用している場合は、DC電源装置の取り付け（初回の取り付け）（98ページ）を参照し
てください。

初回のブート時には、サーバが起動してスタンバイ電源モードになるまでに約 2分かかります。システム
の電源ステータスは、前面パネルのシステムの電源ステータスLEDで確認できます。LEDがオレンジの場
合、サーバはスタンバイ電源モードです。

ステップ 2 管理イーサネットケーブルを前面パネルの専用管理ポートに差し込みます。

ステップ 3 事前設定された DHCPサーバで、サーバノードに IPアドレスを割り当てられるようにします。

ステップ 4 割り当てられた IPアドレスを使用して、サーバノードの Cisco IMCにアクセスし、ログインします。IP
アドレスを特定するには、DHCPサーバの管理者に相談してください。

サーバのデフォルトのユーザ名は admin、デフォルトパスワードは passwordです。（注）

ステップ 5 Cisco IMCサーバの [Summary]ページで、[Launch KVM Console]をクリックします。別のKVMコンソール
ウィンドウが開きます。

ステップ 6 Cisco IMCの [Summary]ページで、[Power Cycle Server]をクリックします。システムがリブートします。

ステップ 7 KVMコンソールウィンドウを選択します。

次のキーボード操作を有効にするには、KVMコンソールウィンドウがアクティブウィンドウで
ある必要があります。

（注）

ステップ 8 プロンプトが表示されたら、F8を押して、Cisco IMC設定ユーティリティを起動します。このユーティリ
ティは、KVMコンソールウィンドウで開きます。

Cisco UCS C240 M5 Server設置およびサービスガイド
28

サーバのインストール

リモート接続によるサーバの設定



Cisco IMC設定ユーティリティを初めて開始すると、デフォルトのパスワードの変更を要求する
プロンプトが表示されます。デフォルトパスワードは passwordです。強力なパスワード機能が
有効になっています。

（注）

強力なパスワードの要件は、次のとおりです。

•パスワードは最低 8文字、最大 14文字とすること。

•パスワードにユーザ名を含めないこと。

•パスワードには次の 4つのカテゴリの中から 3つに該当する文字を含めること。

•大文字の英字（A～ Z）

•小文字の英字（a～ z）

• 10進数の数字（0～ 9）

•非アルファベット文字（!、@、#、$、%、^、&、*、-、_、=、"）。

ステップ 9 Cisco IMC設定ユーティリティを使用したシステムのセットアップ（29ページ）に進みます。

Cisco IMC設定ユーティリティを使用したシステムのセットアップ

始める前に

システムに接続して Cisco IMC設定ユーティリティを開いた後に、次の手順を実行します。

ステップ 1 NICモードを設定して、サーバ管理用の Cisco IMCへのアクセスに使用するポートを選択します。

• [Shared LOM EXT]（デフォルト）：これは、工場出荷時設定の Shared LOM拡張モードです。この
モードでは、Shared LOMインターフェイスと Cisco Cardインターフェイスの両方がイネーブルで
す。次のステップで、NIC冗長性設定にデフォルトの [Active-Active]を選択する必要があります。

NICモードでは、DHCP応答が Shared LOMポートと Ciscoカードポートの両方に返されます。サー
バがスタンドアロンモードであるために、Ciscoカード接続でその IPアドレスがCisco UCS Manager
システムから取得されないと判別された場合は、そのCiscoカードからのその後のDHCP要求はディ
セーブルになります。スタンドアロンモードでCiscoカードを介してCisco IMCに接続する場合は、
Cisco Card NICモードを使用します。

• [Shared LOM]：Cisco IMCへのアクセスに 1 Gb/10 Gbイーサネットポートを使用します。次のステッ
プで、NIC冗長性設定に [Active-Active]または [Active-standby]を選択する必要があります。

• [Dedicated]：Cisco IMCへのアクセスに専用管理ポートを使用します。次のステップで、NIC冗長性
設定に [None]を選択する必要があります。
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• [Cisco Card]：Cisco IMCへのアクセスに取り付け済みの Cisco UCS仮想インターフェイスカード
（VIC）のポートを使用します。次のステップで、NIC冗長性設定に [Active-Active]または
[Active-standby]を選択する必要があります。

必須の VICスロットの設定も下記で参照してください。

• [VIC Slot]：Cisco Card NICモードを使用する場合にのみ、VICを取り付けた場所に合わせて、この
設定を選択する必要があります。Riser1、Riser2、または Flex-LOM（mLOMスロット）のいずれか
を選択します。

• PCIeライザー 1と 2Bを組み合わせたサーバの場合：

• [Riser1]を選択した場合は、スロット 2に VICを取り付ける必要があります。

• [Riser2]を選択した場合は、スロット 5に VICを取り付ける必要があります。

• PCIeライザー 1Cと 2Eを組み合わせたサーバの場合：

• [Riser1]を選択した場合は、スロット 1に VICを取り付ける必要があります。

• [Riser2]を選択した場合は、スロット 2に VICを取り付ける必要があります。

• [Flex-LOM]を選択した場合は、mLOMスロットに mLOMタイプの VICを取り付ける必要があ
ります。

ステップ 2 必要に応じて、NIC冗長性を設定します。このサーバでは、次の 3つの NIC冗長性設定を行うことがで
きます。

• [None]：イーサネットポートは個別に動作し、問題が発生した場合にフェールオーバーを行いませ
ん。この設定は、専用 NICモードでのみ使用できます。

• [Active-standby]：アクティブなイーサネットポートに障害が発生した場合、スタンバイポートにト
ラフィックがフェールオーバーします。SharedLOMとCiscoCardモードでは、それぞれ [Active-standby]
と [Active-active]の設定を使用できます。

• [Active-active]（デフォルト）：すべてのイーサネットポートが同時に使用されます。Shared LOM
EXTモードでは、この NIC冗長性設定のみを使用する必要があります。Shared LOMと Cisco Card
モードでは、それぞれ [Active-standby]と [Active-active]の設定を使用できます。

ステップ 3 ダイナミックネットワーク設定用にDHCPをイネーブルにするか、スタティックネットワーク設定を開
始するかを選択します。

DHCPをイネーブルにするには、DHCPサーバにこのサーバのMACアドレスの範囲をあらかじ
め設定しておく必要があります。MACアドレスはサーバ背面のラベルに印字されています。こ
のサーバでは、Cisco IMCに 6つのMACアドレスの範囲が割り当てられています。ラベルに印
字されているMACアドレスは、6つの連続MACアドレスのうち最初のものです。

（注）

静的 IPv4および IPv6設定には次が含まれます。

• Cisco IMCの IPアドレス。
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IPv6の場合、有効な値は 1～ 127です。

•ゲートウェイ。

IPv6の場合、ゲートウェイが不明な場合は、::（コロン 2つ）を入力して noneのままに設定するこ
とができます。

•優先 DNSサーバアドレス。

IPv6の場合、::（コロン 2つ）を入力してこれを noneのままに設定することができます。

ステップ 4 （任意）VLANの設定を行います。

ステップ 5 F1を押して 2番目の設定ウィンドウに移動したら、次のステップに進みます。

2番目のウィンドウで F2を押すと、最初のウィンドウに戻ることができます。

ステップ 6 （任意）サーバのホスト名を設定します。

ステップ 7 （任意）ダイナミック DNSをイネーブルにし、ダイナミック DNS（DDNS）ドメインを設定します。

ステップ 8 （任意）[Factory Default]チェックボックスをオンにすると、サーバは出荷時の初期状態に戻ります。

ステップ 9 （任意）デフォルトのユーザパスワードを設定します。

サーバのデフォルトのユーザ名は adminです。デフォルトパスワードは passwordです。（注）

ステップ 10 （任意）ポート設定の自動ネゴシエーションをイネーブルにするか、ポート速度およびデュプレックス

モードを手動で設定します。

自動ネゴシエーションは専用 NICモードを使用する場合にのみ使用できます。自動ネゴシエー
ションはサーバが接続されているスイッチポートに基づいて自動的にポート速度およびデュプ

レックスモードを設定します。自動ネゴシエーションをディセーブルにした場合、ポート速度

およびデュプレックスモードを手動で設定する必要があります。

（注）

ステップ 11 （任意）ポートプロファイルとポート名をリセットします。

ステップ 12 F5を押して、行った設定に更新します。次の手順でサーバをリブートする前は、新しい設定が表示され
メッセージ「Network settings configured」が表示されるまでに約45秒かかる場合があります。

ステップ 13 F10を押して設定を保存し、サーバを再起動します。

DHCPのイネーブル化を選択した場合、動的に割り当てられた IPアドレスとMACアドレスが
ブートアップ時にコンソール画面に表示されます。

（注）

次のタスク

ブラウザと Cisco IMCの IPアドレスを使用して、Cisco IMC管理インターフェイスに接続しま
す。IPアドレスは、行った設定に基づいています（スタティックアドレスまたは DHCPサー
バによって割り当てられたアドレス）。
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サーバのデフォルトのユーザ名は adminです。デフォルトパスワードは passwordです。（注）

サーバを管理するには、ご使用のCisco IMCリリースに対応するこれらのインターフェイスの
使用手順について『Cisco UCS C-Series Rack-Mount Server Configuration Guide』または『Cisco
UCS C-Series Rack-Mount Server CLI Configuration Guide』を参照してください。構成ガイドへの
リンクについては、『Cisco UCS C-Series Documentation Roadmap』を参照してください。

NICモードおよび NIC冗長性設定
表 1 :各 NICモードに対する有効な NIC冗長性設定

有効なNIC冗長性設定NICモード

Active-activeShared LOM
EXT

なしDedicated

Active-active

Active-standby

Shared LOM

Active-active

Active-standby

Cisco Card

このサーバには、次のような選択可能な NICモード設定があります。

• [Shared LOM EXT]（デフォルト）：これは、工場出荷時設定の Shared LOM拡張モードで
す。このモードでは、Shared LOMインターフェイスと Cisco Cardインターフェイスの両
方がイネーブルです。次のステップで、NIC冗長性設定にデフォルトの [Active-Active]を
選択する必要があります。

NICモードでは、DHCP応答が Shared LOMポートと Ciscoカードポートの両方に返され
ます。サーバがスタンドアロンモードであるために、Ciscoカード接続でその IPアドレス
が Cisco UCS Managerシステムから取得されないと判別された場合は、その Ciscoカード
からのその後の DHCP要求はディセーブルになります。スタンドアロンモードで Cisco
カードを介して Cisco IMCに接続する場合は、Cisco Card NICモードを使用します。

• [Shared LOM]：Cisco IMCへのアクセスに 1 Gb/10 Gbイーサネットポートを使用します。
次のステップで、NIC冗長性設定に [Active-Active]または [Active-standby]を選択する必要
があります。

• [Dedicated]：Cisco IMCへのアクセスに専用管理ポートを使用します。次のステップで、
NIC冗長性設定に [None]を選択する必要があります。
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• [Cisco Card]：Cisco IMCへのアクセスに取り付け済みの Cisco UCS仮想インターフェイス
カード（VIC）のポートを使用します。次のステップで、NIC冗長性設定に [Active-Active]
または [Active-standby]を選択する必要があります。

必須の VICスロットの設定も下記で参照してください。

• [VIC Slot]：Cisco Card NICモードを使用する場合にのみ、VICを取り付けた場所に合わせ
て、この設定を選択する必要があります。Riser1、Riser2、または Flex-LOM（mLOMス
ロット）のいずれかを選択します。

• PCIeライザー 1と 2Bを組み合わせたサーバの場合：

• [Riser1]を選択した場合は、スロット 2に VICを取り付ける必要があります。

• [Riser2]を選択した場合は、スロット 5に VICを取り付ける必要があります。

• PCIeライザー 1Cと 2Eを組み合わせたサーバの場合：

• [Riser1]を選択した場合は、スロット 1に VICを取り付ける必要があります。

• [Riser2]を選択した場合は、スロット 2に VICを取り付ける必要があります。

• [Flex-LOM]を選択した場合は、mLOMスロットにmLOMタイプのVICを取り付ける
必要があります。

このサーバには、次のような選択可能な NIC冗長化設定があります。

• [None]：イーサネットポートは個別に動作し、問題が発生した場合にフェールオーバーを
行いません。この設定は、専用 NICモードでのみ使用できます。

• [Active-standby]：アクティブなイーサネットポートに障害が発生した場合、スタンバイ
ポートにトラフィックがフェールオーバーします。Shared LOMとCisco Cardモードでは、
それぞれ [Active-standby]と [Active-active]の設定を使用できます。

• [Active-active]（デフォルト）：すべてのイーサネットポートが同時に使用されます。Shared
LOM EXTモードでは、このNIC冗長性設定のみを使用する必要があります。Shared LOM
と Cisco Cardモードでは、それぞれ [Active-standby]と [Active-active]の設定を使用できま
す。
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BIOSおよび Cisco IMCのファームウェアの更新

BIOSファームウェアをアップグレードする場合、Cisco IMCファームウェアも同じバージョン
にアップグレードする必要があります。アップグレードしないと、サーバが起動しません。

BIOSと Cisco IMCのファームウェアが一致するまで電源をオフにしないでください。オフに
すると、サーバが起動しなくなります。

シスコは、BIOS、Cisco IMC、およびその他のファームウェアを互換性のあるレベルに同時に
アップグレードできるよう支援するために、Cisco Host Upgrade Utilityを提供しています。

注意

サーバには、シスコが提供し、承認しているファームウェアが使用されています。シスコは、

各ファームウェアイメージと共にリリースノートを提供しています。ファームウェアを更新

するには、いくつかの方法があります。

•ファームウェアの更新に推奨される方法：Cisco Host Upgrade Utilityを使用して、Cisco
IMC、BIOS、およびコンポーネントのファームウェアを互換性のあるレベルに同時にアッ
プグレードします。

ファームウェアリリースについては、下記のマニュアルロードマップリンクにある『Cisco
Host Upgrade Utility Quick Reference Guide』を参照してください。

• Cisco IMCの GUIインターフェイスを使用して Cisco IMCと BIOSファームウェアをアッ
プグレードできます。

『Cisco UCS C-Series Rack-Mount Server Configuration Guide』を参照してください。

• Cisco IMCの CLIインターフェイスを使用して Cisco IMCと BIOSファームウェアをアッ
プグレードできます。

『Cisco UCS C-Series Rack-Mount Server CLI Configuration Guide』を参照してください。

上記のドキュメントへのリンクについては、『Cisco UCS C-Series Documentation Roadmap』を
参照してください。

システム BIOSへのアクセス

ステップ 1 ブート中にメッセージが表示されたら、F2キーを押して BIOSセットアップユーティリティに切り替えま
す。

このユーティリティの [Main]ページに、現在の BIOSのバージョンとビルドが表示されます。（注）

ステップ 2 矢印キーを使って、BIOSメニューページを選択します。

ステップ 3 矢印キーを使って、変更するフィールドを反転表示にします。

ステップ 4 Enterキーを押して変更するフィールドを選択し、そのフィールドの値を変更します。

Cisco UCS C240 M5 Server設置およびサービスガイド
34

サーバのインストール

BIOSおよび Cisco IMCのファームウェアの更新

http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/overview/guide/UCS_rack_roadmap.html


ステップ 5 Exitメニュー画面が表示されるまで右矢印キーを押します。

ステップ 6 Exitメニュー画面の指示に従って変更内容を保存し、セットアップユーティリティを終了します（また
は、F10を押します）。Escキーを押すと、変更内容を保存せずにユーティリティを終了できます。

スマートアクセス（シリアル）
このサーバは、スマートアクセス（シリアル）機能をサポートしています。この機能により、

ホストのシリアルと Cisco IMC CLIを切り替えることができます。

•この機能には、次の要件があります。

•サーバの前面パネルにある RJ-45シリアルコネクタを使用できるシリアルケーブル
接続。

•サーバの BIOSでコンソールリダイレクションを有効にする必要があります。

•端末タイプは、VT100+または VTUFT8に設定する必要があります。

• Serial over LAN（SoL）を無効にする必要があります（SoLはデフォルトで無効になっ
ています）。

•ホストのシリアルから Cisco IMC CLIに切り替えるには、Escキーを押した状態で 9キー
を押します。

接続を認証するために Cisco IMCクレデンシャルを入力する必要があります。

• Cisco IMC CLIからホストのシリアルに切り替えるには、Escキーを押した状態で 8キーを
押します。

Serial over LAN（SoL）機能が有効になっている場合は、Cisco IMC
CLIに切り替えることができません。

（注）

•セッションが作成されると、CLIまたはWeb GUIに serialという名前で表示されます。

スマートアクセス（USB）
このサーバは、スマートアクセス（USB）機能をサポートしています。このサーバのボード管
理コントローラ（BMC）は、大容量のUSBストレージデバイスに対応しており、そのデータ
にアクセスすることができます。この機能では、前面パネルの USBデバイスをメディアとし
て使用して、ネットワーク接続を必要とせずに BMCとユーザ間でデータを転送できます。こ
れは、リモート BMCインターフェイスがまだ利用可能でない場合や、ネットワークの不良構
成によりリモート BMCインターフェイスにアクセスできない場合などに役立ちます。

Cisco UCS C240 M5 Server設置およびサービスガイド
35

サーバのインストール

スマートアクセス（シリアル）



•この機能には、次の要件があります。

• USBキーボードと VGAモニタを前面パネルの対応するコネクタに接続します。

•前面パネルの USB 3.0コネクタの 1つに接続された USBストレージデバイス。

• USB 3.0ベースのデバイスを使用できますが、デバイスは USB 2.0の速度で動作しま
す。

• USBデバイスには 1つのパーティションのみを設定することをお勧めします。

•サポートされているファイルシステム形式は、FAT16、FAT32、MSDOS、EXT2、
EXT3、および EXT4です。NTFSはサポートされません。

•スマートアクセス（USB）は、いずれかのBMCユーザインターフェイスを使用して有効
または無効にすることができます。たとえば、ブートアップ中にメッセージが表示された

ときに F8を押すことにより、Cisco IMC設定ユーティリティを使用できます。

•有効時：前面パネルの USBデバイスは BMCに接続されています。

•無効時：前面パネルの USBデバイスはホストに接続されています。

•管理ネットワークを使用してリモートでCisco IMCに接続できない場合は、シリアルケー
ブルを介してデバイスファームウェアアップデート（DFU）シェルを使用してテクニカ
ルサポートファイルを生成し、前面パネルの USBポートに装着されている USBデバイ
スにダウンロードすることができます。
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第 3 章

サーバの保守

この章は、次の項で構成されています。

•ステータス LEDおよびボタン（37ページ）
•コンポーネント取り付けの準備（44ページ）
•コンポーネントの取り外しおよび取り付け（49ページ）
•サービス可能なコンポーネントの場所（49ページ）
• PCIeライザーおよび垂直ドライブベイの SAS/SATAドライブの交換（52ページ）
• NVMe SSDの交換（55ページ）
• HHHLフォームファクタ NVMeソリッドステートドライブの交換（59ページ）
•ファンモジュールの交換（62ページ）
• CPUおよびヒートシンクの交換（64ページ）
•メモリ（DIMM）の交換（80ページ）
• Intel Optane DC永続メモリモジュールの交換（83ページ）
• microSDカードの交換（88ページ）
• USBドライブの交換（91ページ）
• RTCバッテリの交換（93ページ）
•電源装置の交換（95ページ）
• PCIeライザーの交換（99ページ）
• PCIeライザー 1Cおよび 2Eの取り付け（101ページ）
• PCIeカードの交換（104ページ）
• SASストレージコントローラカード（RAIDまたは HBA）の交換（112ページ）
•ブート最適化M.2 RAIDコントローラモジュールの交換（115ページ）
•シャーシ侵入スイッチの交換（120ページ）
•信頼されたプラットフォームモジュール（TPM）の取り付け（121ページ）
•サービスヘッダーおよびジャンパ（125ページ）
• PCBアセンブリ (PCBA)のリサイクル（133ページ）

ステータス LEDおよびボタン
ここでは、LEDの状態の解釈について説明します。
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前面パネルの LED
図 10 :前面パネル LED

表 2 :前面パネル LED、状態の定義

状態LED名

•消灯：サーバにAC電力が供給されていません。

•オレンジ：サーバはスタンバイ電源モードです。
Cisco IMCと一部のマザーボード機構にだけ電
源が投入されています。

•緑：サーバは主電源モードです。すべてのサー
バコンポーネントに電力が供給されています。

電源ボタン/LED1

•消灯：ユニット識別機能は使用されていません。

•青の点滅：ユニット識別機能がアクティブです。

ユニット識別2
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•緑：サーバは正常動作状態で稼働しています。

•緑の点滅：サーバはシステムの初期化とメモリ
チェックを行っています。

•オレンジの点灯：サーバは縮退運転状態にあり
ます（軽度の障害）。次に例を示します。

•電源装置の冗長性が失われている。

• CPUが一致しない。

•少なくとも1つのCPUに障害が発生してい
る。

•少なくとも 1つのDIMMに障害が発生して
いる。

• RAID構成内の少なくとも 1台のドライブ
に障害が発生している。

•オレンジの点滅（2回）：システムボードで重
度の障害が発生しています。

•オレンジの点滅（3回）：メモリ（DIMM）で
重度の障害が発生しています。

•オレンジの点滅（4回）：CPUで重度の障害が
発生しています。

システムヘルス3

•緑：すべてのファンモジュールが正常に動作中
です。

•オレンジの点滅：1つ以上のファンモジュール
で回復不能なしきい値を超えました。

ファンステータス4

•緑：サーバは正常温度で稼働中です。

•オレンジの点灯：1つ以上の温度センサーで重
大なしきい値を超えました。

•オレンジの点滅：1つ以上の温度センサーで回
復不能なしきい値を超えました。

温度ステータス5

•緑：すべての電源装置が正常に動作中です。

•オレンジの点灯：1台以上の電源装置が縮退運
転状態にあります。

•オレンジの点滅：1台以上の電源装置が重大な
障害発生状態にあります。

電源装置ステータス6
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•消灯：イーサネット LOMポートリンクがアイ
ドル状態です。

•緑：1つ以上のイーサネットLOMポートでリン
クがアクティブになっていますが、アクティビ

ティは存在しません。

•緑の点滅：1つ以上のイーサネットLOMポート
でリンクがアクティブになっていて、アクティ

ビティが存在します。

ネットワークリンクアクティビティ7

•消灯：リンク速度は 10 Mbpsです。

•オレンジーリンク速度は 1 Gbps/100 Mbpsで
す。

•緑：リンク速度は 10 Gbpsです。

10 Gbイーサネットリンク速度（LAN1と LAN2
の両方）

8

•消灯：リンクが確立されていません。

•緑：リンクはアクティブです。

•緑の点滅：アクティブなリンクにトラフィック
が存在します。

10 Gbイーサネットリンクステータス（LAN1と
LAN2の両方）

9

•消灯：リンク速度は 10 Mbpsです。

•オレンジ：リンク速度は 100 Mbpsです。

•緑：リンク速度は 1 Gbpsです。

1 Gbイーサネット専用管理リンク速度10

•消灯：リンクが確立されていません。

•緑：リンクはアクティブです。

•緑の点滅：アクティブなリンクにトラフィック
が存在します。

1 Gbイーサネット専用管理リンクステータス11
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AC電源装置：

•消灯：AC入力なし（12 V主電源はオフ、12 V
スタンバイは電源オフ）です。

•緑の点滅：12 V主電源はオフ、12 Vスタンバイ
電源はオンです。

•緑の点灯：12 V主電源はオン、12 Vスタンバイ
電源はオンです。

•オレンジの点滅：警告しきい値が検出されまし
たが、12 V主電源はオンです。

•オレンジの点灯：重大なエラーが検出されまし
た（過電流、過電圧、過熱障害など）。12 V主
電源はオフです。

DC電源（UCSC-PSUF-1050WDC）:

•消灯：DC入力なし（12 V主電源はオフ、12 V
スタンバイ電源はオフ）です。

•緑の点滅：12 V主電源はオフ、12 Vスタンバイ
電源はオンです。

•緑の点灯：12 V主電源はオン、12 Vスタンバイ
電源はオンです。

•オレンジの点滅：警告しきい値が検出されまし
たが、12 V主電源はオンです。

•オレンジの点灯：重大なエラーが検出されまし
た（過電流、過電圧、過熱障害など）。12 V主
電源はオフです。

電源の状態（各電源装置に 1つ）12

•消灯：ハードドライブは正常に動作中です。

•オレンジ：ドライブ障害が検出されました。

•オレンジの点滅：デバイスの再構成中です。

• 1秒間隔のオレンジの点滅：ソフトウェアでド
ライブ位置特定機能がアクティブ化されました。

SAS/SATAドライブの障害

NVMeソリッドステートドライブ
（SSD）ドライブトレイの LEDの動作
は、SAS/SATAドライブトレイとは異な
ります。

（注）

13

•消灯：ハードドライブトレイにハードドライ
ブが存在しません（アクセスなし、障害なし）。

•緑：ハードドライブの準備が完了しています。

•緑の点滅：ハードドライブはデータの読み取り
中または書き込み中です。

SAS/SATAドライブアクティビティ LED14
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•消灯：ドライブが使用されていないため、安全
に取り外すことができます。

•緑色：ドライブは使用中で、正常に機能してい
ます。

•緑の点滅：ドライバがインサーションに続いて
初期化を実行中であるか、またはイジェクトコ

マンドに従ってアンロードを実行中です。

•オレンジ：ドライブに障害が発生しています。

•オレンジの点滅：ドライブはソフトウェアで
Locateコマンドを発行されました。

NVMe SSDドライブ障害

NVMeソリッドステートドライブ
（SSD）ドライブトレイの LEDの動作
は、SAS/SATAドライブトレイとは異な
ります。

（注）

•消灯：ドライブアクティビティはありません。

•緑の点滅：ドライブアクティビティがありま
す。

NVMe SSDアクティビティ

内部診断 LED
サーバには、CPU、DIMM、およびファンモジュールの内部障害 LEDがあります。
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図 11 :内部診断 LEDの場所

エアーバッフルを取り外した後に表

示されます。

（注）

DIMM障害 LED（マザーボード上の各 DIMM
ソケットの後方に 1つ）

これらのLEDは、サーバがスタンバイ電源モー
ドの場合にのみ動作します。

•オレンジ：DIMMに障害が発生していま
す。

•消灯：DIMMは正常です。

3CPU障害 LED（マザーボード上の各 CPUソ
ケットの後方に 1つ）

これらの LEDは、サーバがスタンバイ電源
モードの場合にのみ動作します。

•オレンジ：CPUに障害が発生していま
す。

•消灯：CPUは正常です。

1
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-ファンモジュール障害 LED（各ファンモ
ジュールの上部に 1つ）

•オレンジ：ファンに障害が発生している
か、しっかりと装着されていません。

•緑：ファンは正常です。

2

コンポーネント取り付けの準備
ここでは、サーバへのコンポーネントの取り付けの準備に役立つ情報およびタスクについて説

明します。

サービス手順に必要な工具

この章の手順を実行するには、次の工具および器具を使用します。

• T-30トルクスドライバ（ヒートシンクの取り外し用、交換用 CPUに付属）

• #1マイナスドライバ（CPUまたはヒートシンクを交換する際に使用）

• No. 1プラスドライバ（M.2 SSDおよび侵入スイッチ交換用）

•静電気防止用（ESD）ストラップまたは接地マットなどの接地用器具

サーバのシャットダウンと電源切断

サーバは次の 2つの電源モードのいずれかで動作します。

•主電源モード：すべてのサーバコンポーネントに電力が供給され、ドライブ上にある任意
のオペレーティングシステムが動作できます。

•スタンバイ電源モード：電力はサービスプロセッサと特定のコンポーネントにのみ供給さ
れます。このモードでサーバから電源コードを外すことにより、オペレーティングシステ

ムおよびデータの安全を確保します。

サーバがシャットダウンされてスタンバイ電源になった後も、電流は引き続きサーバ上に残っ

ています。電源を完全に切断するには、サービス手順の指示どおりに、サーバ内の電源装置か

らすべての電源コードを取り外す必要があります。

サーバをシャットダウンするには、前面パネルの電源ボタンまたはソフトウェア管理インター

フェイスを使用します。

注意
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電源ボタンを使用したシャットダウン

ステップ 1 電源ボタン/LEDの色を確認します。

•オレンジ：サーバはスタンバイモードであり、安全に電源を切断することができます。

•緑：サーバは主電源モードであり、安全に電源を切断するにはシャットダウンする必要があります。

ステップ 2 次の手順でグレースフルシャットダウンまたはハードシャットダウンを実行します。

データの損失やオペレーティングシステムへの損傷が発生しないようにするために、必ずオペ

レーティングシステムのグレースフルシャットダウンを実行するようにしてください。

注意

•グレースフルシャットダウン：電源ボタンを押して放します。オペレーティングシステムでグレース
フルシャットダウンが実行され、サーバはスタンバイモードに移行します。移行すると、電源ボタ

ン/LEDがオレンジで示されます。

•緊急時シャットダウン：4秒間電源ボタンを押したままにして主電源モードを強制終了し、スタンバ
イモードを開始します。

ステップ 3 サービス手順でサーバの電源を完全に切断するよう指示されている場合は、サーバの電源装置からすべて
の電源コードを外します。

Cisco IMC GUIを使用したシャットダウン

このタスクを実行するには、userまたは admin権限を持つユーザとしてログインする必要があ
ります。

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Server]タブをクリックします。

ステップ 2 [Server]タブの [Summary]をクリックします。

ステップ 3 [Actions]領域で、[Power Off Server]をクリックします。

ステップ 4 [OK]をクリックします。

オペレーティングシステムでグレースフルシャットダウンが実行され、サーバはスタンバイモードに移

行します。移行すると、電源ボタン/LEDがオレンジで示されます。

ステップ 5 サービス手順でサーバの電源を完全に切断するよう指示されている場合は、サーバの電源装置からすべて
の電源コードを外します。

Cisco IMC CLIを使用したシャットダウン

このタスクを実行するには、userまたは admin権限を持つユーザとしてログインする必要があ
ります。
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ステップ 1 サーバプロンプトで、次のように入力します。

例：

server# scope chassis

ステップ 2 シャーシプロンプトで、次のように入力します。

例：

server/chassis# power shutdown

オペレーティングシステムでグレースフルシャットダウンが実行され、サーバはスタンバイモードに移

行します。移行すると、電源ボタン/LEDがオレンジで示されます。

ステップ 3 サービス手順でサーバの電源を完全に切断するよう指示されている場合は、サーバの電源装置からすべて
の電源コードを外します。

Cisco UCS Managerの [Equipment]タブを使用したシャットダウン

このタスクを実行するには、userまたは admin権限を持つユーザとしてログインする必要があ
ります。

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers]を展開します。

ステップ 3 シャットダウンするサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Shutdown Server]をクリックします。

ステップ 6 確認ダイアログが表示されたら、[Yes]をクリックします。

オペレーティングシステムでグレースフルシャットダウンが実行され、サーバはスタンバイモードに移

行します。移行すると、電源ボタン/LEDがオレンジで示されます。

ステップ 7 サービス手順でサーバの電源を完全に切断するよう指示されている場合は、サーバの電源装置からすべて
の電源コードを外します。

Cisco UCS Managerのサービスプロファイルを使用したシャットダウン

このタスクを実行するには、userまたは admin権限を持つユーザとしてログインする必要があ
ります。

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]を展開します。

ステップ 3 シャットダウン対象のサーバのサービスプロファイルが含まれる組織のノードを展開します。
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ステップ 4 シャットダウンするサーバのサービスプロファイルを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域で、[Shutdown Server]をクリックします。

ステップ 7 確認ダイアログが表示されたら、[Yes]をクリックします。

オペレーティングシステムでグレースフルシャットダウンが実行され、サーバはスタンバイモードに移

行します。移行すると、電源ボタン/LEDがオレンジで示されます。

ステップ 8 サービス手順でサーバの電源を完全に切断するよう指示されている場合は、サーバの電源装置からすべて
の電源コードを外します。

サーバ上部カバーの取り外し

適切な冷却を維持するために、上部カバーを取り付けずにサーバを1分以上稼働させないこと
を推奨します。

注意

ステップ 1 次のようにして、上部カバーを取り外します。

a) カバーのラッチがロックされている場合は、ドライバを使用して、ロックを反時計回りに 90度回転さ
せて、ロックを解除します。

b) 緑のつまみがあるラッチの終端を持ち上げます。ラッチを持ち上げながら、カバーを開いた位置に押
し戻します。

c) 上部カバーをサーバからまっすぐ持ち上げ、横に置きます。

ステップ 2 次のようにして、上部カバーを取り付けます。

a) ラッチが完全に開いた位置にある状態で、カバーを、前面カバーパネルのへりから約 2分の 1インチ
（1.27 cm）後方のサーバ上部に置きます。ラッチの開口部をファントレイから上に突き出ているペグ
に合わせます。

b) 閉じた位置までカバーラッチを押し下げます。ラッチを押し下げながら、カバーを閉じた位置まで前
方に押します。

c) 必要に応じて、ドライバを使用しロックを時計回りに 90度回転させて、ラッチをロックします。
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図 12 :上部カバーの取り外し

シリアル番号ラベルの場所3カバーラッチ1

カバーロック2

シリアル番号の場所

サーバのシリアル番号はサーバ上部、前面近くのラベルに印刷されています。「サーバ上部カ

バーの取り外し（47ページ）」を参照してください。

ホットスワップとホットプラグ

一部のコンポーネントは、シャットダウンおよびサーバの電源切断を行わなくても、取り外し

と交換が可能です。交換には、ホットスワップとホットプラグの 2つの種類があります。
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•ホットスワップ交換：ソフトウェアまたはオペレーティングシステムでコンポーネントを
シャットダウンする必要がありません。これは、次のコンポーネントに適用されます。

• SAS/SATAハードドライブ

• SAS/SATAソリッドステートドライブ

•冷却ファンモジュール

•電源装置（1+1冗長の場合）

•ホットプラグ交換：次のコンポーネントを取り外す前に、オフラインにする必要がありま
す。

• NVMe PCIeソリッドステートドライブ

コンポーネントの取り外しおよび取り付け

ブランクの前面プレートおよびカバーパネルには、3つの重要な機能があります。シャーシ内
の危険な電圧および電流による感電を防ぐこと、他の装置への電磁干渉（EMI）の影響を防ぐ
こと、およびシャーシ内の冷気の流れを適切な状態に保つことです。システムは、必ずすべて

のカード、前面プレート、前面カバー、および背面カバーを正しく取り付けた状態で運用して

ください。

ステートメント 1029

警告

損傷を防ぐため、サーバコンポーネントを取り扱う際には、必ずキャリアエッジを持ち、静

電気防止用（ESD）リストストラップやその他の接地装置を使用してください。
注意

前面パネルまたは背面パネルにあるユニット識別ボタンを押すと、サーバの前面パネルと背面

パネル上の青いユニット識別 LEDが点滅します。このボタンの確認によって、ラックの反対
側に移動しても対象のサーバを特定できます。これらのLEDは、Cisco IMCインターフェイス
を使用してリモートでアクティブにすることもできます。

ヒント

ここでは、サーバコンポーネントの取り付けと交換の方法について説明します。

サービス可能なコンポーネントの場所
ここでは、フィールドで交換可能なコンポーネントとサービス関連の品目の場所を示します。

次の図に、上部カバーを取り外した状態のサーバを示します。
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図 13 : Cisco UCS C240 SD M5サーバ、サービス可能なコンポーネントの場所

2つの 2.5インチドライブベイ（ドライブベ
イ01および02：

• SASバックプレーンで SAS/SATA
HDD/SSDのみをサポート

• NVMeバックプレーンを備えたNVMESSD
のみをサポート

11冷却ファンモジュール（6、ホットスワップ
可能）

1
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次のオプションの PCIeライザー 2（ドライブ
ベイ 04と 06、および PCIe 02）

• 2B：スロット4（x8）、5（x16）、6（x8）
スロット 3には CPU2が必要です。

• 2E：ドライブベイ 04（x4）、ドライブベ
イ 06（x4）、PCIe 4（x16）。 CPU 2でサ
ポートされるすべてのスロット

12マザーボード上の DIMMソケット（CPUあ
たり最大 12）

この図ではエアーバッフルの下にあるため、

図示されていません。

DIMMスロットの番号については、DIMMの
装着規則とメモリパフォーマンスに関するガ

イドライン （80ページ）を参照してくださ
い。

2

PCIeライザー 01の microSDカードソケット13CPUおよびヒートシンク（最大 2）

この図ではエアーバッフルの下にあるため、

図示されていません。

3

次のオプションのPCIeライザー1（ドライブベ
イ 03および 05、および PCIe 01）：

• 1：スロット 1（X 8）、2（X 16）、3（X
8）。スロット 3には CPU2が必要。

• 1Cードライブベイ03（x4）、ドライブベ
イ 05（x4）、PCIe 1（x16）。 CPU1でサ
ポートされるすべてのスロット

スロットの仕様については、PCIeスロットの
仕様（104ページ）を参照してください。

14エアーバッフルの SuperCap電源モジュール
取り付けクリップ（該当する場合）

4

ストレージコントローラ専用スロット15マザーボード上の内部垂直 USB 3.0ポート5

ボード上の mLOMカードソケット16ミニストレージモジュールソケット。次の

オプションがあります。

• 2台の SDカードスロットを備えた SD
カードモジュール。

• 2台の SATA M.2ドライブ用のスロット
を備えたM.2モジュール

6

RTCバッテリ17シャーシ侵入スイッチ（任意）7

エアーバッフル上の GPUカード用の保護ク
リップ

18NVMe SSD用の PCIeケーブルコネクタ8

垂直ドライブバックプレーンアセンブリ9

電源ユニット（1+1冗長の場合にホットス
ワップ可能）

10
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サポートされるコンポーネントの部品番号などの、このサーバのすべてのバージョンの技術仕

様シートは、『Cisco UCS Servers Technical Specifications Sheets』に記載されています（「Technical
Specifications」まで下へスクロールしてください）。

PCIeライザーおよび垂直ドライブベイの SAS/SATAドラ
イブの交換

SAS/SATAハードドライブまたは SSDはホットスワップ可能であるため、交換時にサーバを
シャットダウンしたり、電源をオフにしたりする必要はありません。

（注）

SAS/SATAドライブの装着に関するガイドライン
Cisco UCS C240 SD M5は、次の組み合わせで 2.5インチ SAS / SATAをサポートします。

• PCIeライザー 1および PCIeライザー 2B － この組み合わせは、次のものをサポートしま
す。

•最大 2台の 2.5インチ SAS/SATAドライブを搭載した 2つの垂直ドライブベイ

• PCIeライザー 1Cおよび PCIeライザー2Eーこの組み合わせは、次のものをサポートしま
す。

• PCIeライザーの 4つのドライブベイは、2.5インチ SAS/SATAドライブをサポートし
ます。

• 2つの垂直ドライブベイで最大 2台の 2.5インチ SAS/SATAドライブをサポート

最適なパフォーマンスを得るためには、以下のドライブの装着に関するガイドラインを守って

ください。

• 1台のサーバに SAS/SATAハードドライブと SAS/SATA SSDを混在させることができま
す。ただし、ハードドライブと SSDが混在する論理ボリューム（仮想ドライブ）を構成
することはできません。つまり、論理ボリュームを作成するときは、すべての SAS/SATA
ハードドライブまたはすべての SAS/SATA SSDを含める必要があります。

4Kセクター形式の SAS/SATAドライブの考慮事項
• 4Kセクター形式のドライブはレガシーモードではなく UEFIモードで起動する必要があ
ります。この項の手順を参照してください。

•同じ RAIDボリュームの一部として 4Kセクター形式および 512バイトセクター形式のド
ライブを設定しないでください。
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• 4Kセクタードライブのオペレーティングシステムサポートについては、サーバの相互運
用性マトリックス『ハードウェアおよびソフトウェア相互運用性マトリックスツール』を

参照してください。

BIOSセットアップユーティリティでの UEFIモード起動の設定

ステップ 1 ブート中にメッセージが表示されたら、F2キーを押して BIOS Setupユーティリティに切り替えます。

ステップ 2 [Boot Options]タブに移動します。

ステップ 3 [UEFI Boot Options]を [Enabled]に設定します。

ステップ 4 [Boot Option Priorities]の下で、OSのインストールメディア（仮想DVDなど）を [Boot Option #1]として設
定します。

ステップ 5 [Advanced]タブに移動します。

ステップ 6 [LOM and PCIe Slot Configuration]を選択します。

ステップ 7 [PCIe Slot ID: HBA Option ROM]を [UEFI Only]に設定します。

ステップ 8 F10を押して変更内容を保存し、BIOSセットアップユーティリティを終了します。サーバをリブートでき
ます。

ステップ 9 OSをインストールしたら、次のようインストールを確認します。

a) ブート中にメッセージが表示されたら、F2キーを押してBIOS Setupユーティリティに切り替えます。
b) [Boot Options]タブに移動します。
c) [Boot Option Priorities]の下で、インストールした OSが [Boot Option #1]にリストされていることを確
認します。

Cisco IMC GUIでの UEFIモード起動の設定

ステップ 1 Webブラウザとサーバの IPアドレスを使用して、Cisco IMC GUI管理インターフェイスにログインしま
す。

ステップ 2 [Server] > [BIOS]に移動します。

ステップ 3 [Actions]の下の [Configure BIOS]をクリックします。

ステップ 4 [Configure BIOS Parameters]ダイアログで、[Advanced]タブをクリックします。

ステップ 5 [LOM and PCIe Slot Configuration]セクションに移動します。

ステップ 6 [PCIe Slot: HBA Option ROM]を [UEFI Only]に設定します。

ステップ 7 [Save Changes]をクリックします。ダイアログが閉じます。

ステップ 8 [BIOS Properties]の下で [Configured Boot Order]を [UEFI]に設定します。

ステップ 9 [Actions]で [Configure Boot Order]をクリックします。

ステップ 10 [Configure Boot Order]ダイアログで、[Add Local HDD]をクリックします。

ステップ 11 [Add Local HDD]ダイアログで、4Kセクターフォーマットドライブの情報を入力し、それをブート順序
の先頭にします。
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ステップ 12 変更を保存し、サーバをリブートします。この変更はシステムのリブート後に確認できます。

SAS/SATAドライブの交換

SAS/SATAハードドライブまたは SSDはホットスワップ可能であるため、交換時にサーバを
シャットダウンしたり、電源をオフにしたりする必要はありません。

（注）

PCIeライザーまたは垂直ドライブベイから SAS / SATAドライブを取り外すには、次の手順に
従います。

ステップ 1 次のようにして、交換するドライブを取り外すか、サーバのフロントからブランクドライブトレイを取り
外します。

a) ドライブトレイの表面にある解除ボタンを押します。

b) イジェクトレバーをつかんで開き、ドライブトレイをスロットから引き出します。
c) 既存のドライブを交換する場合は、ドライブをトレイに固定している 4本のドライブトレイネジを外
し、トレイからドライブを取り外します。

ステップ 2 次のようにして、新しいドライブを取り付けます。

a) 空のドライブトレイに新しいドライブを置き、4本のドライブトレイネジを取り付けます。
b) ドライブトレイのイジェクトレバーを開いた状態で、ドライブトレイを空のドライブベイに差し込
みます。

c) バックプレーンに触れるまでトレイをスロット内に押し込み、イジェクトレバーを閉じてドライブを

所定の位置に固定します。
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図 14 :ドライブトレイ内のドライブの交換

ドライブトレイネジ（各側面に 2個ず
つ）

3イジェクトレバー1

ドライブトレイから取り外したドライブ4解除ボタン2

NVMe SSDの交換
このセクションでは、前面パネルのドライブベイの2.5インチフォームファクタNVMeソリッ
ドステートドライブ（SSD）を交換する手順を説明します。

PCIeスロットの HHHLフォームファクタ NVMe SSDを交換する場合は、HHHLフォームファ
クタ NVMeソリッドステートドライブの交換（59ページ）を参照してください。
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フロントロード NVMe SSDの装着に関するガイドライン
Cisco UCS C240 SD M5次の組み合わせで 2.5インチ NVMe SSDをサポートします。

• PCIeライザー1およびPCIeライザー2B:この組み合わせは、次のものをサポートします。

•最大 2つの 2.5インチ NVMe SSDを搭載した 2つの垂直ドライブベイ。

• PCIeライザー 1Cおよび PCIeライザー2E:この組み合わせは、次のものをサポートしま
す。

• PCIeライザーの 4つのドライブベイは、最大 2つの 2.5インチNVMeをサポートしま
す。

• 2つの垂直ドライブベイで最大 2つの 2.5インチ NVMeをサポート

NVME SSDの要件と制限事項
次の要件に従ってください。

•システム BIOSでホットプラグのサポートを有効にする必要があります。NVMeドライブ
を搭載したシステムを発注した場合は、ホットプラグサポートが有効にされた状態で出荷

されます。

次の制約事項に従ってください。

• NVMe 2.5インチSSDは、UEFIモードでの起動のみをサポートしています。レガシーブー
トはサポートされていません。UEFIブートの設定手順については、BIOSセットアップ
ユーティリティでのUEFIモード起動の設定（53ページ）またはCisco IMC GUIでのUEFI
モード起動の設定（53ページ）を参照してください。

• NVMe SSDは PCIeバス経由でサーバとインターフェイスをとるため、SAS RAIDコント
ローラでは NVMe PCIe SSDを制御できません。

•同じシステムに NVMe 2.5インチ SSDと HHHLフォームファクタ SSDを混在させること
は可能ですが、同じパートナーブランドを使用する必要があります。たとえば、2台の
Intel NVMe SFF 2.5インチ SSDと 2台の HGST HHHLフォームファクタ SSDは、無効な
構成です。有効な構成は、2台のHGST NVMe SFF 2.5インチ SSDと、2台のHGST HHHL
フォームファクタ SSDです。

•サポートされているすべてのオペレーティングシステムで、UEFIのブートがサポートさ
れています。VMWare ESXiを除くサポートされているすべてのオペレーティングシステ
ムで、ホットインサーションとホットリムーブがサポートされています。

システム BIOSでのホットプラグサポートの有効化
ホットプラグ（OS通知のホットインサーションおよびホットリムーブ）は、デフォルトでは
システム BIOSで無効になっています。
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• NVMe PCIe SSDを一緒に注文している場合、システムの設定は工場出荷時に有効になっ
ています。特に対処の必要はありません。

•工場出荷後に NVMe PCIe SSDを追加した場合、BIOSでホットプラグサポートを有効に
する必要があります。次の手順を参照してください。

BIOSセットアップユーティリティを使用したホットプラグサポートの有効化

ステップ 1 ブート中にメッセージが表示されたら、F2キーを押して BIOS Setupユーティリティに切り替えます。

ステップ 2 [Advanced] > [PCI Subsystem Settings] > [NVMe SSD Hot-Plug Support]に移動します。

ステップ 3 値を [Enabled]に設定します。

ステップ 4 変更を保存し、ユーティリティを終了します。

Cisco IMC GUIを使用したホットプラグサポートの有効化

ステップ 1 ブラウザを使用して、サーバの Cisco IMC GUIにログインします。

ステップ 2 [Compute] > [BIOS] > [Advanced] > [PCI Configuration]に移動します。

ステップ 3 [NVMe SSD Hot-Plug Support]を [Enabled]に設定します。

ステップ 4 変更を保存します。

NVMe SSDの交換
このトピックでは、PCIeライザーまたは垂直ドライブベイで 2.5インチフォームファクタ
NVMe SSDを交換する手順を説明します。

OS非通知の取り外しはサポートされていません。OS通知のホットインサーションおよびホッ
トリムーブは、VMWare ESXiを除くすべてのサポート対象オペレーティングシステムでサ
ポートされています。

（注）

OS通知のホットインサーションとホットリムーブはシステム BIOSで有効にする必要があり
ます。システムBIOSでのホットプラグサポートの有効化（56ページ）を参照してください。

（注）

ステップ 1 既存の NVMe SSDを取り外します。
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a) NVMe SSDをシャットダウンして OS通知の取り外しを開始します。オペレーティングシステムイン
ターフェイスを使用してドライブをシャットダウンしてから、ドライブトレイ LEDを確認します。

•緑：ドライブを使用中で、正常に機能しています。取り外さないでください。

•緑色、点滅：ドライバはシャットダウンコマンドに従ってアンロード中です。取り外さないでく
ださい。

•消灯：ドライブが使用されていないため、安全に取り外すことができます。

b) ドライブトレイの表面にある解除ボタンを押します。
c) イジェクトレバーをつかんで開き、ドライブトレイをスロットから引き出します。

d) SSDをトレイに固定している 4本のドライブトレイネジを外し、トレイから SSDを取り外します。

NVMe SSDを初めてサーバに取り付ける場合は、PCIeケーブルと PCIeライザーを取り付ける必
要があります。PCIeライザー 1Cおよび 2Eの取り付け（101ページ）を参照してください。

（注）

ステップ 2 新しい NVMe SSDを取り付けます。

a) 空のドライブトレイに新しい SSDを置き、4本のドライブトレイネジを取り付けます。
b) ドライブトレイのイジェクトレバーを開いた状態で、ドライブトレイを空のドライブベイに差し込
みます。

c) バックプレーンに触れるまでトレイをスロット内に押し込み、イジェクトレバーを閉じてドライブを

所定の位置に固定します。

ステップ 3 ドライブトレイ LEDを確認し、緑色に点灯するまでドライブへのアクセスを待機します。

•消灯：ドライブは使用されていません。

•緑色、点滅：ドライブはホットプラグインサーションに続いて初期化中です。

•緑：ドライブを使用中で、正常に機能しています。
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図 15 :ドライブトレイ内のドライブの交換

ドライブトレイネジ（各側面に 2個ず
つ）

3イジェクトレバー1

ドライブトレイから取り外したドライブ4解除ボタン2

HHHLフォームファクタ NVMeソリッドステートドライ
ブの交換

ここでは、PCIeライザーのハーフハイト、ハーフレングス（HHHL）フォームファクタNVMe
SSDの交換について説明します。
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HHHL SSDの装着に関するガイドライン
HHHLフォームファクタの NVMe SSDを取り付けるときは、次の装着に関するガイドライン
に従ってください。

• 2 CPUシステム：PCIeスロット 1～ 6を使用して最大 6台のHHHLフォームファクタ SSD
を取り付けることができます。

•シングル CPUシステム：シングル CPUシステムでは、PCIeライザー 2は使用できませ
ん。したがって、装着可能なHHHLフォームファクタ SSDの最大数は 3台（PCIeスロッ
ト 1～ 3を使用）になります。

HHHLフォームファクタ NVME SSDの要件と制限事項
次の要件に従います。

•このサーバのすべてのバージョンは、HHHLフォームファクタ NVMe SSDをサポートし
ています。

次の制限事項に従います。

• HHHLフォームファクタ NVMe SSDから起動することはできません。

• NVMe SSDインターフェイスは、PCIeバス経由でサーバに接続するため、SAS RAIDコン
トローラでは HHHL NVMe SSDを制御できません。

•同じシステムに NVMe SFF 2.5インチまたは 3.5インチ SSDと HHHLフォームファクタ
SSDを混在させることは可能ですが、同じパートナーブランドを使用する必要がありま
す。たとえば、2台の Intel NVMe SFF 2.5インチ SSDと 2台の HGST HHHLフォームファ
クタ SSDは、無効な構成です。有効な構成は、2台の HGST NVMe SFF 2.5インチ SSD
と、2台の HGST HHHLフォームファクタ SSDです。

HHHLフォームファクタ NVMe SSDの交換

シングル CPUサーバでは、PCIeライザー 2（スロット 2）は使用できません。（注）

ステップ 1 PCIeライザーから既存のHHHLフォームファクタNVME SSD（またはブランクフィラーパネル）を取り
外します。

a) サーバをシャットダウンして、電源を切ります（サーバのシャットダウンと電源切断を参照）。

b) 上部カバーを取り外せるように、サーバをラックの前方に引き出します。場合によっては、背面パネ
ルからケーブルを取り外して隙間を空ける必要があります。
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コンポーネントへの接触や確認作業を安全に行えない場合は、ラックからサーバを取り出し

てください。

注意

c) サーバ上部カバーの取り外しの説明に従ってサーバから上部カバーを取り外します。

d) ライザー前端にある青色のライザーハンドルと青色のつまみ部分を両手で上にあげてつかみ、まっす
ぐ上に持ち上げます。

e) ライザーの底部にある、固定プレートを固定しているリリースラッチを押し、ヒンジ付き固定プレー

トを回して開きます。

f) カードの背面パネルタブを固定しているヒンジ付きカードタブ固定具を開きます。

g) HHHLフォームファクタ NVME SSDの両端を均等に引いて、PCIeライザーのソケットから取り外し
ます。

ライザーに SSDがない場合は、ライザーの背面の開口部からブランクパネルを取り外します。

ステップ 2 新しい HHHLフォームファクタ NVME SSDを次のようにして取り付けます。

a) ヒンジ付きプラスチック製カードタブ固定具を開きます。

b) 新しい SSDを、PCIeライザーの空ソケットの位置に合わせます。
c) カードの両端を均等に押し下げて、ソケットにしっかりと装着します。

d) SSDの背面パネルタブがライザーの背面パネルの開口部に対して水平であることを確認したら、背面
パネルタブでヒンジ付きカードタブ固定具を閉じます。

e) ヒンジ付き固定プレートを閉じます。

f) PCIeライザーを、マザーボード上のソケットとシャーシの位置合わせチャネルの上に配置します。
g) PCIeライザーの両端を慎重に押し下げて、コネクタをマザーボード上のソケットにしっかりと収納し
ます。

h) サーバに上部カバーを戻します。
i) サーバをラックの元の位置に戻し、ケーブルを再度接続したら、電源ボタンを押してサーバの電源を

完全に投入します。
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図 16 : PCIeライザーカード固定構造

ヒンジ付きカードタブ固定具3ヒンジ付き固定プレートのリリースラッ

チ

1

-ヒンジ付き固定プレート2

ファンモジュールの交換
サーバの 6台のファンモジュールには、サービス可能なコンポーネントの場所（49ページ）
に示すように番号が割り当てられています。

各ファンモジュールの上部に、障害 LEDがあります。この LEDが緑色に点灯している場合
は、ファンが正しく設置されており、動作が良好です。ファンに障害が発生している場合、ま

たはファンが正しく装着されていない場合、LEDはオレンジ色に点灯します。

ヒント
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ファンモジュールはホットスワップ可能なため、ファンモジュールの交換時にサーバのシャッ

トダウンまたは電源の切断を行う必要はありません。ただし、適切な冷却を保てるよう、ファ

ンモジュールを取り外した状態でのサーバの稼働は、1分以内にしてください。

注意

ステップ 1 既存のファンモジュールを取り外します。

a) 上部カバーを取り外せるように、サーバをラックの前方に引き出します。場合によっては、背面パネ

ルからケーブルを取り外して隙間を空ける必要があります。

コンポーネントへの接触や確認作業を安全に行えない場合は、ラックからサーバを取り出し

てください。

注意

b) サーバ上部カバーの取り外し（47ページ）の説明に従ってサーバから上部カバーを取り外します。
c) ファンモジュールの上部にあるリリースラッチをつかんで両側から押します。まっすぐ持ち上げ、マ

ザーボードからコネクタを外します。

ステップ 2 次のようにして、新しいファンモジュールを取り付けます。

a) 新しいファンモジュールを所定の位置に置きます。ファンモジュール上部に印字されている矢印が

サーバ後部に向いている必要があります。

b) ファンモジュールをゆっくりと押し下げて、マザーボード上のコネクタにしっかりと差し込みます。
c) サーバに上部カバーを戻します。

d) サーバをラックの元の位置に戻し、ケーブルを再度接続したら、電源ボタンを押してサーバの電源を
完全に投入します。
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図 17 :ファンモジュールの上面図

ファンモジュール障害 LED2ファンモジュールのリリースラッチ1

CPUおよびヒートシンクの交換
ここでは、次の内容について説明します。

• CPU構成ルール（65ページ）

• CPUの交換に必要な工具（66ページ）

• CPUおよびヒートシンクの交換（67ページ）

• RMA交換 CPUの注文に追加する CPU関連部品（73ページ）
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第二世代 Intel Xeon Scalable Processorsへのアップグレードのための特
別情報

このサーバでサポートされている第二世代の Intel Xeon Scalable processorsにアップグレードす
る前に、サーバのファームウェアを必要な最小レベルにアップグレードする必要があります。

古いバージョンのファームウェアは新しい CPUを認識できないため、サーバがブート不可能
になります。

注意

第二世代 Intel Xeon Scalable processorsをサポートするこのサーバで、必要な最小のソフトウェ
アおよびファームウェアバージョンは、次のとおりです。

表 3 :第二世代 Intel Xeon Scalable Processorsの最小要件

最小バージョンソフトウェアまたはファームウェア

4.0(4)サーバ Cisco IMC

4.0(4)サーバ BIOS

4.0(4)Cisco UCS Manager（UCS統合サーバのみ）

次のいずれか 1つの処理を実行します。

•サーバのファームウェアや Cisco UCS Managerソフトウェアが上（または後で）に示され
ている最小の必要レベルである場合は、このセクションの手順を使用してCPUハードウェ
アを交換できます。

•サーバのファームウェアや Cisco UCS Managerソフトウェアが必要レベルよりも古い場合
は、『Cisco UCS C- and S-Series M5 Servers Upgrade Guide for Next Gen Intel Xeon Processors』
の指示に従ってソフトウェアをアップグレードします。ソフトウェアをアップグレードし

た後、指示通りにこのセクションに戻り、CPUハードウェアを交換します。

CPU構成ルール
このサーバのマザーボードには 2個の CPUソケットがあります。各 CPUは、6つの DIMM
チャネル（12の DIMMスロット）をサポートします。DIMMの装着規則とメモリパフォーマ
ンスに関するガイドライン （80ページ）を参照してください。

•サーバは、1つの CPUまたは 2つの同型 CPUが取り付けられた状態で動作できます。

•最小構成では、サーバに最低でも CPU 1が取り付けられている必要があります。最初に
CPU 1、次に CPU 2を取り付けます。

•インテル Xeon Scalableプロセッサー（第一世代）の場合：1つの CPUによって制御され
る12個のDIMMスロットで使用できる最大合計メモリ容量は768 GBです。12個のDIMM
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スロットに合計 768 GBを超える容量のメモリを装着するには、「M」で終わる PIDを持
つ大容量メモリ CPU（たとえば、UCS-CPU-6134 M）を使用する必要があります。

•第二世代インテル Xeon Scalableプロセッサー：これらの第二世代 CPUには 3つのメモリ
階層があります。これらの規則は、ソケット単位で適用されます。

• CPUソケットに最大 1 TBのメモリが搭載されている場合は、サフィックスのない
CPUを使用できます（例：Gold 6240）。

• CPUソケットに最大 1 TB以上（最大 2 TB）のメモリが搭載されている場合は、Mサ
フィックスが付いた CPU（例：プラチナ 8276M）を使用する必要があります。

• CPUソケットに最大 2 TB以上（最大 4.5 TB)）のメモリが搭載されている場合は、L
サフィックスが付いた CPU（例：プラチナ 8270L）を使用する必要があります。

•次の制約事項は、シングル CPU構成を使用する場合に適用されます。

•未使用 CPUソケットがある場合は、工場出荷時ダストカバーの装着が必要です。

• DIMMの最大数は 12です（CPU 1チャネル A、B、C、D、E、Fのみ）。

• PCIeライザー 2（スロット 4、5、6）は使用できません。

• 3つのスロット（PCIe 1、2、3）をすべてサポートするには、PCIeライザー1
（UCSC-RSI-1-240M5）を使用する必要があります。PCIeライザー 1
（UCSC-PCI-1-C240M5）のスロット 3は、CPU 2により制御されるため、使用できま
せん。

•フロントロードNVMeドライブは使用できません（PCIeライザー 2または 1Cが必要
です）。

•次の NVIDIA GPUは、Second Generation Intel Xeon Scalable processorではサポートされて
いません。

• NVIDIA Tesla P4

• NVIDIA Tesla P100 12G

• NVIDIA Tesla P100 16G

CPUの交換に必要な工具
この手順に必要な工具および器具は、次のとおりです。

• T-30トルクスドライバ：交換用 CPUに付属。

• No. 1マイナスドライバ：交換用 CPUに付属。

• CPUアセンブリツール：交換用 CPUに付属。Cisco PID UCS-CPUAT=として個別に注文
可能。
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•ヒートシンククリーニングキット：交換 CPUに付属。Cisco PID UCSX-HSCK=として個
別に注文可能。

1つのクリーニングキットで最大 4つの CPUをクリーンアップできます。

•サーマルインターフェイスマテリアル（TIM）：交換用 CPUに付属しているシリンジ。
既存のヒートシンクを再利用する場合にのみ使用（新しいヒートシンクには、TIMのパッ
ドがあらかじめ貼り付けられています）。Cisco PID UCS-CPU-TIM=として個別に注文可
能。

1つの TIMキットが 1つの CPUをカバーします。

RMA交換 CPUの注文に追加する CPU関連部品（73ページ）も参照してください。

CPUおよびヒートシンクの交換

CPUとそのソケットは壊れやすいので、ピンを損傷しないように十分に注意して扱う必要があ
ります。CPUはヒートシンクとサーマルインターフェイスマテリアルとともに取り付け、適
切に冷却されるようにする必要があります。CPUを正しく取り付けないと、サーバが損傷する
ことがあります。

注意

この手順についての学習ビデオを「CPU and Heatsink Replacement in Cisco UCS M5 Servers」で
視聴できます。

ステップ 1 既存の CPU/ヒートシンクアセンブリをサーバから取り外します。

a) サーバをシャットダウンして、電源を切ります（サーバのシャットダウンと電源切断（44ページ）を
参照）。

b) 上部カバーを取り外せるように、サーバをラックの前方に引き出します。場合によっては、背面パネ
ルからケーブルを取り外して隙間を空ける必要があります。

コンポーネントへの接触や確認作業を安全に行えない場合は、ラックからサーバを取り出し

てください。

注意

c) サーバ上部カバーの取り外し（47ページ）の説明に従ってサーバから上部カバーを取り外します。
d) 交換用 CPUに付属している T-30トルクドライバを使用して、アセンブリをマザーボードのスタンド
オフに固定している 4つの非脱落型ナットを緩めます。

ヒートシンクを水平に持ち上げるため、ヒートシンクナットを交互に均等に緩めます。ヒー

トシンクナットを、ヒートシンクラベルに示されている順序（4、3、2、1）で緩めます。
（注）

e) CPU/ヒートシンクアセンブリをまっすぐ持ち上げ、ヒートシンクを下にして静電気防止用シートに置
きます。
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図 18 : CPU/ヒートシンクアセンブリの取り外し

マザーボード上の CPUソケット4ヒートシンク1

T-30トルクドライバ5ヒートシンクの非脱落型ナット（各側

に 2個）
2

-CPUキャリア（この図ではヒートシン
クの下）

3

ステップ 2 CPUアセンブリからヒートシンクを離します（CPUアセンブリは CPUとプラスチック製 CPUキャリアで
構成されています）。

a) ヒートシンクが上下逆になるようにヒートシンクと CPUアセンブリを配置します。

サーマルインターフェイスマテリアル（TIM）ブレーカーの位置に注意してください。CPUキャリア
上の小さなスロットの横に、TIM BREAKERと印字されています。
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図 19 :ヒートシンクと CPUアセンブリの切り離し

TIMブレーカースロットに最も近い位
置にある CPUキャリアの内側ラッチ

4CPUキャリア1

TIMブレーカースロットに差し込まれ
ている No.1マイナスドライバ

5CPU2

-CPUキャリアのTIM BREAKERスロッ
ト

3

b) TIMブレーカースロットに最も近い位置にあるCPUキャリアクリップをつまんでから押し上げ、ヒー
トシンクの隅のスロットからクリップを外します。

c) TIM BREAKERと印字されているスロットに、#1マイナスドライバの先端を差し込みます。

次のステップでは、CPUの表面を押し開けないでください。ゆっくりと回転させ、TIMブレー
カースロットの位置でCPUキャリアのプラスチック面を持ち上げます。ヒートシンク表面の
損傷を防ぐため、十分注意してください。

（注）

d) ドライバをゆっくりと回転させ、ヒートシンクのTIMがCPUから離れるまで、CPUを持ち上げます。

ドライバの先端で緑色の CPU基盤に触ったり、損傷したりしないようにしてください。（注）

e) TIMブレーカーの反対側の隅にあるCPUキャリアクリップをつまんで押し上げ、ヒートシンクの隅の
スロットからクリップを外します。
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f) CPUキャリアの残りの 2つの隅で、外側ラッチをゆっくりと外側に押し開け、ヒートシンクから CPU
アセンブリを持ち上げます。

CPUアセンブリを取り扱うときには、プラスチック製のキャリアだけをつかんでください。
CPUの表面には触れないでください。プラスチック製のキャリアからCPUを外さないでくだ
さい。

（注）

ステップ 3 新しい CPUアセンブリは、CPUアセンブリツールに入った状態で出荷されます。新しい CPUアセンブリ
と CPUアセンブリツールを箱から取り出します。

CPUアセンブリと CPUアセンブリツールが外れている場合は、位置合わせ機構で正しい向きを確認して
ください。CPUキャリアのピン 1の三角形を、CPUアセンブリツールの斜めになった角に合わせる必要が
あります。

CPUとそのソケットは壊れやすいので、ピンを損傷しないように十分に注意して扱う必要があり
ます。

注意

図 20 : CPUアセンブリツール、CPUアセンブリ、ヒートシンク位置合わせ機構
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ヒートシンクの斜めになった角（ピン 1
位置合わせ機構）

4CPUアセンブリツール1

プラスチック製キャリアの三角形の切り

込み（ピン 1位置合わせ機構）
5CPUアセンブリ（プラスチック製キャリ

アフレーム内の CPU）
2

CPUアセンブリツールの斜めになった角
（ピン 1位置合わせ機構）

6ヒートシンク3

ステップ 4 新しい TIMをヒートシンクに塗布します。

適切に冷却されてパフォーマンスが出るように、ヒートシンクの CPU側の表面に新しい TIMが
必要です。

（注）

•新しいヒートシンクを取り付ける場合は、新しいヒートシンクにはTIMが塗布されたパットが付属し
ています。ステップ 5に進みます。

•ヒートシンクを再利用する場合は、ヒートシンクから古いTIMを除去してから、付属のシリンジから
新しい TIMを CPU表面に塗布する必要があります。次のステップ aに進みます。

a) ヒートシンクの古い TIMに、ヒートシンククリーニングキット（UCSX-HSCK=）付属の洗浄液を塗
布し、少なくとも 15秒間吸収させます。

b) ヒートシンククリーニングキット付属の柔らかい布を使って、古い CPUから TIMをすべてふき取り
ます。ヒートシンク表面に傷を付けないように注意してください。

c) 新しい CPU（UCS-CPU-TIM=）付属の TIMのシリンジを使用して、4立方センチメートルのサーマル
インターフェイスマテリアルをCPUの上部に塗布します。均一に塗布されるように、次に示すパター
ンを使用してください。

図 21 :サーマルインターフェイスマテリアルの塗布パターン

ステップ 5 （注） 適切に冷却を行うため、ご使用のCPUに対応した正しいヒートシンクだけを使用します。ヒート
シンクには、UCSC-HS-C240M5（150 W以下の標準パフォーマンスCPU用）とUCSC-HS2-C240M5
（150 W超のハイパフォーマンス CPU用）の 2種類があります。ヒートシンクのラベルに示され
ているワット数に注意してください。
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CPUアセンブリツールに CPUアセンブリが配置されている状態で、ヒートシンクを CPUアセンブリに設
置します。正しい向きになるように、ピン 1の位置合わせ機構に注意してください。CPUキャリアの隅の
クリップがヒートシンクの隅にはまるときのカチッという音が聞こえるまで、ゆっくりと押し下げます。

次のステップでは、CPUコンタクトや CPUソケットピンに触れたり損傷したりすることがない
ように、十分注意してください。

注意

ステップ 6 CPU/ヒートシンクアセンブリをサーバに取り付けます。

a) CPUアセンブリツールから、ヒートシンクと、ヒートシンクに取り付けられている CPUアセンブリ
を持ち上げます。

b) アセンブリを、マザーボードの CPUソケットの位置に合わせます。

位置合わせ機構に注意してください。ヒートシンクのピン 1の斜めになった角が、CPUソケットのピ
ン 1の斜めになった角と合っている必要があります。CPUソケットの支柱が、アセンブリのガイド穴
の位置に合っている必要があります。

図 22 : CPUソケットへのヒートシンク/CPUアセンブリの取り付け

ヒートシンクの斜めになった角（ピン1
位置合わせ機構）

4アセンブリのガイド穴（2個）1
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ソケットの斜めになった角（ピン1位置
合わせ機構）

5CPUソケットの位置合わせ支柱（2
個）

2

-CPUソケットリーフスプリング3

c) CPUアセンブリとヒートシンクを CPUソケットに配置します。
d) 交換用 CPUに付属している T-30トルクドライバを使用して、ヒートシンクをマザーボードのスタン
ドオフに固定する 4つの非脱落型ナットを締めます。

ヒートシンクを水平に下ろすため、ヒートシンクナットを交互に均等に締めます。ヒートシ

ンクナットを、ヒートシンクラベルに示されている順序（1、2、3、4）で締めます。CPUソ
ケットのリーフスプリングが平らになるように、非脱落型ナットを完全に締める必要があり

ます。

（注）

e) サーバに上部カバーを戻します。

f) サーバをラックの元の位置に戻し、ケーブルを再度接続したら、電源ボタンを押してサーバの電源を

完全に投入します。

RMA交換 CPUの注文に追加する CPU関連部品
CPUの返品許可（RMA）が Cisco UCS Cシリーズサーバで行われた場合は、追加部品が CPU
のスペアに含まれていないことがあります。TACエンジニアが正常に交換を行うためには、
RMAに追加部品を追加する必要がある場合があります。

次の項目がCPU交換シナリオに適用されます。システムシャーシを交換し、既存のCPUを新
しいシャーシに移動する場合は、CPUからヒートシンクを分離する必要はありません。RMA
交換システムシャーシの注文に追加する CPU関連部品（74ページ）を参照してください。

（注）

•シナリオ 1：既存のヒートシンクを再利用しています。

•ヒートシンクのクリーニングキット（UCSX-HSCK=）

1つのクリーニングキットで最大 4つの CPUをクリーンアップできます。

• M5サーバ用サーマルインターフェイスマテリアル（TIM）キット（UCS CPUTIM
=）

1つの TIMキットが 1つの CPUをカバーします。

•シナリオ 2：既存のヒートシンクを交換しています。
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適切に冷却を行うため、必ずCPUに合った正しいヒートシンクを
使用してください。ヒートシンクには、UCSC-HS-C240M5（150
W以下の CPU用）と UCSC-HS2-C240M5（150 Wを超える CPU
用）の 2種類があります。

注意

•ヒートシンク：UCSC-HS-C240M5（150 W以下のCPU用）とUCSC-HS2-C240M5（150
Wを超える CPU用）

新しいヒートシンクには、TIMが事前に塗布されたパッドが付いています。

•ヒートシンクのクリーニングキット（UCSX-HSCK=）

1つのクリーニングキットで最大 4つの CPUをクリーンアップできます。

•シナリオ 3：CPUキャリア（CPUの周りのプラスチックフレーム）が破損しています。

• CPUキャリア：UCS-M5-CPU-CAR=

• #1マイナスドライバ（ヒートシンクからの CPUの分離に使用）

•ヒートシンククリーニングキット（UCSX-HSCK=）

1つのクリーニングキットで最大 4つの CPUをクリーンアップできます。

• M5サーバ用サーマルインターフェイスマテリアル（TIM）キット（UCS CPUTIM
=）

1つの TIMキットが 1つの CPUをカバーします。

CPUヒートシンククリーニングキットは最大 4 CPUおよびヒートシンクのクリーニングに最
適です。クリーニングキットには、古い TIMの CPUおよびヒートシンクのクリーニング用
と、ヒートシンクの表面調整用の 2本のボトルの溶液が入っています。

新しい予備ヒートシンクには、TIMが事前に塗布されたパットが付属しています。ヒートシン
クを取り付ける前に、CPUの表面から古い TIMを洗浄することが重要です。したがって、新
しいヒートシンクの発注時でも、ヒートシンククリーニングキットを注文する必要がありま

す。

RMA交換システムシャーシの注文に追加する CPU関連部品
システムシャーシの返品許可（RMA）を Cisco UCS Cシリーズサーバで行った場合は、既存
の CPUを新しいシャーシに移動します。

前世代のCPUとは異なり、M5サーバのCPUではCPUヒートシンクアセンブリを移動する際
に CPUからヒートシンクを分離する必要がありません。したがって、ヒートシンククリーニ
ングキットやサーマルインターフェイスマテリアルの品目を追加する必要はありません。

（注）
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• CPUまたはヒートシンクアセンブリの移動に必要なツールはT-30トルクスドライバのみ
です。

CPUを新しいシャーシに移動するには、M5世代 CPUの移動（75ページ）の手順を使用しま
す。

M5世代 CPUの移動
この手順に必要なツール：T-30トルクスドライバ

RMAにより発送される交換用サーバでは、すべてのCPUソケットにダストカバーが装着され
ています。カバーは輸送中にソケットのピンを損傷から保護します。以下の手順で説明するよ

うに、返品するシステムにこれらのカバーを移動させる必要があります。

注意

ステップ 1 M5 CPUを新しいサーバに移動する場合、CPUからヒートシンクを分離する必要はありません。次の操作
を行ってください。

a) T-30トルクスドライバを使用して、ボードのスタンドオフにアセンブリを固定している 4本のキャプ
ティブナットを緩めます。

ヒートシンクを水平に持ち上げるため、ヒートシンクナットを交互に均等に緩めます。ヒー

トシンクナットを、ヒートシンクラベルに示されている順序（4、3、2、1）で緩めます。
（注）

b) CPUとヒートシンクのアセンブリをまっすぐに持ち上げて、ボードから取り外します。
c) ヒートシンクを外して CPUを静電気防止シートの上に置きます。
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図 23 : CPU/ヒートシンクアセンブリの取り外し

マザーボード上の CPUソケット4ヒートシンク1

T-30トルクドライバ5ヒートシンクの非脱落型ナット（各側

に 2個）
2

-CPUキャリア（この図ではヒートシン
クの下）

3

ステップ 2 新しいシステムから返品するシステムに CPUソケットカバーを移動させます。

a) ソケットカバーを交換用システムから取り外します。「REMOVE」マークが付けられた 2個のくぼみ
をつかみ、真っ直ぐに持ち上げます。

カバーの両端のくぼみをしっかりとつかんでください。CPUソケットのピンに触れないでく
ださい。

（注）
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図 24 : CPUソケットダストカバーの取り外し

-「REMOVE」マークが付けられたくぼ
み

1

b) ダストカバーの文字が書かれた面を上にして、CPUソケットの上に装着します。カバーの穴開き部分
がソケットプレート上のすべての位置合わせ支柱に合っていることを確認します。

次の手順で記述されている 2ヵ所以外、カバー上のどこも押さないでください。他の場所を
押すとソケットのピンが損傷する危険性があります。

注意

c) 2つのネジ式支柱の近くにある「INSTALL」の横の 2つの丸いマークを押し下げます（次の図を参
照）。カチッという音が聞こえ、装着された感触がするまで押します。

輸送中にダストカバーが緩まないようにするため、カチッという音と感触がするまで押す必

要があります。

（注）
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図 25 : CPUソケットダストカバーの取り付け

-INSTALLの横にある2つの丸いマーク
を押します。

-

ステップ 3 新しいシステムに CPUを取り付けます。

a) 新しいボード上で、次に示すように、CPUソケット上にアセンブリの位置を合わせます。

位置合わせ機構に注意してください。ヒートシンクのピン 1の斜めになった角が、CPUソケットのピ
ン 1の斜めになった角と合っている必要があります。CPUソケットの支柱が、アセンブリのガイド穴
の位置に合っている必要があります。
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図 26 : CPUソケットへのヒートシンク/CPUアセンブリの取り付け

ヒートシンクの斜めになった角（ピン1
位置合わせ機構）

4アセンブリのガイド穴（2個）1

ソケットの斜めになった角（ピン1位置
合わせ機構）

5CPUソケットの位置合わせ支柱（2
個）

2

-CPUソケットリーフスプリング3

b) 新しいボード上で、CPUとヒートシンクのアセンブリを CPUソケットに配置します。
c) T-30トルクスドライバを使用して、ヒートシンクをボードのスタンドオフに固定する 4本のキャプ
ティブナットを締め付けます。

ヒートシンクを水平に下ろすため、ヒートシンクナットを交互に均等に締めます。ヒートシ

ンクナットを、ヒートシンクラベルに示されている順序（1、2、3、4）で締めます。CPUソ
ケットのリーフスプリングが平らになるように、非脱落型ナットを完全に締める必要があり

ます。

（注）
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メモリ（DIMM）の交換

DIMMとそのソケットは壊れやすいので、取り付け中に損傷しないように、注意して扱う必要
があります。

注意

シスコではサードパーティの DIMMはサポートしていません。シスコ以外の DIMMをサーバ
で使用すると、システムに問題が生じたり、マザーボードが損傷したりすることがあります。

注意

サーバパフォーマンスを最大限に引き出すには、DIMMの取り付けまたは交換を行う前に、
メモリパフォーマンスに関するガイドラインと装着規則を熟知している必要があります。

（注）

DIMMの装着規則とメモリパフォーマンスに関するガイドライン
ここでは、最大のメモリパフォーマンスを得るためのルールおよびガイドラインについて説明

します。

DIMMスロットの番号付け

次の図に、マザーボード上の DIMMスロットの番号付けを示します。

図 27 : DIMMスロットの番号付け

DIMM装着ルール

最大のパフォーマンスを得るために、DIMMの取り付けまたは交換を行うときは、次のガイド
ラインに従ってください。

•各 CPUでは 6つのメモリチャネルがサポートされます。

• CPU 1はチャネル A、B、C、D、E、Fをサポートします。

• CPU 2はチャネル G、H、J、K、L、Mをサポートします。
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•各チャネルにはDIMMスロットが 2つあります（たとえば、チャネルA =スロットA1と
A2）。

•シングルCPU構成の場合、CPU1のチャネルのみに装着します（A、B、C、D、E、F）。

•最適なパフォーマンスを得るには、CPUの数および CPUあたりのDIMMの数に応じて、
次の表に示す順序で DIMMを装着します。サーバに CPUが 2つ搭載されている場合は、
次の表に示すように、2つの CPU間で DIMMが均等になるように調整します。

次の表に、推奨構成を示します。CPUあたり 5、7、9、10、また
は 11個の DIMMを使用することはお勧めしません。

（注）

表 4 : DIMM装着順序

CPU 1のスロットの装着CPU 2スロットへの装着CPUあたりの
DIMMの数（推
奨構成） 黒の #2スロット青の #1スロット黒の #2スロット青の #1スロット

-(D1)-(K1)1

-(D1, E1)-(K1, L1)2

-(D1, E1, F1)-(K1, L1, M1)3

-(D1, E1); (A1, B1)-(K1, L1); (G1, H1)4

-(D1, E1); (F1,
A1); (B1, C1)

-(K1, L1); (M1,
G1); (H1, J1)

6

(D2, E2); (A2, B2)(D1, E1); (A1, B1)(K2, L2); (G2, H2)(K1, L1); (G1, H1)8

(D2, E2); (F2,
A2); (B2, C2)

(D1, E1); (F1,
A1); (B1, C1)

(K2, L2); (M2,
G2); (H2, J2)

(K1, L1); (M1,
G1); (H1, J1)

12

• 1つの CPUによって制御される 12個のDIMMスロットで使用できる最大合計メモリ容量
は 768 GBです。12個の DIMMスロットに合計 768 GBを超える容量のメモリを装着する
には、「M」で終わる PIDを持つ大容量メモリ CPU（たとえば、UCS-CPU-6134 M）を使
用する必要があります。

•メモリのミラーリングを使用すると、2つの装着済みチャネルの一方からしかデータが提
供されないため、使用可能なメモリ量が 50 %減少します。メモリのミラーリングを有効
にしている場合は、偶数番号のチャネルに DIMMを装着する必要があります。

• NVIDIA Mシリーズ GPUは、サーバで 1 TB未満のメモリのみサポートします。

• NVIDIA Pシリーズ GPUは、サーバで 1 TB以上のメモリがさらにサポートできます。

• AMD FirePro S7150 X2 GPUは、サーバで 1 TB以下のメモリのみサポートします。

•次の表に示す DIMMの混在規則に従ってください。
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表 5 : DIMMの混在使用の規則

同一バンク内の DIMM同一チャネル内の DIMMDIMMパラメータ

バンク内で DIMM容量を混在させ
ることはできません（たとえば、

A1、B1）。DIMMのペアは同じで
ある必要があります（同じPIDおよ
びリビジョン）。

同一チャネル内に異なる容量

の DIMMを混在させることが
できます（たとえば、A1、A2
など）。

DIMM容量

例：8 GB、16 GB、
32 GB、64 GB、128
GB

バンク内で DIMM速度を混在させ
ることはできません（たとえば、

A1、B1）。DIMMのペアは同じで
ある必要があります（同じPIDおよ
びリビジョン）。

速度を混在できますが、DIMM
はチャネルにインストールさ

れた最も遅いDIMM/CPUの速
度で動作します。

DIMM速度

例：2666 GHz

バンク内で DIMMタイプを混在さ
せることはできません。

チャネル内で DIMMタイプを
混在させることはできません。

DIMMタイプ

RDIMMまたは
LRDIMM

メモリのミラーリング

偶数個のチャネルにDIMMを装着した場合にのみ、サーバのCPUがメモリミラーリングをサ
ポートします。1つのチャネルまたは 3つのチャネルに DIMMを装着した場合、メモリのミ
ラーリングは自動的に無効になります。

メモリのミラーリングを使用すると、2つの装着済みチャネルの一方からしかデータが提供さ
れないため、使用可能なメモリ量が 50 %減少します。また、重複するチャネルは冗長性を提
供します。

DIMMの交換
障害のある DIMMの識別

各 DIMMソケットには、対応する DIMM障害 LEDが DIMMソケットの正面にあります。こ
れらの LEDの位置については、内部診断 LED（42ページ）を参照してください。サーバが
スタンバイ電源モードの場合、これらの LEDはオレンジ色に点灯し、障害のある DIMMであ
ることを示します。

ステップ 1 次のようにして、既存の DIMMを取り外します。

a) サーバをシャットダウンして、電源を切ります（サーバのシャットダウンと電源切断（44ページ）を
参照）。

b) 上部カバーを取り外せるように、サーバをラックの前方に引き出します。場合によっては、背面パネ
ルからケーブルを取り外して隙間を空ける必要があります。
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コンポーネントへの接触や確認作業を安全に行えない場合は、ラックからサーバを取り出し

てください。

注意

c) サーバ上部カバーの取り外し（47ページ）の説明に従ってサーバから上部カバーを取り外します。
d) DIMMスロットの前端を覆うエアーバッフルを取り外してスペースを空けます。
e) 取り外す DIMMの場所を確認して、その DIMMスロットの両端のイジェクトレバーを開きます。

ステップ 2 次のようにして、新しい DIMMを取り付けます。

DIMMを装着する前に、このサーバのメモリ装着規則（DIMMの装着規則とメモリパフォーマン
スに関するガイドライン （80ページ））を参照してください。

（注）

a) 新しい DIMMをマザーボード上の空のスロットの位置に合わせます。DIMMスロット内の位置合わせ
機能を使用して、DIMMを正しい向きに配置します。

b) DIMMがしっかりと装着され、両端のイジェクトレバーが所定の位置にロックされるまで、DIMMの
上部の角を均等に押し下げます。

c) サーバに上部カバーを戻します。

d) サーバをラックの元の位置に戻し、ケーブルを再度接続したら、電源ボタンを押してサーバの電源を
完全に投入します。

Intel Optane DC永続メモリモジュールの交換
このトピックには、Intel Optaneデータセンター永続メモリモジュール（DCPMM）を交換する
ための情報（検証機能のための装着規則と方法を含む）が含まれています。DCPMMはDDR4
DIMMと同じフォームファクタを持ち、DIMMスロットに取り付けます。

DCPMMとそのソケットは壊れやすいので、取り付け中に損傷しないように、注意して扱う必
要があります。

注意

サーバパフォーマンスを最大限に引き出すには、DCPMMの取り付けまたは交換を行う前に、
メモリパフォーマンスに関するガイドラインと装着規則を熟知している必要があります。

（注）

Intel Optane DC永続メモリモジュールには、第二世代 Intel Xeon Scalable processorsが必要で
す。DCPMMをインストールする前に、サーバのファームウェアと BIOSをバージョン 4.0 (4)
以降にアップグレードしてから、サポートされている第二世代 Intel Xeon Scalable processorsを
インストールする必要があります。

（注）

DCPMMは、次の 3つのモードのいずれかで動作するように設定できます。
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•メモリモード：モジュールは 100%メモリモジュールとして動作します。データは揮発
性であり、DRAMは DCPMMのキャッシュとして機能します。

•アプリダイレクトモード：モジュールは、ソリッドステートディスクストレージデバ
イスとして動作します。データは保存され、不揮発性です。

•混合モード（25%メモリモード + 75%アプリダイレクト）：このモジュールでは、25%
の容量を揮発性メモリとして使用し、75%の容量を不揮発性ストレージとして使用して動
作します。

Intel Optane DC永続メモリモジュールの丹生直規則とパフォーマンス
のガイドライン

このトピックでは、DDR4 DRAM DIMMを使用した Intel Optane DC永続メモリモジュール
（DCPMM）を使用する場合の、メモリパフォーマンスの最大値に関する規則とガイドライン
について説明します。

DIMMスロットの番号付け

次の図は、サーバマザーボード上の DIMMスロットの番号付けを示します。

図 28 : DIMMスロットの番号付け

設定ルール

次の規則とガイドラインを確認してください。

•このサーバでDCPMMを使用するには、2つのCPUをインストールする必要があります。

• Intel Optane DC永続メモリモジュールには、第二世代 Intel Xeon Scalable processorsが必要
です。DCPMMをインストールする前に、サーバのファームウェアと BIOSをバージョン
4.0 (4)以降にアップグレードしてから、サポートされている第二世代 Intel Xeon Scalable
processorsをインストールする必要があります。

• DCPMMは 2666 MHzで動作します。サーバに 2933 MHz RDIMMまたは LRDIMMがあ
り、DCPMMを追加すると、メインメモリの速度は 2666 MHzに下がり、DCPMMの速度
に一致します。

•各 DCPMMは、20 Wをピークとして 18 Wを引き出します。

•サーバで DCPMMを使用する場合：
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•サーバにインストールされているDDR4DIMMは、すべて同じサイズである必要があ
ります。

•サーバにインストールされているDCPMMはすべて同じサイズである必要があり、同
じ SKUが必要です。

•次の表は、このサーバでサポートされるDCPMM設定を示しています。示されているよう
に、DCPMM: DRAMの比率に応じて、CPU 1と CPU2に DIMMスロットを装着します。

図 29 :デュアル CPU設定用のサポートされる DCPMM構成

Intel Optane DC永続メモリモジュールのインストール

DCPMM設定は、交換用 DCPMMを含む、領域内のすべての DCPMMに常に適用されます。
事前設定されたサーバでは、特定の交換用 DCPMMをプロビジョニングすることはできませ
ん。

DCPMMが動作しているモードを理解します。AppDirectモードでは、この手順でいくつかの
追加の考慮事項があります。

（注）

App-DirectモードでDCPMMを交換するには、すべてのデータをDCPMMから消去する必要が
あります。この手順を実行する前に、必ずデータをバックアップまたはオフロードしてくださ

い。

注意

ステップ 1 App Directモードでは、すべての Optane DIMMに保存されている既存のデータを他のストレージにバック
アップします。
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ステップ 2 App Directモードでは、すべての Optane DIMMから目標と名前空間を自動的に削除する永続メモリポリ
シーを削除します。

ステップ 3 既存の DCPMMの削除：

a) サーバをシャットダウンして、電源を切ります（サーバのシャットダウンと電源切断（44ページ）を
参照）。

b) 上部カバーを取り外せるように、サーバをラックの前方に引き出します。場合によっては、背面パネ
ルからケーブルを取り外して隙間を空ける必要があります。

コンポーネントへの接触や確認作業を安全に行えない場合は、ラックからサーバを取り出し

てください。

注意

c) サーバ上部カバーの取り外し（47ページ）の説明に従ってサーバから上部カバーを取り外します。
d) DIMMスロットの前端を覆うエアーバッフルを取り外してスペースを空けます。

RMA状況のように、あるサーバから別のサーバに DCPMMをアクティブデータ（永続メモ
リ）とともに移動する場合は、各 DCPMMを新しいサーバの同じ位置にインストールする必
要があります。古いサーバから削除するときに、各 DCPMMの位置を書き留めたり、一時的
にラベルを付けたりします。

注意

e) 取り外す DCPMMの場所を確認して、その DIMMスロットの両端のイジェクトレバーを開きます。

ステップ 4 新しい DCPMMをインストールします。

DCPMMを装着する前に、このサーバの装着規則（Intel Optane DC永続メモリモジュールの丹生
直規則とパフォーマンスのガイドライン（84ページ））を参照してください。

（注）

a) 新しい DCPMMをマザーボード上の空のスロットの位置に合わせます。DIMMスロット内の位置合わ
せ機能を使用して、DCPMMを正しい向きに配置します。

b) DIMMがしっかりと装着され、両端のイジェクトレバーが所定の位置にロックされるまで、DCPMM
の上部の角を均等に押し下げます。

c) エアーバッフルを再度取り付けます。

d) サーバに上部カバーを戻します。
e) サーバをラックの元の位置に戻し、ケーブルを再度接続したら、電源ボタンを押してサーバの電源を

完全に投入します。

ステップ 5 インストール後の操作を実行します。

永続メモリポリシーがホスト制御の場合、OS側から次のアクションを実行する必要があります。（注）

•既存の設定が 100%メモリモードで、新しい DCPMMも 100%メモリモード（工場出荷時のデフォル
ト）の場合、操作はすべてのDCPMMが最新の一致するファームウェアレベルであることを確認する
ことだけです。

•既存の設定が完全にまたは一部 App-Directモードで、新しい DCPMMも App-Directモードの場合、す
べてのDCPMMが最新の一致するファームウェアレベルであることを確認し、新しい目標を作成する
ことによって DCPMMの再プロビジョニングも行います。

• App Directモードの場合は、永続メモリポリシーを再適用します。
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• App Directモードでは、オフロードされたすべてのデータを DCPMMに復元します。

•既存の設定と新しいDCPMMが異なるモードの場合は、すべてのDCPMMが最新の一致するファーム
ウェアレベルであることを確認し、新しい目標を作成することによってDCPMMの再プロビジョニン
グも行います。

目標、地域、および名前空間を設定するためのツールが多数用意されています。

•サーバのBIOSセットアップユーティリティを使用するには、『DCPMMのサーバーBIOSセットアッ
プユーティリティメニュー（87ページ）』を参照してください。

• Cisco IMCまたはCisco UCS Managerを使用するには、『Cisco UCS: Intel Optane DC永続メモリモジュー
ルの設定と管理』ガイドを参照してください。

DCPMMのサーバー BIOSセットアップユーティリティメニュー

データ損失の可能性：現在インストールされている DCPMMのモードを、アプリダイレクト
モードまたは混合モードからメモリモードに変更すると、永続メモリ内のデータはすべて削除

されます。

注意

DCPMMは、サーバの BIOSセットアップユーティリティ、Cisco IMC、Cisco UCS Manager、
または OS関連のユーティリティを使用して設定できます。

• BIOSセットアップユーティリティを使用するには、以下のセクションを参照してくださ
い。

• Cisco IMCを使用するには、Cisco IMC 4.0(4)以降の設定ガイドを参照してください。CISCO
IMC CLIおよび GUI設定ガイド

• Cisco UCS Managerを使用するには、Cisco UCS Manager 4.0(4)以降の設定ガイドを参照し
てください。Cisco UCS Manager CLIおよび GUI設定ガイド

サーバー BIOSセットアップユーティリティには、DCPMMのメニューが含まれています。
DCPMMの領域、目標、および名前スペースを表示または設定したり、DCPMMファームウェ
アを更新したりするために使用できます。

システムブート中に画面にプロンプトが表示されたら、F2を押して BIOSセットアップユー
ティリティを開きます。

DCPMMメニューは、ユーティリティの [詳細]タブにあります。

Advanced > Intel Optane DC Persistent Memory Configuration

このタブから、他のメニューにアクセスできます。
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• DIMM：インストールされているDCPMMを表示します。このページから、DCPMMファー
ムウェアを更新し、他の DCPMMパラメータを設定できます。

• ヘルスのモニタ

• ファームウェアの更新

• セキュリティの設定

セキュリティモードを有効にして、DCPMM設定がロックされるようにパスワードを
設定することができます。パスワードを設定すると、インストールしたすべての

DCPMMに適用されます。セキュリティモードはデフォルトでは無効です。

• データ ポリシーの設定

• 領域：領域とその永続的なメモリタイプを表示します。インターリーブでアプリダイレク
トモードを使用する場合、リージョンの数はサーバ内の CPUソケットの数に等しくなり
ます。インターリーブでアプリダイレクトモードを使用しない場合、リージョンの数は

サーバ内の DCPMMソケットの数に等しくなります。

[領域]ページから、リソースの割り当て方法をDCPMMに通知するメモリの目標を設定で
きます。

• 目標設定の作成

• 名前スペース：名前スペースを表示し、永続的なメモリが使用されているときにそれらを作
成または削除することができます。目標の作成時に名前スペースを作成することもできま

す。永続メモリの名前スペースのプロビジョニングは、選択した領域にのみ適用されま

す。

サイズなどの既存の名前スペース属性は変更できません。名前スペースを追加または削除

することができます。

• 合計容量：サーバ全体の DCPMMリソース割り当ての合計を表示します。

BIOSセットアップユーティリティを使用して DCPMMファームウェアを更新する

.binファイルへのパスがわかっている場合は、BIOSセットアップユーティリティからDCPMM
ファームウェアを更新できます。ファームウェアの更新は、インストールされているすべての

DCPMMに適用されます。

1. [Advanced（詳細）] > [Intel Optane DC Persistent Memory Configuration（Intel Optane

DC 永続メモリ設定）] > [DIMM] > [Update firmware（ファームウェアの更新）] に移動します。

2. [File（ファイル）] で、ファイルパスを .binファイルに指定します。

3. [アップデート（Update）] を選択します。

microSDカードの交換
PCIeライザー 1の上部に、microSDカード用のソケットが 1つあります。
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データの損失を避けるため、動作中（アクティビティ LEDがオレンジ色に変化）に microSD
カードをホットスワップすることは避けてください。アクティビティ LEDは、microSDカー
ドが更新中または削除中にオレンジ色に変化します。

注意

ステップ 1 既存の microSDカードを取り外します。

a) サーバをシャットダウンして、電源を切ります（サーバのシャットダウンと電源切断（44ページ）を
参照）。

b) 上部カバーを取り外せるように、サーバをラックの前方に引き出します。場合によっては、背面パネ
ルからケーブルを取り外して隙間を空ける必要があります。

コンポーネントへの接触や確認作業を安全に行えない場合は、ラックからサーバを取り出し

てください。

注意

c) サーバ上部カバーの取り外し（47ページ）の説明に従ってサーバから上部カバーを取り外します。
d) microSDカードを見つけます。ソケットは、PCIeライザー 1の上部、プラスチック製カバーの下にあ
ります。

e) 固定具を指先で押してプラスチック製ソケットカバーを開き、microSDカードにアクセスできる十分
な隙間を作ります。次にmicroSDカードを上から押し込んでから離し、カードが外れるようにします。

f) microSDカードをつかみ、ソケットから持ち上げます。

ステップ 2 新しい microSDカードを装着します。

a) プラスチック製カバーの固定具を指先で開いたまま、新しい microSDカードをソケットの位置に合わ
せます。

b) カチッと音がしてソケットの所定の位置にロックされるまで、カードをゆっくりと押し下げます。
c) サーバに上部カバーを戻します。

d) サーバをラックの元の位置に戻し、ケーブルを再度接続したら、電源ボタンを押してサーバの電源を
完全に投入します。
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図 30 :内部 microSDカードソケットの位置

プラスチック製固定具（押し開いてソケッ

トにアクセスします）

3PCIeライザー 1上部の microSDカード
ソケットの場所

1

プラスチック製固定具の下の microSD
カードソケット

2
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USBドライブの交換

データ損失の可能性があるため、サーバの電源が入っている状態で内部 USBドライブをホッ
トスワップすることは避けてください。

注意

ステップ 1 既存の内部 USBドライブを取り外します。

a) サーバをシャットダウンして、電源を切ります（サーバのシャットダウンと電源切断（44ページ）を
参照）。

b) 上部カバーを取り外せるように、サーバをラックの前方に引き出します。場合によっては、背面パネ
ルからケーブルを取り外して隙間を空ける必要があります。

コンポーネントへの接触や確認作業を安全に行えない場合は、ラックからサーバを取り出し

てください。

注意

c) サーバ上部カバーの取り外し（47ページ）の説明に従ってサーバから上部カバーを取り外します。
d) マザーボード上で電源装置の前にある USBソケットを見つけます。
e) USBドライブをつかんで縦方向に引き出し、ソケットから取り出します。

ステップ 2 新しい内部 USBドライブを取り付けます。

a) USBドライブをソケットの位置に合わせます。
b) USBドライブを縦方向に押し込み、ソケットに完全に収まるようにします。
c) サーバに上部カバーを戻します。

d) サーバをラックの元の位置に戻し、ケーブルを再度接続したら、電源ボタンを押してサーバの電源を
完全に投入します。
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図 31 :内部 USBポートの場所

-マザーボード上の垂直 USBソケットの位置1

内部 USBポートの有効化または無効化
工場出荷時のデフォルトでは、サーバのすべての USBポートが有効です。ただし、内部 USB
ポートは、サーバ BIOSで有効または無効にできます。

ステップ 1 ブート中にメッセージが表示されたら、F2キーを押して BIOSセットアップユーティリティに切り替えま
す。

ステップ 2 [Advanced]タブまで移動します。

ステップ 3 [Advanced]タブの [USB Configuration]を選択します。

ステップ 4 [USB Configuration]ページの [USB Ports Configuration]を選択します。
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ステップ 5 [USB Port: Internal]までスクロールし、Enterを押してから、ダイアログボックスから [Enabled]または
[Disabled]を選択します。

ステップ 6 F10を押して保存し、ユーティリティを終了します。

RTCバッテリの交換

バッテリを正しく交換しないと、爆発するおそれがあります。交換用バッテリは元のバッテリ

と同じものか、製造元が推奨する同等のタイプのものを使用してください。使用済みのバッテ

リは、製造元が指示する方法に従って処分してください。

ステートメント 1015

警告

リサイクラ:バッテリーを共有しないでください!お住いの国または地域の適切な規制に従い、
バッテリーを処分するようにしてください。

警告

リアルタイムクロック（RTC）バッテリは、サーバの電源が外れているときにシステムの設定
を保持します。バッテリタイプは CR2032です。シスコでは、シスコに注文でき（PID
N20-MBLIBATT）、ほとんどの電器店からも購入できる、業界標準の CR2032バッテリをサ
ポートしています。

RTCバッテリを取り外すと、次のことが影響を受けます。

•実際の時間がデフォルト値にリセットされます。

•サーバの CMOS設定が失われます。RTCバッテリを交換したら、システム設定をリセッ
トする必要があります。

ステップ 1 RTCバッテリを取り外します。

a) サーバをシャットダウンして、電源を切ります（サーバのシャットダウンと電源切断（44ページ）を
参照）。

b) 上部カバーを取り外せるように、サーバをラックの前方に引き出します。場合によっては、前面パネ
ルからケーブルを取り外して隙間を空ける必要があります。

コンポーネントへの接触や確認作業を安全に行えない場合は、ラックからサーバを取り出し

てください。

注意

c) サーバ上部カバーの取り外し（47ページ）の説明に従ってサーバから上部カバーを取り外します。
d) サーバから PCIeライザー 1を取り外し、マザーボード上の RTCバッテリソケットの周りに隙間を空
けます。PCIeライザーの交換（99ページ）を参照してください。

e) 水平 RTCバッテリソケットを見つけます。
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f) マザーボード上のソケットからバッテリを取り外します。保護クリップをゆっくりと押し開けて隙間

を確保し、バッテリを持ち上げます。

ステップ 2 新しい RTCバッテリを取り付けます。

a) バッテリをソケットに挿入し、カチッという音がするまでクリップの下に押し込みます。

「3V+」のマークが付いているバッテリのプラス側を、上側に向ける必要があります。（注）

b) サーバに PCIeライザー 1を取り付けます。PCIeライザーの交換（99ページ）を参照してください。
c) サーバに上部カバーを戻します。

d) サーバをラックの元の位置に戻し、ケーブルを再度接続したら、電源ボタンを押してサーバの電源を
完全に投入します。

図 32 :マザーボード上の RTCバッテリの場所

-マザーボード上の水平ソケットに収まっ

ている RTCバッテリ
1
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電源装置の交換
サーバには 1つまたは 2つの電源装置を設置できます。2つの電源装置を設置している場合、
それらの電源装置は 1+1冗長です。

•サポートされている電源装置の詳細については、電力仕様（141ページ）も参照してくだ
さい。

•電源 LEDの詳細については、前面パネルの LED（38ページ）も参照してください。

ここでは、ACおよび DC電源装置の交換手順について説明します。

AC電源装置の交換

サーバに電源装置の冗長性を指定している（電源装置が 2つある）場合は、1+1冗長であるた
め、電源装置の交換時にサーバの電源をオフにする必要はありません。

（注）

サーバでは、タイプやワット数の異なる電源装置を組み合わせて使用しないでください。両方

の電源装置が同じである必要があります。

（注）

Cisco UCS C240 M5サーバと Cisco UCS C240 SD M5サーバの電源を交換しないでください。注意

ステップ 1 交換する電源装置を取り外すか、空のベイからブランクパネルを取り外します。

a) 次のいずれかの操作を実行します。

•サーバに電源装置が 1つしかない場合は、サーバのシャットダウンと電源切断（44ページ）の説
明に従ってサーバをシャットダウンし、電源を切断します。

•サーバに電源装置が 2つある場合は、サーバをシャットダウンする必要はありません。

b) 交換する電源装置から、電源コードを取り外します。
c) 電源装置のハンドルをつかみながら、リリースレバーをハンドルに向けてひねります。

d) 電源装置をベイから引き出します。

ステップ 2 次のようにして、新しい電源装置を取り付けます。

a) 電源装置のハンドルをつかみ、空のベイに新しい電源装置を挿入します。

b) リリースレバーがロックされるまで、電源装置をベイに押し込みます。
c) 電源コードを新しい電源装置に接続します。
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d) サーバをシャットダウンした場合にのみ、電源ボタンを押して、サーバを主電源モードで起動します。

図 33 : AC電源装置の交換

電源装置ハンドル2電源装置リリースレバー1

DC電源装置の交換

この手順は、すでに DC電源装置が取り付けられているサーバで DC電源装置を交換する場合
に使用します。サーバに初めてDC電源装置を取り付ける場合は、DC電源装置の取り付け（初
回の取り付け）（98ページ）を参照してください。

（注）

容易にアクセス可能な二極切断装置を固定配線に組み込む必要があります。

ステートメント 1022

警告

この製品は、設置する建物に回路短絡（過電流）保護機構が備わっていることを前提に設計さ

れています。一般および地域の電気規格に準拠するように設置する必要があります。

ステートメント 1045

警告

装置は地域および国の電気規則に従って設置する必要があります。

ステートメント 1074

警告

電源装置の冗長性を指定している（電源装置が 2つある）サーバで DC電源を交換する場合
は、1+1冗長であるため、電源装置の交換時にサーバの電源をオフにする必要はありません。

（注）
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サーバでは、タイプやワット数の異なる電源装置を組み合わせて使用しないでください。両方

の電源装置が同じである必要があります。

（注）

ステップ 1 交換する DC電源装置を取り外すか、空のベイからブランクパネルを取り外します。

a) 次のいずれかの操作を実行します。

• DC電源装置が 1つしかないサーバで電源装置を交換する場合は、サーバのシャットダウンと電源
切断（44ページ）の説明に従ってサーバをシャットダウンし、電源を切断します。

• DC電源装置が 2つあるサーバで電源装置を交換する場合は、サーバをシャットダウンする必要は
ありません。

b) 交換する電源装置から、電源コードを取り外します。コネクタ固定クリップを少し持ち上げて、電源
装置のソケットからコネクタを引き抜きます。

c) 電源装置のハンドルをつかみながら、リリースレバーをハンドルに向けてひねります。

d) 電源装置をベイから引き出します。

ステップ 2 新しい DC電源装置を取り付けます。

a) 電源装置のハンドルをつかみ、空のベイに新しい電源装置を挿入します。

b) リリースレバーがロックされるまで、電源装置をベイに押し込みます。
c) 電源コードを新しい電源装置に接続します。固定クリップがカチッと所定の位置に収まるまで、コネ

クタをソケットに押し込みます。

d) サーバをシャットダウンした場合にのみ、電源ボタンを押して、サーバを主電源モードで起動します。

図 34 : DC電源装置の交換

PSUステータス LED3鍵状ケーブルコネクタ

（CAB-48DC-40A-8AWG）
1

-鍵状 DC入力ソケット2
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DC電源装置の取り付け（初回の取り付け）

この手順は、サーバに初めて DC電源装置を取り付ける場合に使用します。すでに DC電源装
置が取り付けられているサーバで DC電源装置を交換する場合は、DC電源装置の交換（96
ページ）を参照してください。

（注）

容易にアクセス可能な二極切断装置を固定配線に組み込む必要があります。

ステートメント 1022

警告

この製品は、設置する建物に回路短絡（過電流）保護機構が備わっていることを前提に設計さ

れています。一般および地域の電気規格に準拠するように設置する必要があります。

ステートメント 1045

警告

装置は地域および国の電気規則に従って設置する必要があります。

ステートメント 1074

警告

サーバでは、タイプやワット数の異なる電源装置を組み合わせて使用しないでください。両方

の電源装置が同じである必要があります。

（注）

この配線手順の最初のステップの指示に従い、感電の危険を避けるために、施設の回路ブレー

カーの DC電源装置をオフにしてください。
注意

ステップ 1 感電の危険を避けるために、施設の回路ブレーカーの DC電源装置をオフにします。

必要な DC入力ケーブルは、Cisco製品 CAB-48DC-40A-8AWGです。この 3 mケーブルは、一方
の端は電源の DC入力ソケットに鍵のように合わせて差し込む 3ピンコネクタです。ケーブルの
もう一方の端にはコネクタがないので、施設の DC電源に配線できます。

（注）

ステップ 2 ケーブルの終端処理されていない端を、施設の DC電源入力ソースに配線します。

ステップ 3 ケーブルの終端処理されている端を、電源のソケットに接続します。コネクタは、配線の極性とアースが
正しくなるように、鍵状構造になっています。

ステップ 4 施設の回路ブレーカーで DC電源を復旧させます。
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ステップ 5 電源ボタンを押し、サーバをブートして主電源モードに戻します。

図 35 : DC電源装置の交換

PSUステータス LED3鍵状ケーブルコネクタ

（CAB-48DC-40A-8AWG）
1

-鍵状 DC入力ソケット2

ステップ 6 シャーシでの追加の接地については、DC電源ユニットの接地（99ページ）を参照してください。

DC電源ユニットの接地
AC電源装置は内部アースがあるため、サポート対象の AC電源コードを使用する場合は、そ
れ以上接地する必要はありません。

DC電源装置を使用する場合は、サーバシャーシからラックのアースグラウンドへの追加の接
地を行うことができます。二重孔アースラグおよびアース線で使用する2つのネジ穴は、シャー
シの背面パネルにあります。

シャーシの接地点はM5ネジに合う大きさです。独自のネジ、アースラグとアース線を提供す
る必要があります。アースラグは、M5ネジに合ったデュアルホールラグである必要がありま
す。ユーザが提供するアースケーブルは 14 AWG（2 mm）、最低 60℃ のワイヤか、現地の規
定で許可されるものでなければなりません。

（注）

PCIeライザーの交換
このサーバには、ツール不要の PCIeライザーが 2つあり、PCIeカードと SAS/SATA/NVMe
SSDを水平に取り付ることができます。各ライザーは、2つのバージョンで利用可能です。ラ
イザーバージョン別のスロットと機能の詳細については、PCIeスロットの仕様（104ページ）
を参照してください。
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始める前に

ケーブルの損傷を避けるため、取り外すライザーからケーブルをすべて取り外してください。

ステップ 1 サーバをシャットダウンして、電源を切ります（サーバのシャットダウンと電源切断（44ページ）を参
照）。

ステップ 2 上部カバーを取り外せるように、サーバをラックの前方に引き出します。場合によっては、背面パネルか
らケーブルを取り外して隙間を空ける必要があります。

コンポーネントへの接触や確認作業を安全に行えない場合は、ラックからサーバを取り出してく

ださい。

注意

ステップ 3 サーバ上部カバーの取り外し（47ページ）の説明に従ってサーバから上部カバーを取り外します。

ステップ 4 交換する PCIeライザーを取り外します。

a) ライザーのフリップアップハンドルと青色の前方端をつかんで均等に持ち上げ、マザーボードのソケッ

トから回路基板を外します。ライザーを静電気防止素材の上に置きます。

b) ライザーにカードが取り付けられている場合は、ライザーからカードを取り外します。PCIeカードの
交換（107ページ）を参照してください。

ステップ 5 次のようにして、新しい PCIeライザーを取り付けます。

PCIeライザーは交換することはできません。PCIeライザーを間違ったソケットに差し込むと、
サーバは起動しなくなります。ライザー1は「RISER1」のラベルが付いたマザーボードソケット
に差し込む必要があります。ライザー2は「RISER2」のラベルが付いたマザーボードソケットに
差し込む必要があります。

（注）

a) 古い PCIeライザーからカードを取り外していた場合は、そのカードを新しいライザーに取り付けま
す。PCIeカードの交換（107ページ）を参照してください。

b) PCIeライザーをマザーボード上のソケットとシャーシ内の位置合わせスロットの上に配置します。
c) PCIeライザーの両端を慎重に押し下げて、回路基板のコネクタをマザーボード上のソケットにしっか
りと差し込みます。

ステップ 6 サーバに上部カバーを戻します。

ステップ 7 サーバをラックの元の位置に戻し、ケーブルを再度接続したら、電源ボタンを押してサーバの電源を完全
に投入します。
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図 36 : PCIeライザーの位置合わせ機構

シャーシ内のライザー 2の位置合わせ機
構

3ライザーのハンドリングポイント（フ

リップアップハンドルと前方の青色の

縁）

1

シャーシ内のライザー1の位置合わせ機
構

2

PCIeライザー 1Cおよび 2Eの取り付け
各ライザーは、2つのバージョンで利用可能です。ライザーバージョン別のスロットと機能の
詳細については、PCIeスロットの仕様（104ページ）を参照してください。

この手順では、NVMeSSDをサポートしていないライザー1および2Bを取り外した後、NVMe
SSDをサポートしているライザー 1Cおよび 2Eを取り付ける方法について説明します。
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始める前に

ケーブルの損傷を避けるため、取り外すライザーからケーブルをすべて取り外してください。

ステップ 1 サーバをシャットダウンして、電源を切ります（サーバのシャットダウンと電源切断（44ページ）を参
照）。

ステップ 2 上部カバーを取り外せるように、サーバをラックの前方に引き出します。場合によっては、背面パネルか
らケーブルを取り外して隙間を空ける必要があります。

コンポーネントへの接触や確認作業を安全に行えない場合は、ラックからサーバを取り出してく

ださい。

注意

ステップ 3 サーバ上部カバーの取り外し（47ページ）の説明に従ってサーバから上部カバーを取り外します。

ステップ 4 PCIeライザー 1と 2Bを取り外します。

a) ライザーのフリップアップハンドルと青色の前方端をつかんで均等に持ち上げ、マザーボードのソケッ

トから回路基板を外します。ライザーを静電気防止素材の上に置きます。

b) ライザーにカードが取り付けられている場合は、ライザーからカードを取り外します。PCIeカードの
交換（107ページ）を参照してください。

ステップ 5 新しい PCIeライザーを取り付けます。

PCIeライザーは交換することはできません。PCIeライザーを間違ったソケットに差し込むと、
サーバは起動しなくなります。ライザー1は「RISER1」のラベルが付いたマザーボードソケット
に差し込む必要があります。ライザー2は「RISER2」のラベルが付いたマザーボードソケットに
差し込む必要があります。

（注）

a) 古い PCIeライザーからカードを取り外していた場合は、そのカードを新しいライザーに取り付けま
す。PCIeカードの交換（107ページ）を参照してください。

b) PCIeライザーをマザーボード上のソケットとシャーシ内の位置合わせスロットの上に配置します。
c) PCIeライザーの両端を慎重に押し下げて、回路基板のコネクタをマザーボード上のソケットにしっか
りと差し込みます。

d) マザーボードからライザー2E（コネクタ CN6）にケーブルを接続します。
e) ライザー1C（コネクタ CFG1）から2E（コネクタ CN9）にケーブルを接続します。
f) （任意）HBA（UCSC-SAS-M5）を使用している場合は、垂直バックプレーンからB1というラベルの
付いた HBAコネクタにケーブルを接続します。

g) （任意）ライザー 1の水平ドライブ（UCSC-RSAS-C240M5）に SASが必要な場合は、ケーブルを水
平ドライブバックプレーンから A1とラベル付けされた HBAコネクタに接続します。

h) （任意）ライザー 2の水平ドライブ（UCSC-RSAS-C240M5）に SASが必要な場合は、ケーブルを水
平ドライブバックプレーンから A2とラベル付けされた HBAコネクタに接続します。

ステップ 6 サーバに上部カバーを戻します。

ステップ 7 サーバをラックの元の位置に戻し、ケーブルを再度接続したら、電源ボタンを押してサーバの電源を完全
に投入します。
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図 37 : PCIeライザーの位置合わせ機構

シャーシ内のライザー 2の位置合わせ機
構

3ライザーのハンドリングポイント（フ

リップアップハンドルと前方の青色の

縁）

1

シャーシ内のライザー1の位置合わせ機
構

2
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図 38 : PCIeライザーのケーブル接続

PCIeカードの交換

シスコでは、シスコが認定および販売しているすべての PCIeカードをサポートしています。
シスコが認定も販売もしていない PCIeカードについては、お客様の責任でご使用ください。
シスコでは、Cシリーズラックマウントサーバのサポートは常時行っておりますが、市販の
標準規格のサードパーティカードを使用しているお客様は、その特定のカードで問題が発生し

た場合、そのサードパーティカードのベンダーにご連絡していただく必要があります。

（注）

PCIeスロットの仕様
サーバには、ツール不要のPCIeライザーが2つあり、PCIeカードを水平に取り付けられます。
各ライザーは、2つのバージョンで注文可能です。
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•ライザー 1には、次の 2つのオプションがあります。

•オプション 1（UCSC-RIS-1-240M5）ースロット1 (x8)、2 (x16)、および 3 (x8)。スロッ
ト 1と 2は CPU 1により制御されます。スロット 3は CPU 2により制御され、シン
グル CPU構成では使用できません。

•オプション1C（UCSC-RS1C-240M5SD）ードライブベイ3 (x4)、ドライブベイ5 (x4)、
およびPCIeスロット1 (x16)。すべてのスロットが CPU 1により制御されます。

•さらに、ライザー 1にはマイクロ SDカードスロットがあります。

•ライザー 2には、次の 2つのオプションがあります。

•オプション 2Bースロット 4 (x8)、5 (x16)、6 (x8)。リアローディング NVMe SSD用
の 1つの PCIeケーブルコネクタを搭載しています。

•オプション2E（UCSC-RS2E-240M5SD）―ドライブベイ 4 (x4)、ドライブベイ 6
(x4)、および PCIeスロット 2 (x16)には、フロントローディング NVMe SSD用の PCIe
ケーブルコネクタが 1つ含まれています。

サーバは、次の 2つの PCIeライザーの組み合わせで注文可能です。

• PCIeライザー 1および PCIeライザー 2B

• PCIeライザー 1Cおよび PCIeライザー 2E

その他の組み合わせはサポートされていません。（注）

図 39 :前面パネル、PCIeスロットの番号付けの表示

次の表で、スロットの仕様について説明します。

表 6 : PCIeライザー 1（UCSC-PCI-1-C240M5）PCIe拡張スロット

倍幅 GPUカード
のサポート

NCSIのサポー
ト

カードの高さ（背面

パネル開口部）

カードの最大

長

コネクタの長

さ

電気路の

幅

スロット番号

なしありフルハイト¾レングスx24コネクタGen-3 x81

対応対応フルハイトフルレングスx24コネクタGen-3 x162

非対応非対応フルハイトフルレングスx16コネクタGen-3 x83 1
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ライザー上部に 1つの microSDカード用ソケット。microSDカード
スロット

1
スロット 3は、シングル CPUシステムでは使用できません。

表 7 : PCIeライザー 2B (UCSC-RIS-2B-240M5) PCIe拡張スロット

倍幅GPUカード
のサポート

NCSIのサポー
ト

カードの高さ（背面

パネル開口部）

カードの最大長コネクタの長さ電気路の

幅

スロット番号

なしありフルハイト¾レングスx24コネクタGen-3 x84

なしありフルハイトフルレングスx24コネクタGen-3 x165

非対応非対応フルハイトフルレングスx16コネクタGen-3 x86

フロントドライブバックプレーンへ接続、フロントローディングNVMe SSDをサポート。Gen-3 x8垂直 NVMe
コネクタ

表 8 : PCIeライザー 1（UCSC-PCI-1-C240M5）PCIe拡張スロット

倍幅 GPUカー
ドのサポート

NCSIのサ
ポート

カードの高さ（背

面パネル開口部）

カードの最大

長

コネクタの長さ電気路の

幅

スロット番号

×NA2.5インチ該当なしドライブベイコ

ネクタ

Gen-3 x4ドライブベイ 3

×NA2.5インチ該当なしドライブベイコ

ネクタ

Gen-3 x4ドライブベイ 5

なしありフルハイト¾レングスx24Gen-3 x16PCIe 1

ライザー上部に 1つの microSDカード用ソケット。microSDカードス
ロット

表 9 : PCIeライザー 1（UCSC-PCI-1-C240M5）PCIe拡張スロット

倍幅 GPUカー
ドのサポート

NCSIのサ
ポート

カードの高さ（背

面パネル開口部）

カードの最大長コネクタの長さ電気路の

幅

スロット番号

×NA2.5インチ該当なしドライブベイコ

ネクタ

Gen-3 x4ドライブベイ 4

×NA2.5インチ該当なしドライブベイコ

ネクタ

Gen-3 x4ドライブベイ 6

なしありフルハイト¾レングスx24Gen-3 x16PCIe 2
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垂直ドライブバックプレーンの前面へ: 2つの PCIe NVMeドライブをサポートします。Gen-3 x8垂直 NVMeコネ
クタ

PCIeカードの交換

Cisco UCS仮想インターフェイスカードを取り付ける場合、前提条件に関する考慮事項があり
ます。Cisco仮想インターフェイスカード（VIC）に関する考慮事項（109ページ）を参照して
ください。

（注）

マザーボードの専用ソケットにRAIDコントローラカードが装着されています。SASストレー
ジコントローラカード（RAIDまたは HBA）の交換（112ページ）を参照してください。

（注）

倍幅 GPUカードの取り付けと交換の手順については、GPUカードの取り付け（151ページ）
を参照してください。

（注）

ステップ 1 サーバをシャットダウンして、電源を切ります（サーバのシャットダウンと電源切断（44ページ）を参
照）。

ステップ 2 上部カバーを取り外せるように、サーバをラックの前方に引き出します。場合によっては、背面パネルか
らケーブルを取り外して隙間を空ける必要があります。

コンポーネントへの接触や確認作業を安全に行えない場合は、ラックからサーバを取り出してく

ださい。

注意

ステップ 3 サーバ上部カバーの取り外し（47ページ）の説明に従ってサーバから上部カバーを取り外します。

ステップ 4 交換する PCIeカードを取り外します。

a) 交換する PCIeカードのポートから、すべてのケーブルを外します。
b) ライザー前端にある青色のライザーハンドルと青色のつまみ部分を両手で上にあげてつかみ、まっす
ぐ上に持ち上げます。

c) ライザーの底部にある、固定プレートを固定しているリリースラッチを押し、ヒンジ付き固定プレー

トを回して開きます。

d) カードの背面パネルタブを固定しているヒンジ付きカードタブ固定具を開きます。
e) PCIeカードの両端を均等に引いて、PCIeライザーのソケットから取り外します。

ライザーにカードがない場合は、ライザーの背面の開口部からブランクパネルを取り外します。

ステップ 5 次のようにして、新しい PCIeカードを取り付けます。
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a) ヒンジ付きカードタブ固定具を開いた状態で、新しい PCIeカードを PCIeライザーの空ソケットの位
置に合わせます。

b) カードの両端を均等に押し下げて、ソケットにしっかりと装着します。
c) カードの背面パネルタブがライザーの背面パネルの開口部に対して水平であることを確認したら、カー

ドの背面パネルタブ上でヒンジ付きカードタブ固定具を閉じます。

d) ライザーの底部でヒンジ付き固定プレートを回して閉じます。プレートのクリップが、カチッと音が
してロック位置に収まったことを確認します。

e) PCIeライザーを、マザーボード上のソケットとシャーシの位置合わせチャネルの上に配置します。
f) PCIeライザーの両端を慎重に押し下げて、コネクタをマザーボード上のソケットにしっかりと収納し
ます。

ステップ 6 サーバに上部カバーを戻します。

ステップ 7 サーバをラックの元の位置に戻し、ケーブルを再度接続したら、電源ボタンを押してサーバの電源を完全
に投入します。

図 40 : PCIeライザーカード固定構造

ヒンジ付きカードタブ固定具3ヒンジ付き固定プレートのリリースラッ

チ

1
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-ヒンジ付き固定プレート2

Cisco仮想インターフェイスカード（VIC）に関する考慮事項

ここでは、VICカードのサポートおよびこのサーバに関する特別な考慮事項をについて説明し
ます。

Cisco Card NICモードを使用する場合、VICを取り付けた場所に合わせて、VICスロットの設
定を行う必要もあります。そのオプションは、Riser1、Riser2、および Flex-LOMです。NIC
モードの詳細については、NICモードおよび NIC冗長性設定（32ページ）を参照してくださ
い。

（注）

Cisco UCS Managerの統合に Cisco UCS VICカードを使用するには、サポートされる設定、配
線、およびその他の要件について、『Cisco UCS C-Series Server Integration with Cisco UCS Manager
Guides』も参照してください。

表 10 :このサーバでの VICのサポートと考慮事項

最小の Cisco
IMCファーム
ウェア

Cisco Card NIC
モード用のプラ

イマリスロット

Cisco UCS Manager
統合のプライマリス

ロット

VICをサポー
トするスロッ

ト

サーバでサ

ポートされる

数量

VIC

4.0(1)PCIe 2PCIe 2PCIe 2

PCIe 5

2 PCIeCisco UCS VIC 1455

UCSC-PCIE-C25Q-04

4.0(2)PCIe 2PCIe 2PCIe 2

PCIe 5

2 PCIeCisco UCS VIC 1495

UCSC PCIE C100 04

4.0(1)mLOMmLOMmLOM1 mLOMCisco UCS VIC 1457

UCSC-MLOM-C25Q-04

4.0(2)mLOMmLOMmLOM1 mLOMCisco UCS VIC 1497

UCSC-MLOM-C100-04

•サーバでは、ライザー 1とライザー 2Bの統合サーバで 2つの PCIeスタイル、および 1つ
の mLOMスタイルの合計 3つの VICがサポートされています。
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シングルワイヤ管理は一度に 1つの VICでのみサポートされま
す。複数のVICがサーバにインストールされている場合は、一度
に NCSIが有効になるスロットは 1つだけです。シングルワイヤ
管理の場合、プライオリティはMLOMスロット、次にスロット
2、次にNCSI管理トラフィック用のスロット 5になります。複数
のカードを装着する場合は、上記の優先順位でシングルワイヤ管

理ケーブルを接続します。

（注）

• PCIeライザー 1の VICカードのプライマリスロットはスロット 2です。PCIeライザー 1
の VICカードのセカンダリスロットはスロット 1です。

NCSIプロトコルは、各ライザで一度に 1つのスロットでのみサ
ポートされます。GPUカードがスロット 2にある場合、NCSIは
スロット 2からスロット 1に自動的に移ります。

（注）

• PCIeライザー 2の VICカードのプライマリスロットはスロット 5です。PCIeライザー 2
の VICカードのセカンダリスロットはスロット 4です。

NCSIプロトコルは、各ライザで一度に 1つのスロットでのみサ
ポートされます。GPUカードがスロット 5にある場合、NCSIは
スロット 5からスロット 4に自動的に移ります。

（注）

PCIeライザー2は、シングルCPUシステムでは使用できません。（注）

mLOMカードの交換
背面パネルでの接続を増強するため、サーバではモジュラ LOM（mLOM）カードがサポート
されています。mLOMソケットはマザーボード上、ストレージコントローラカードの下にあ
りあます。

MLOMソケットには、Gen-3 x16の PCIeレーンがあります。サーバが 12 Vのスタンバイ電源
モードであり、ネットワーク通信サービスインターフェイス（NCSI）プロトコルをサポート
している場合、ソケットは電源がオンのままになります。
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mLOMカードがCisco UCS仮想インターフェイスカード（VIC）の場合は、詳細およびサポー
ト情報についてはCisco仮想インターフェイスカード（VIC）に関する考慮事項（109ページ）
を参照してださい。

（注）

ステップ 1 既存の mLOMカード（またはブランクパネル）を取り外します。

a) サーバをシャットダウンして、電源を切ります（サーバのシャットダウンと電源切断（44ページ）を
参照）。

b) 上部カバーを取り外せるように、サーバをラックの前方に引き出します。場合によっては、背面パネ
ルからケーブルを取り外して隙間を空ける必要があります。

コンポーネントへの接触や確認作業を安全に行えない場合は、ラックからサーバを取り出し

てください。

注意

c) サーバ上部カバーの取り外し（47ページ）の説明に従ってサーバから上部カバーを取り外します。
d) マザーボード上のmLOMソケットの周りに隙間を空けるため、ストレージコントローラ（RAIDまた
は HBAカード）をすべて取り外します。SASストレージコントローラカード（RAIDまたは HBA）
の交換（112ページ）を参照してください。

e) mLOMカードをシャーシ床面のネジ付きスタンドオフに固定している取り付けネジ（蝶ネジ）を緩め
ます。

f) mLOMカードを水平方向にスライドさせてソケットから外し、サーバから取り外します。

ステップ 2 新しい mLOMカードを取り付けます。

a) コネクタをマザーボードのソケットの位置に合わせて、シャーシ床面に mLOMカードを置きます。
b) カードを水平方向に押し、カードのエッジコネクタをソケットと完全にかみ合わせます。
c) 非脱落型取り付けネジを締めて、カードをシャーシフロアに固定します。

d) ストレージコントローラカードをサーバに再び取り付けます。SASストレージコントローラカード
（RAIDまたは HBA）の交換（112ページ）を参照してください。

e) サーバに上部カバーを戻します。

f) サーバをラックの元の位置に戻し、ケーブルを再度接続したら、電源ボタンを押してサーバの電源を

完全に投入します。
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図 41 :ストレージコントローラカードの下にある mLOMカードソケットの位置

MLOMカードの蝶ネジの位置2水平 mLOMカードソケットの位置1

SASストレージコントローラカード（RAIDまたはHBA）
の交換

ハードウェアベースのストレージ制御については、サーバでマザーボード上の専用の垂直ソ

ケットに差し込む SAS HBAまたはシスコモジュラ SAS RAIDコントローラを使用できます。

ストレージコントローラカードのファームウェアの互換性

ストレージコントローラ（RAIDまたは HBA）のファームウェアに、サーバ上にインストー
ルされている Cisco IMCおよび BIOSの現行バージョンとの互換性があることを確認する必要
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があります。互換性がない場合は、Host Upgrade Utility（HUU）を使用して、ストレージコン
トローラのファームウェアを互換性のあるレベルにアップグレードまたはダウングレードして

ください。

スタンドアロンモードのみで実行されているサーバ：コントローラハードウェア

（UCSC-SAS-M5）を交換した後に、ファームウェアの現在のバージョンが更新バージョンと
同じであった場合でも、Cisco UCS Host Upgrade Utility（HUU）コントローラのファームウェ
アの更新を実行する必要があります。これは、サーバSKUに正しい値をコントローラのsuboem
idをプログラムするために必要です。これを行わないと、ソフトウェアでドライブ列挙が正し
く表示されない場合があります。この問題は、UCSMモードのサーバの制御には影響しませ
ん。

（注）

このユーティリティをダウンロードする方法、およびこのユーティリティを使用してサーバコ

ンポーネントを互換性のあるレベルにする方法については、HUUガイドに用意されている、
ご使用の Cisco IMCリリースに対応する HUUガイドを参照してください。

SASストレージコントローラカード（RAIDまたは HBA）の交換
このサーバのストレージコントローラの詳細については、サポートされるストレージコント

ローラとケーブル（147ページ）を参照してください。

シャーシには、取り付け前にカードを取り付ける必要があるプラスチック取り付けブラケット

が含まれています。

ステップ 1 次のようにして、サーバでコンポーネントを取り付ける準備をします。

a) サーバをシャットダウンして、電源を切ります（サーバのシャットダウンと電源切断（44ページ）を
参照）。

b) 上部カバーを取り外せるように、サーバをラックの前方に引き出します。場合によっては、背面パネ
ルからケーブルを取り外して隙間を空ける必要があります。

コンポーネントへの接触や確認作業を安全に行えない場合は、ラックからサーバを取り出し

てください。

注意

c) サーバ上部カバーの取り外し（47ページ）の説明に従ってサーバから上部カバーを取り外します。

ステップ 2 サーバから既存のストレージコントローラカードを取り外します。

シャーシには、取り付け前にカードを取り付ける必要があるプラスチック取り付けブラケットが

含まれています。交換時には、ブラケットから古いカードを取り外してから、このアセンブリを

サーバに取り付ける前に、新しいカードをブラケットに取り付ける必要があります。

（注）

a) 既存のカードから SAS/SATAケーブルとすべての SuperCapケーブルを外します。
b) カードの青色のイジェクトレバーを持ち上げ、マザーボードのソケットからカードを外します。
c) カードのキャリアフレームをまっすぐ持ち上げ、カードをマザーボードソケットから外し、シャーシ

ウォールの 2つのペグからフレームを外します。
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d) 既存のカードをプラスチック製のキャリアブラケットから取り外します。保持タブを脇の方へ慎重に
押して、ブラケットからカードを持ち上げます。

ステップ 3 新しいストレージコントローラカードを取り付けます。

a) 新しいカードをプラスチック製のキャリアブラケットに取り付けます。保持タブがカードの端を覆う

ようにします。

b) アセンブリをシャーシの上に配置し、カードの端をマザーボードのソケットの位置に合わせます。同
時に、キャリアブラケットの後ろにある 2つのスロットを、内側シャーシウォールのペグの位置に合
わせます。

c) カードの両隅を押し、ライザーソケットにコネクタを装着します。同時に、キャリアフレームのス

ロットが内側シャーシウォールのペグに収まっていることを確認します。

d) カードの青色のイジェクトレバーを完全に閉じ、ソケットにカードを固定します。
e) 新しいカードに SAS/SATAケーブルとすべての SuperCapケーブルを接続します。

ステップ 4 サーバに上部カバーを戻します。

ステップ 5 サーバをラックの元の位置に戻し、ケーブルを再度接続したら、電源ボタンを押してサーバの電源を完全
に投入します。

ステップ 6 スタンドアロンモードでサーバが実行されている場合、Cisco UCS Host Upgrade Utilityを使用してコント
ローラファームウェアを更新し、コントローラの正しい suboem idをプログラムします。

スタンドアロンモードのみで実行されているサーバ:コントローラハードウェア（UCSC-SAS-M5）
を交換した後に、ファームウェアの現在のバージョンが更新バージョンと同じであった場合でも、

Cisco UCS Host Upgrade Utility（HUU）コントローラのファームウェアの更新を実行する必要があ
ります。これは、サーバ SKUに正しい値をコントローラの suboem idをプログラムするために必
要です。これを行わないと、ソフトウェアでドライブ列挙が正しく表示されない場合があります。

この問題は、UCSMモードのサーバの制御には影響しません。

このユーティリティをダウンロードする方法、およびこのユーティリティを使用してサーバコン

ポーネントを互換性のあるレベルにする方法については、HUUガイドに用意されている、ご使用
の Cisco IMCリリースに対応する HUUガイドを参照してください。

（注）
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図 42 :ストレージコントローラカードの交換

内側シャーシウォールのペグ（2個）2カード上端の青色のイジェクタレバー1

ブート最適化M.2 RAIDコントローラモジュールの交換
Ciscoブート最適化M.2 RAIDコントローラモジュールを、マザーボード上のミニストレージ
モジュールソケットに接続します。2台の SATA M.2ドライブ用のスロットに加え、RAID 1
アレイ内の SATA M.2ドライブを制御可能な統合 6 Gbps SATA RAIDコントローラを搭載して
います。

Ciscoブート最適化M.2 RAIDコントローラに関する考慮事項
次の考慮事項を確認します。
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•このコントローラをサポートする Cisco IMCおよび Cisco UCS Managerの最小バージョン
は 4.0 (4)以降です。

•このコントローラは、RAID 1（単一ボリューム）と JBODモードをサポートします。

このコントローラモジュールを使用するとき、RAID設定のため
にサーバ組み込み SW MegaRAIDコントローラを使用しないでく
ださい。代わりに、次のインターフェイスを使用できます。

• Cisco IMC 4.0(4a)以降

• BIOS HIIユーティリティ、BIOS 4.0(4a)以降

• Cisco UCS Manager 4.0(4a)以降 (UCS Manager統合サーバ)

（注）

•スロット 1（上部）の SATA M.2ドライブは、最初の SATAデバイスです。スロット 2（裏
側）の SATA M.2ドライブは、2番目の SATAデバイスです。

•ソフトウェアのコントローラ名はMSTORです。

•スロット 1のドライブはドライブ 253としてマッピングされます。スロット 2のドラ
イブはドライブ 254としてマッピングされます。

• RAIDを使用する場合は、両方の SATA M.2ドライブが同じ容量であることをお勧めしま
す。異なる容量を使用すると、ボリュームを作成する 2つのドライブの容量が小さくな
り、残りのドライブスペースは使用できなくなります。

JBODモードは、混合容量の SATA M.2ドライブをサポートします。

•ホットプラグの交換はサポートされていません。サーバの電源をオフにする必要がありま
す。

•コントローラおよびインストールされているSATA M.2ドライブのモニタリングは、Cisco
IMCおよびCisco UCS Managerを使用して行うことができます。また、UEFI HII、PMCLI、
XMLAPI、Redfishなどの他のユーティリティを使用してモニタすることもできます。

•コントローラおよび個別ドライバのファームウェア更新:

•スタンドアロンサーバでは、Cisco Host Upgrade Utility (HUU)を使用します。『HUU
マニュアル』を参照してください。

• Cisco UCS Managerに統合されたサーバについては、『Cisco UCS Managerファーム
ウェア管理ガイド』を参照してください。

• SATA M.2ドライブは UEFIモードでのみ起動できます。レガシブートモードはサポート
されていません。

• RAIDボリュームの一部であった単一の SATA M.2ドライブを交換する場合、ユーザーが
設定をインポートするように求めるプロンプトが表示された後に、ボリュームの再構築が
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自動的に開始します。ボリュームの両方のドライブを交換する場合は、RAIDボリューム
を作成し、手動で任意の OSを再インストールする必要があります。

•別のサーバから使用済みドライブにボリュームを作成する前に、ドライブのコンテンツを
消去することをお勧めします。サーバ BIOSの設定ユーティリティには、SATAセキュア
消去機能が搭載されています。

•サーバBIOSには、このコントローラに固有の設定ユーティリティが含まれており、RAID
ボリュームの作成と削除、コントローラプロパティの表示、および物理ドライブの内容の

消去に使用できます。サーバの起動中にプロンプトが表示された場合は、F2を押してユー
ティリティにアクセスします。次に、[Advanced（高度）] > [Cisco Boot Optimized M.2
RAID Controller（Ciscoブート最適化M.2 RAIDコントローラ）]に移動します。

Ciscoブート最適化M.2 RAIDコントローラの交換
このトピックでは、Ciscoブート最適化M.2 RAIDコントローラを取り外して交換する方法に
ついて説明します。コントローラボードの上部には 1つのM.2ソケット（スロット 1）と、そ
の下側に 1つのM.2ソケット（スロット 2）があります。

ステップ 1 サーバをシャットダウンして、電源を切ります（サーバのシャットダウンと電源切断（44ページ）を参
照）。

ステップ 2 上部カバーを取り外せるように、サーバをラックの前方に引き出します。場合によっては、背面パネルか
らケーブルを取り外して隙間を空ける必要があります。

コンポーネントへの接触や確認作業を安全に行えない場合は、ラックからサーバを取り出してく

ださい。

注意

ステップ 3 サーバ上部カバーの取り外し（47ページ）の説明に従ってサーバから上部カバーを取り外します。

ステップ 4 マザーボードソケットからコントローラを取り外します。

a) 電源装置 1の前のソケットに装着されているコントローラを見つけます。
b) コントローラボードの両端で、キャリアを固定しているクリップを外側に押します。
c) コントローラの両端を持ち上げ、マザーボードのソケットから外します。

d) キャリアを静電気防止シートの上に置きます。
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図 43 :マザーボード上の Ciscoブート最適化M.2 RAIDコントローラ

固定クリップ3マザーボード上のソケットの場所1

-配置ペグ2

ステップ 5 古いコントローラから交換用コントローラに SATA M.2ドライブを変える場合は、交換用コントローラを
取り付ける前に、次の操作を行ってください。

ドライブ上で以前設定されたボリュームとデータは、M.2ドライブを新しいコントローラに変え
るときに保持されます。システムは、ドライブにインストールされている既存の OSを起動しま
す。

（注）
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a) No. 1プラスドライバを使用して、M.2ドライブをキャリアに固定している 1本のネジを取り外しま
す。

b) キャリアのソケットからM. 2ドライブを持ち上げます。
c) 交換用M.2ドライブをコントローラボードのソケット上に置きます。
d) M.2ドライブを下に向け、コネクタの終端をキャリアのソケットに挿入します。M.2ドライブのラベル
が上向きになっている必要があります。

e) M.2ドライブをキャリアに押し込みます。
f) M.2 SSDの終端をキャリアに固定する 1本のネジを取り付けます。
g) コントローラの電源を入れ、2番目のM.2ドライブを取り付けます。

図 44 : Ciscoブート最適化M.2 RAIDコントローラ（M.2ドライブの取り付けの表示）

ステップ 6 マザーボード上のソケットにコントローラを取り付けます。

a) コントローラのコネクタを下向きにし、マザーボードのソケットと同じ端で、コントローラをソケッ

ト上に置きます。2つの配置ペグは、コントローラの 2つの穴と一致する必要があります。
b) 2つのペグがコントローラの2つの穴を通過するように、コントローラのソケットの端をゆっくりと押
し下げます。

c) 固定クリップが両端でカチッと音がしてロックされるまで、コントローラを押し下げます。

ステップ 7 サーバに上部カバーを戻します。

ステップ 8 サーバをラックの元の位置に戻し、ケーブルを再度接続したら、電源ボタンを押してサーバの電源を完全
に投入します。
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シャーシ侵入スイッチの交換
シャーシ侵入スイッチは、シャーシからカバーが取り外されるたびにシステムイベントログ

（SEL）にイベントを記録するオプションのセキュリティ機能です。

ステップ 1 次のようにして、サーバでコンポーネントを取り付ける準備をします。

a) サーバをシャットダウンして、電源を切ります（サーバのシャットダウンと電源切断（44ページ）を
参照）。

b) 上部カバーを取り外せるように、サーバをラックの前方に引き出します。場合によっては、背面パネ
ルからケーブルを取り外して隙間を空ける必要があります。

コンポーネントへの接触や確認作業を安全に行えない場合は、ラックからサーバを取り出し

てください。

注意

c) サーバ上部カバーの取り外し（47ページ）の説明に従ってサーバから上部カバーを取り外します。

ステップ 2 既存の侵入スイッチを取り外します。

a) マザーボードのソケットから侵入スイッチケーブルを外します。

b) No. 1プラスドライバを使用して、スイッチ機構をシャーシ側面に固定している 1本のネジを緩めて取
り外します。

c) スイッチ機構をまっすぐに上にスライドさせて、シャーシのクリップから外します。

ステップ 3 新しい侵入スイッチを取り付けます。

a) ネジ穴の位置が合うように、シャーシウォールのクリップに向けてスイッチ機構を下にスライドさせ

ます。

b) #1プラスドライバを使用して、スイッチ機構をシャーシウォールに固定する 1本のネジを取り付けま
す。

c) マザーボードのソケットにスイッチケーブルを接続します。

ステップ 4 サーバにカバーを戻します。

ステップ 5 サーバをラックの元の位置に戻し、ケーブルを再度接続したら、電源ボタンを押してサーバの電源を完全
に投入します。
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図 45 :シャーシ侵入スイッチの交換

-侵入スイッチの場所1

信頼されたプラットフォームモジュール（TPM）の取り
付け

信頼されたプラットフォームモジュール（TPM）は小型の回路基板であり、マザーボードの
ソケットに差し込んで、外せないように一方向ネジを使用して固定します。マザーボード上の

ソケットの位置は、PCIeライザー 2の下です。
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TPMに関する考慮事項
•このサーバは、TPMバージョン 1.2または TPMバージョン 2.0をサポートします。TPM

2.0、UCSX-TPM2-002B（=）は連邦情報処理標準（FIPS）140-2に準拠しています。FIPS
はサポートされていますが、FIPS 140-2がサポートされるようになりました。

•フィールドでのTPMの交換はサポートされていません。サーバにTPMが取り付けられて
いない場合にのみ、工場出荷後に TPMを取り付けることができます。

•既存の TPM 1.2がサーバに取り付けられていれば、TPM 2.0にはアップグレードできませ
ん。サーバに既存の TPMがない場合、TPM 2.0を取り付けることができます。

• TPM 2.0が応答しなくなると、サーバをリブートします。

TPMの取り付けおよび有効化

フィールドでのTPMの交換はサポートされていません。サーバにTPMが取り付けられていな
い場合にのみ、工場出荷後に TPMを取り付けることができます。

（注）

ここでは、TPMを取り付けて有効にするときに、その順序で行う必要がある次の手順につい
て説明します。

1. TPMハードウェアの取り付け

2. BIOSでの TPMの有効化

3. BIOSでの Intel TXT機能の有効化

TPMハードウェアの取り付け

安全確保のために、TPMは一方向ネジを使用して取り付けます。このネジは一般的なドライ
バでは取り外せません。

（注）

ステップ 1 次のようにして、サーバでコンポーネントを取り付ける準備をします。

a) サーバをシャットダウンして、電源を切ります（サーバのシャットダウンと電源切断（44ページ）を
参照）。

b) 上部カバーを取り外せるように、サーバをラックの前方に引き出します。場合によっては、背面パネ
ルからケーブルを取り外して隙間を空ける必要があります。

コンポーネントへの接触や確認作業を安全に行えない場合は、ラックからサーバを取り出し

てください。

注意
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c) サーバ上部カバーの取り外し（47ページ）の説明に従ってサーバから上部カバーを取り外します。

ステップ 2 サーバから PCIeライザー 2を取り外し、マザーボード上の TPMソケット周りに隙間を空けます。

ステップ 3 次のようにして、TPMを取り付けます。

a) マザーボード上の TPMソケットの位置を確認します。
b) TPM回路基板の下部にあるコネクタとマザーボードの TPMソケットの位置を合わせます。TPMボー
ドのネジ穴を TPMソケットに隣接するネジ穴の位置に合わせます。

c) TPMを均等に押し下げて、マザーボードソケットにしっかりと装着します。
d) 一方向ネジを 1本取り付けて、TPMをマザーボードに固定します。

ステップ 4 サーバに PCIeライザー 2を取り付けます。PCIeライザーの交換（99ページ）を参照してください。

ステップ 5 サーバにカバーを戻します。

ステップ 6 サーバをラックの元の位置に戻し、ケーブルを再度接続したら、電源ボタンを押してサーバの電源を完全
に投入します。

ステップ 7 BIOSでの TPMの有効化（124ページ）に進みます。
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-マザーボード上の TPMソケットの位置
（PCIeライザー 2の下）

1

BIOSでの TPMの有効化
ハードウェアを取り付けたら、BIOSで TPMのサポートを有効にする必要があります。

この手順を実行する前に、BIOS管理者パスワードを設定する必要があります。このパスワー
ドを設定するには、システムブート中にプロンプトが表示されたときに F2キーを押して、
BIOSセットアップユーティリティを開始します。[Security] > [Set Administrator Password]を
選択し、表示されるプロンプトに応じて新しいパスワードを 2回入力します。

（注）

ステップ 1 TPMサポートを有効にします。

a) ブートアップ中に F2プロンプトが表示されたら、F2を押して BIOSセットアップに入ります。
b) BIOS管理者パスワードで、BIOSセットアップユーティリティにログインします。
c) [BIOS Setup Utility]ウィンドウで、[Advanced]タブを選択します。
d) [Trusted Computing]を選択し、[TPM Security Device Configuration]ウィンドウを開きます。
e) [TPM SUPPORT]を [Enabled]に変更します。
f) F10を押して設定を保存し、サーバを再起動します。

ステップ 2 TPMのサポートが有効になっていることを確認します。

a) ブートアップ中に F2プロンプトが表示されたら、F2を押して BIOSセットアップに入ります。
b) BIOS管理者パスワードを使用して、BIOS Setupユーティリティにログインします。
c) [Advanced]タブを選択します。
d) [Trusted Computing]を選択し、[TPM Security Device Configuration]ウィンドウを開きます。
e) [TPM SUPPORT]と [TPM State]が [Enabled]であることを確認します。

ステップ 3 BIOSでの Intel TXT機能の有効化（124ページ）に進みます。

BIOSでの Intel TXT機能の有効化
Intel Trusted Execution Technology（TXT）を使用すると、ビジネスサーバ上で使用および保管
される情報の保護機能が強化されます。この保護の主要な特徴は、隔離された実行環境および

付随メモリ領域の提供にあり、機密データに対する操作をシステムの他の部分から見えない状

態で実行することが可能になります。Intel TXTは、暗号キーなどの機密データを保管できる
封印されたストレージ領域を提供し、悪意のあるコードからの攻撃時に機密データが漏洩する

のを防ぐために利用できます。
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ステップ 1 サーバをリブートし、F2を押すように求めるプロンプトが表示されるのを待ちます。

ステップ 2 プロンプトが表示されたら、F2を押して、BIOSセットアップユーティリティを起動します。

ステップ 3 前提条件の BIOS値がイネーブルになっていることを確認します。

a) [Advanced]タブを選択します。
b) [Intel TXT(LT-SX) Configuration]を選択して、[Intel TXT(LT-SX) Hardware Support]ウィンドウを開きま
す。

c) 次の項目が [Enabled]としてリストされていることを確認します。

• [VT-d Support]（デフォルトは [Enabled]）

• [VT Support]（デフォルトは [Enabled]）

• [TPM Support]

• [TPM State]

d) 次のいずれかを実行します。

• [VT-d Support]および [VT Support]がすでに [Enabled]の場合、手順 4に進みます。

• [VT-d Support]および [VT Support]の両方が [Enabled]でない場合、次のステップに進み、有効にし
ます。

e) Escapeキーを押して、BIOSセットアップユーティリティの [Advanced]タブに戻ります。
f) [Advanced]タブで、[Processor Configuration]を選択し、[Processor Configuration]ウィンドウを開きます。
g) [Intel (R) VT]および [Intel (R) VT-d]を [Enabled]に設定します。

ステップ 4 Intel Trusted Execution Technology（TXT）機能を有効にします。

a) [Intel TXT(LT-SX) Hardware Support]ウィンドウに戻ります（別のウィンドウを表示している場合）。
b) [TXT Support]を [Enabled]に設定します。

ステップ 5 F10を押して変更内容を保存し、BIOSセットアップユーティリティを終了します。

サービスヘッダーおよびジャンパ
このサーバは、特定のサービスおよびデバッグ機能のジャンパを設定できる2つのヘッダーブ
ロック（J38、J39）を備えています。

ここでは、次の内容について説明します。

• CMOSクリアヘッダー（J38、ピン 9～ 10）の使用（127ページ）

• BIOSリカバリヘッダー（J38、ピン 11～ 12）の使用（128ページ）

•パスワードクリアヘッダー（J38、ピン 13～ 14）の使用（130ページ）

• Cisco IMC代替イメージ起動ヘッダー（J39、ピン 1～ 2）の使用（131ページ）
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• Cisco IMCパスワードデフォルトリセットヘッダー（J39、ピン 3～ 4）の使用（131ペー
ジ）

• Cisco IMCデフォルトリセットヘッダー（J39、ピン 5～ 6）の使用（132ページ）

図 46 :サービスヘッダーブロック J38および J39の場所
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ヘッダーブロック J39の場所6ヘッダーブロック J38の場所1

J39ピン 1の矢印（マザーボード上に印字）7J38ピン 1の矢印（マザーボード上に印字）2

代替イメージから Cisco IMCを起動：J39ピン
1～ 2

8CMOSをクリア：J38ピン 9～ 103

Cisco IMCのパスワードをデフォルトにリセッ
ト：J39ピン 3～ 4

9BIOSを回復：J38ピン 11～ 124

Cisco IMCをデフォルトにリセット：J39ピン
5～ 6

10パスワードをクリア：J38ピン 13～ 145

CMOSクリアヘッダー（J38、ピン 9～ 10）の使用
このスイッチで、システムがハングアップしたときにサーバのCMOS設定をクリアできます。
たとえば、設定が正しくないためにサーバがハングアップしてブートしなくなった場合に、こ

のジャンパを使って設定を無効化し、デフォルト設定を使って再起動できます。

CMOSをクリアすることによってカスタマイズされた設定が削除されるため、データが失われ
ることがあります。このCMOSのクリア手順を使用する前にBIOSに必要なカスタマイズされ
た設定を書き留めます。

注意

ステップ 1 サーバをシャットダウンして、電源を切ります（サーバのシャットダウンと電源切断（44ページ）を参
照）。

ステップ 2 上部カバーを取り外せるように、サーバをラックの前方に引き出します。場合によっては、背面パネル

からケーブルを取り外して隙間を空ける必要があります。

コンポーネントへの接触や確認作業を安全に行えない場合は、ラックからサーバを取り出して

ください。

注意

ステップ 3 サーバ上部カバーの取り外し（47ページ）の説明に従ってサーバから上部カバーを取り外します。

ステップ 4 J38ピン 9および 10に 2ピンジャンパを取り付けます。

ステップ 5 上部カバーと AC電源コードをもう一度サーバに取り付けます。サーバの電源がスタンバイ電源モード
になり、前面パネルの電源 LEDがオレンジ色に点灯します。

ステップ 6 前面パネルの電源ボタンを押して、サーバを主電源モードに戻します。電源LEDが緑色になれば、サー
バは主電源モードです。

リセットを完了するには、サーバ全体が再起動して主電源モードになるようにする必要があり

ます。ホスト CPUが実行されていないと、ジャンパの状態は判別できません。
（注）

ステップ 7 電源ボタンを押し、サーバをシャットダウンしてスタンバイ電源モードにし、電流が流れないようにす

るために AC電源コードを抜きます。
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ステップ 8 サーバの上部カバーを外します。

ステップ 9 取り付けたジャンパを取り外します。

ジャンパを取り外さないと、サーバの電源を再投入するたびに CMOS設定がデフォルトにリ
セットされます。

（注）

ステップ 10 上部カバーを再度取り付け、サーバをラックに元どおりに配置し、電源コードおよびその他のケーブル

を再度接続したら、電源ボタンを押してサーバの電源をオンにします。

BIOSリカバリヘッダー（J38、ピン 11～ 12）の使用
どのステージで BIOSが破損しているかにより、さまざまな動作が発生することがあります。

• BIOS BootBlockが破損すると、システムが次のメッセージで停止する場合もあります。
Initializing and configuring memory/hardware

•ブートブロック以外が破損している場合は、次のようなメッセージが表示されます。
****BIOS FLASH IMAGE CORRUPTED****
Flash a valid BIOS capsule file using Cisco IMC WebGUI or CLI interface.
IF Cisco IMC INTERFACE IS NOT AVAILABLE, FOLLOW THE STEPS MENTIONED BELOW.
1. Connect the USB stick with bios.cap file in root folder.
2. Reset the host.
IF THESE STEPS DO NOT RECOVER THE BIOS
1. Power off the system.
2. Mount recovery jumper.
3. Connect the USB stick with bios.cap file in root folder.
4. Power on the system.
Wait for a few seconds if already plugged in the USB stick.
REFER TO SYSTEM MANUAL FOR ANY ISSUES.

上部に表示されるメッセージによって示されるように BIOSを回復するには、2種類の方法が
あります。まず、手順 1を試行します。この手順で BIOSが回復しない場合は、手順 2を使用
します。

（注）

手順 1：bios.capリカバリファイルを使った再起動

ステップ 1 BIOS更新パッケージをダウンロードし、一時的な場所に保存して展開します。

ステップ 2 展開したリカバリフォルダ内のファイルを、USBドライブのルートディレクトリにコピーします。リカ
バリフォルダにはこの手順に必要な bios.capファイルが含まれます。

bios.capファイルは、USBドライブのルートディレクトリにある必要があります。このファイル
の名前を変更しないでください。USBドライブは、FAT16または FAT32ファイルシステムで
フォーマットする必要があります。

（注）

ステップ 3 USBドライブをサーバの USBポートに接続します。
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ステップ 4 サーバをリブートします。

ステップ 5 前面パネルの電源ボタンを押して、サーバを主電源モードに戻します。

サーバが、更新されたBIOSブートブロックでブートします。BIOSがUSBドライブの有効な bios.capファ
イルを検出すると、次のメッセージが表示されます。

Found a valid recovery file...Transferring to Cisco IMC
System would flash the BIOS image now...
System would restart with recovered image after a few seconds...

ステップ 6 サーバの BIOS更新が完了するのを待ってから、USBドライブをサーバから取り外します。

BIOSの更新中に、Cisco IMCはサーバをシャットダウンし、画面が約 10分間空白になります。
更新中は、電源コードを外さないでください。更新が完了すると、Cisco IMCはサーバの電源を
投入します。

（注）

手順 2：BIOSリカバリヘッダーおよび bios.capファイルの使用

ステップ 1 BIOS更新パッケージをダウンロードし、一時的な場所に保存して展開します。

ステップ 2 展開したリカバリフォルダ内のファイルを、USBドライブのルートディレクトリにコピーします。リカ
バリフォルダにはこの手順に必要な bios.capファイルが含まれます。

bios.capファイルは、USBドライブのルートディレクトリにある必要があります。このファイ
ルの名前を変更しないでください。USBドライブは、FAT16または FAT32ファイルシステム
でフォーマットする必要があります。

（注）

ステップ 3 サーバをシャットダウンして、電源を切ります（サーバのシャットダウンと電源切断（44ページ）を参
照）。すべての電源装置から電源コードを外します。

ステップ 4 上部カバーを取り外せるように、サーバをラックの前方に引き出します。場合によっては、背面パネル

からケーブルを取り外して隙間を空ける必要があります。

コンポーネントへの接触や確認作業を安全に行えない場合は、ラックからサーバを取り出して

ください。

注意

ステップ 5 サーバ上部カバーの取り外し（47ページ）の説明に従ってサーバから上部カバーを取り外します。

ステップ 6 J38ピン 11および 12に 2ピンジャンパを取り付けます。

ステップ 7 AC電源コードをサーバに再度取り付けます。サーバの電源がスタンバイ電源モードになります。

ステップ 8 ステップ 2で準備した USBメモリをサーバの USBポートに接続します。

ステップ 9 前面パネルの電源ボタンを押して、サーバを主電源モードに戻します。

サーバが、更新された BIOSブートブロックでブートします。BIOSが USBドライブの有効な bios.cap
ファイルを検出すると、次のメッセージが表示されます。

Found a valid recovery file...Transferring to Cisco IMC
System would flash the BIOS image now...
System would restart with recovered image after a few seconds...

ステップ 10 サーバの BIOS更新が完了するのを待ってから、USBドライブをサーバから取り外します。
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BIOSの更新中に、Cisco IMCはサーバをシャットダウンし、画面が約 10分間空白になります。
更新中は、電源コードを外さないでください。更新が完了すると、Cisco IMCはサーバの電源を
投入します。

（注）

ステップ 11 サーバが完全にブートした後に、サーバの電源を再び切り、すべての電源コードを外します。

ステップ 12 取り付けたジャンパを取り外します。

リカバリ完了後にジャンパを取り外さない場合、「Please remove the recovery jumper」と表示さ
れます。

（注）

ステップ 13 上部カバーを再度取り付け、サーバをラックに元どおりに配置し、電源コードおよびその他のケーブル

を再度接続したら、電源ボタンを押してサーバの電源をオンにします。

パスワードクリアヘッダー（J38、ピン 13～ 14）の使用
このスイッチを使用すると、管理者パスワードをクリアできます。

ステップ 1 サーバをシャットダウンして、電源を切ります（サーバのシャットダウンと電源切断（44ページ）を参
照）。すべての電源装置から電源コードを外します。

ステップ 2 上部カバーを取り外せるように、サーバをラックの前方に引き出します。場合によっては、背面パネル

からケーブルを取り外して隙間を空ける必要があります。

コンポーネントへの接触や確認作業を安全に行えない場合は、ラックからサーバを取り出して

ください。

注意

ステップ 3 サーバ上部カバーの取り外し（47ページ）の説明に従ってサーバから上部カバーを取り外します。

ステップ 4 J38ピン 13および 14に 2ピンジャンパを取り付けます。

ステップ 5 上部カバーと AC電源コードをもう一度サーバに取り付けます。サーバの電源がスタンバイ電源モード
になり、前面パネルの電源 LEDがオレンジ色に点灯します。

ステップ 6 前面パネルの電源ボタンを押して、サーバを主電源モードに戻します。電源LEDが緑色になれば、サー
バは主電源モードです。

リセットを完了するには、サーバ全体が再起動して主電源モードになるようにする必要があり

ます。ホスト CPUが実行されていないと、ジャンパの状態は判別できません。
（注）

ステップ 7 電源ボタンを押し、サーバをシャットダウンしてスタンバイ電源モードにし、電流が流れないようにす

るために AC電源コードを抜きます。

ステップ 8 サーバの上部カバーを外します。

ステップ 9 取り付けたジャンパを取り外します。

ジャンパを取り外さないと、サーバの電源を入れ直すたびにパスワードがクリアされます。（注）

ステップ 10 上部カバーを再度取り付け、サーバをラックに元どおりに配置し、電源コードおよびその他のケーブル

を再度接続したら、電源ボタンを押してサーバの電源をオンにします。
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Cisco IMC代替イメージ起動ヘッダー（J39、ピン 1～ 2）の使用
この Cisco IMCデバッグヘッダーを使用して、Cisco IMC代替イメージからシステムを強制的
に起動することができます。

ステップ 1 サーバをシャットダウンして、電源を切ります（サーバのシャットダウンと電源切断を参照）。すべて

の電源装置から電源コードを外します。

ステップ 2 上部カバーを取り外せるように、サーバをラックの前方に引き出します。場合によっては、背面パネル

からケーブルを取り外して隙間を空ける必要があります。

コンポーネントへの接触や確認作業を安全に行えない場合は、ラックからサーバを取り出して

ください。

注意

ステップ 3 サーバ上部カバーの取り外しの説明に従ってサーバから上部カバーを取り外します。

ステップ 4 J39ピン 1および 2に 2ピンジャンパを取り付けます。

ステップ 5 上部カバーと AC電源コードをもう一度サーバに取り付けます。サーバの電源がスタンバイ電源モード
になり、前面パネルの電源 LEDがオレンジ色に点灯します。

ステップ 6 前面パネルの電源ボタンを押して、サーバを主電源モードに戻します。電源LEDが緑色になれば、サー
バは主電源モードです。

次回 Cisco IMCにログインすると、次のようなメッセージが表示されます。
'Boot from alternate image' debug functionality is enabled.
CIMC will boot from alternate image on next reboot or input power cycle.

（注）

このジャンパを取り外さないと、サーバの電源を再投入するとき、または Cisco IMCをリブー
トするときに、サーバは常に代替 Cisco IMCイメージからブートします。

（注）

ステップ 7 ジャンパを取り外すには、電源ボタンを押しサーバをシャットダウンしてスタンバイ電源モードにし、

電流がまったく流れないようにするために AC電源コードを抜きます。

ステップ 8 サーバの上部カバーを外します。

ステップ 9 取り付けたジャンパを取り外します。

ステップ 10 上部カバーを再度取り付け、サーバをラックに元どおりに配置し、電源コードおよびその他のケーブル

を再度接続したら、電源ボタンを押してサーバの電源をオンにします。

Cisco IMCパスワードデフォルトリセットヘッダー（J39、ピン 3～
4）の使用

この Cisco IMCデバッグヘッダーを使用して、Cisco IMCパスワードを強制的にデフォルトに
戻すことができます。

ステップ 1 サーバをシャットダウンして、電源を切ります（サーバのシャットダウンと電源切断を参照）。すべて

の電源装置から電源コードを外します。
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ステップ 2 上部カバーを取り外せるように、サーバをラックの前方に引き出します。場合によっては、背面パネル

からケーブルを取り外して隙間を空ける必要があります。

コンポーネントへの接触や確認作業を安全に行えない場合は、ラックからサーバを取り出して

ください。

注意

ステップ 3 サーバ上部カバーの取り外しの説明に従ってサーバから上部カバーを取り外します。

ステップ 4 J39ピン 3および 4に 2ピンジャンパを取り付けます。

ステップ 5 上部カバーと AC電源コードをもう一度サーバに取り付けます。サーバの電源がスタンバイ電源モード
になり、前面パネルの電源 LEDがオレンジ色に点灯します。

ステップ 6 前面パネルの電源ボタンを押して、サーバを主電源モードに戻します。電源LEDが緑色になれば、サー
バは主電源モードです。

次回 Cisco IMCにログインすると、次のようなメッセージが表示されます。
'Reset to default CIMC password' debug functionality is enabled.

On input power cycle, CIMC password will be reset to defaults.

（注）

このジャンパを取り外さないと、サーバの電源を入れ直すたびにCisco IMCパスワードがデフォ
ルトにリセットされます。Cisco IMCをリブートする場合、このジャンパは影響しません。

（注）

ステップ 7 ジャンパを取り外すには、電源ボタンを押しサーバをシャットダウンしてスタンバイ電源モードにし、

電流がまったく流れないようにするために AC電源コードを抜きます。

ステップ 8 サーバの上部カバーを外します。

ステップ 9 取り付けたジャンパを取り外します。

ステップ 10 上部カバーを再度取り付け、サーバをラックに元どおりに配置し、電源コードおよびその他のケーブル

を再度接続したら、電源ボタンを押してサーバの電源をオンにします。

Cisco IMCデフォルトリセットヘッダー（J39、ピン 5～ 6）の使用
この Cisco IMCデバッグヘッダーを使用して、Cisco IMC設定を強制的にデフォルトに戻すこ
とができます。

ステップ 1 サーバをシャットダウンして、電源を切ります（サーバのシャットダウンと電源切断（44ページ）を参
照）。すべての電源装置から電源コードを外します。

ステップ 2 上部カバーを取り外せるように、サーバをラックの前方に引き出します。場合によっては、背面パネル

からケーブルを取り外して隙間を空ける必要があります。

コンポーネントへの接触や確認作業を安全に行えない場合は、ラックからサーバを取り出して

ください。

注意

ステップ 3 サーバ上部カバーの取り外し（47ページ）の説明に従ってサーバから上部カバーを取り外します。

ステップ 4 J39ピン 5および 6に 2ピンジャンパを取り付けます。
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ステップ 5 上部カバーと AC電源コードをもう一度サーバに取り付けます。サーバの電源がスタンバイ電源モード
になり、前面パネルの電源 LEDがオレンジ色に点灯します。

ステップ 6 前面パネルの電源ボタンを押して、サーバを主電源モードに戻します。電源LEDが緑色になれば、サー
バは主電源モードです。

次回 Cisco IMCにログインすると、次のようなメッセージが表示されます。
'CIMC reset to factory defaults' debug functionality is enabled.

On input power cycle, CIMC will be reset to factory defaults.

（注）

このジャンパを取り外さないと、サーバの電源を入れ直すたびに Cisco IMCの設定がデフォル
トにリセットされます。Cisco IMCをリブートする場合、このジャンパは影響しません。

（注）

ステップ 7 ジャンパを取り外すには、電源ボタンを押しサーバをシャットダウンしてスタンバイ電源モードにし、

電流がまったく流れないようにするために AC電源コードを抜きます。

ステップ 8 サーバの上部カバーを外します。

ステップ 9 取り付けたジャンパを取り外します。

ステップ 10 上部カバーを再度取り付け、サーバをラックに元どおりに配置し、電源コードおよびその他のケーブル

を再度接続したら、電源ボタンを押してサーバの電源をオンにします。

PCBアセンブリ (PCBA)のリサイクル
PCBAは、外部および内部のネジでサーバに固定されます。追加の部品を取り外して、PCBA
をシートメタルトレイに接続する取り付けネジを露出させる必要があります。PCBAをリサイ
クルする前に、トレイから PCBAを取り外す必要があります。PCBAは 12本のM3.5x0.6mm
ネジで保護されています。

始める前に

リサイクラのみ。この手順は、標準のフィールドサービスオプションではありません。この手

順は適切な処分のための電子機器を要求するリサイクラのためのものであり、エコデザインと

eウェスト規制に準拠しています。

（注）

プリント基板アセンブリ (PCBA)を取り外すには、次の要件を満たしている必要があります。

•サーバを施設の電源から取り外す必要があります。

•サーバを機器ラックから取り外す必要があります。

•サーバの上部カバーを取り外す必要があります。サーバ上部カバーの取り外し（47ペー
ジ）を参照してください。
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ステップ 1 外部ネジを取り外します。

a) ドライバを使用して、前面プレートのネジを外します。

図 47 :前面プレートの PCBA取り付けネジの位置

b) ドライバを使用して、シャーシの各側面のネジを外します。

図 48 : PCBAシャーシのネジの位置

ステップ 2 ファンケージのネジを取り外します。
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図 49 :ファンケージのネジの位置

ステップ 3 ファンケージをつかんで取り外します。

ステップ 4 侵入防御スイッチ（IPS）を取り外します（次の図を参照）。

a) マザーボードで、IPSロックタブをコネクタから外します。
b) IPSケーブルをつかみ、マザーボードから取り外します。

Cisco UCS C240 M5 Server設置およびサービスガイド
135

サーバの保守

PCBアセンブリ (PCBA)のリサイクル



図 50 :侵入防御スイッチの場所

ステップ 5 内部コンポーネントの取り外しを続けます。

a) ケーブルホルダーをつかんで取り外します。

b) RAIDカードブラケットをつかんで取り外します。
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図 51 :内部コンポーネントの位置

ステップ 6 PCBAを取り外します。

a) 各リボンケーブルのそれぞれの端をつかんで外します。

b) ドライバを使用して、すべての PCBA取り付けねじを外します。
c) シートメタルトレイから PCBAを取り外し、PCBAを適切に廃棄します。
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図 52 : PCBAケーブルと取り付けねじの位置
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付録 A
サーバの仕様

•サーバの仕様（139ページ）
•電源コードの仕様（142ページ）

サーバの仕様
この付録では、サーバの物理的仕様と、環境および電源の仕様を示します。

•物理仕様（139ページ）

•環境仕様（140ページ）

•電力仕様（141ページ）

物理仕様

次の表に、サーババージョンの物理仕様を示します。

表 11 :物理仕様

仕様説明

86.4 mm（3.4インチ）高さ

443.9 mm（17.48インチ）幅

サーバのみ：537.5 mm（21.16インチ）

スライドレール付きサーバ：575.5 mm（22.66インチ）

奥行（長さ）

1.8 kg（4.0ポンド）最大重量（フル装備シャーシ）
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環境仕様

次の表に、サーバの環境要件および仕様を示します。

表 12 :物理仕様

仕様説明

50～ 95 °F（10～ 35 °C）

拡張環境 41 ~ 104 ° F (5 ~ 40 ° C)

海抜 305 mごとに最高温度が 1 °C低下。

ASHRAEのガイドラインでは動作範囲が異なる複数
のクラスが定義されていますが、推奨される温度と湿

度の動作範囲はクラスごとに同じです。推奨される温

度と湿度の範囲は次のとおりです。

（注）

•動作温度：64.4°F～ 80.6°F（18°C～ 27°C）

詳細情報については、『Ciscoユニファイドコンピュー
ティングシステムサイトプランニングガイド:データ
センターの電源と冷却』を参照してください。

温度（動作時）

–40～ 149 °F（–40～ 65 °C）非動作時温度

（サーバが倉庫にあるか運送中の場合）

8 ~ 90%湿度（RH）（動作時）

5～ 93%湿度（RH）（非動作時）

（サーバが倉庫にあるか運送中の場合）

0～ 10,000フィート動作時高度

0～ 40,000フィート非動作時高度

（サーバが倉庫にあるか運送中の場合）

5.5音響出力レベル

ISO7779に基づく A特性音響出力レベル LwAd
（Bels）を測定

73°F（23°C）で動作

40騒音レベル

ISO7779に基づくA特性音圧レベルLpAm（dBA）を
測定

73°F（23°C）で動作

Cisco UCS C240 M5 Server設置およびサービスガイド
140

サーバの仕様

環境仕様

https://www.cisco.com/c/en/us/solutions/collateral/data-center-virtualization/unified-computing/white_paper_c11-680202.pdf
https://www.cisco.com/c/en/us/solutions/collateral/data-center-virtualization/unified-computing/white_paper_c11-680202.pdf
https://www.cisco.com/c/en/us/solutions/collateral/data-center-virtualization/unified-computing/white_paper_c11-680202.pdf


電力仕様

サーバでは、タイプやワット数の異なる電源装置を組み合わせて使用しないでください。両方

の電源装置が同じである必要があります。

（注）

次の URLにある Cisco UCS Power Calculatorを使用すると、ご使用のサーバ設定の電源に関す
る詳細情報を取得できます。

http://ucspowercalc.cisco.com [英語]

サポート対象の電源装置オプションの電源仕様を次に示します。

1050 W AC電源装置

ここでは、各 1050 W AC電源装置の仕様を示します（Cisco部品番号 UCSC-PSUF-1050W）。

表 13 : 1050 W AC仕様

仕様説明

公称範囲：100～ 120 VAC、200～ 240 VAC

（範囲：90～ 132 VAC、180～ 264 VAC）

AC入力電圧

公称範囲：50～ 60 Hz

（範囲：47～ 63 Hz）

AC入力周波数

100 VACで 12.5 A

208 VACで 6.0 A

最大 AC入力電流

1250 VA @ 100 VAC最大入力電圧

15 A（サブサイクル期間）最大突入電流

1050 Wで 12 ms最大保留時間

800 W @ 100～ 120 VAC

1050 W @ 200～ 240 VAC

PSUあたりの最大出力電
力

12 VDC電源装置の出力電圧

12 VDC電源装置のスタンバイ電

圧

Climate Savers Platinum Efficiency（80 Plus Platinum認証済み）効率評価

RSP2フォームファクタ
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IEC320 C14入力コネクタ

1050 W DC電源装置

ここでは、各1050 W DC電源装置の仕様を示します（Cisco部品番号UCSC-PSUF-1050WDC）。

表 14 : 1050 W DC仕様

仕様説明

公称範囲：-48～ -60 VDC

（範囲：-40～ -72 VDC）

DC入力電圧

-40 VDCで N32 A最大 DC入力電流

1234 W最大入力ワット数

35 A（サブサイクル期間）最大突入電流

100 %の負荷で 5 ms（1050 Wメインおよび 36 Wスタンバイ）最大保留時間

1050 W（DC 12 V主電源）

36 W（DC 12 Vスタンバイ電源）

PSUあたりの最大出力電
力

12 VDC電源装置の出力電圧

12 VDC電源装置のスタンバイ電

圧

≥ 92 %（負荷 50 %）効率評価

RSP2フォームファクタ

固定 3線ブロック入力コネクタ

電源コードの仕様
サーバの各電源装置には、電源コードがあります。サーバとの接続には、標準の電源コードま

たはジャンパ電源コードを使用できます。ラック用の短い方のジャンパ電源コードは、必要に

応じて標準の電源コードの代わりに使用できます。

使用できるのは、下の表に示す認定済みの電源コードまたはジャンパ電源コードだけです。（注）
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表 15 :サポートされる電源コード

長さ（メートル）長さ（フィート）Description

3.5』11.7CAB-48DC-40A-8AWG

DC電源コード、-48 VDC、40 A、8 AWG

3線の 3ソケットMini-Fitコネクタ

3.09.8CAB-C13-C14-AC

電源コード、10 A、C13～ C14、埋め込み型コンセント

2.58.2CAB-250V-10A-AR

AC電源コード、250 V、10 A

アルゼンチン

2.06.6CAB-C13-C14-2M-JP

電源コード、C13～ C14

日本 PSEマーク

2.58.2CAB-9K10A-EU

AC電源コード、250 V、10 A、CEE 7/7プラグ

欧州

2.58.2CAB-250V-10A-IS

AC電源コード、250 V、10 A

イスラエル

2.58.2CAB-250V-10A-CN

AC電源コード、250 V、10 A

中華人民共和国

2.37.5CAB-ACTW

AC電源コード、250 V、10 A

台湾

0.682.2CAB-C13-CBN

ACキャビネットジャンパ電源コード、250 V、10 A、

C13～ C14
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2.06.6CAB-C13-C14-2M

ACキャビネットジャンパ電源コード、250 V、10 A、

C13～ C14

2.58.2CAB-9K10A-AU

AC電源コード、250 V、10 A、3112プラグ、

オーストラリア

2.58.2CAB-N5K6A-NA

AC電源コード、200/240 V、6 A

北米

2.58.2CAB-250V-10A-ID

AC電源コード、250 V、10 A

インド

2.58.2CAB-9K10A-SW

AC電源コード、250 V、10 A、MP232プラグ

スイス

2.58.2CAB-250V-10A-BR

AC電源コード、250 V、10 A

ブラジル

2.58.2CAB-9K10A-UK

AC電源コード、250 V、10 A（13 Aヒューズ）、BS1363プラグ

英国

2.58.2CAB-9K12A-NA

AC電源コード、125 V、13 A、NEMA 5-15プラグ

北米

2.06.6CAB-AC-L620-C13

AC電源コード、NEMA L6-20 - C13コネクタ

2.58.2CAB-9K10A-IT

AC電源コード、250 V、10 A、CEI 23-16/VIIプラグ

イタリア
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NANAR2XX-DMYMPWRCORD

電源コードなし。電源コードなしサーバを選択するPIDオプションあり。
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付録 B
ストレージコントローラに関する考慮事

項

この付録では、ストレージコントローラ（RAIDおよび HBA）に関する情報を提供します。

•サポートされるストレージコントローラとケーブル（147ページ）
•ストレージコントローラカードのファームウェアの互換性（148ページ）
• Cisco 12G SASモジュラーRAIDコントローラ用の書き込みキャッシュポリシー（148ペー
ジ）

• RAIDユーティリティに関する詳細情報（149ページ）

サポートされるストレージコントローラとケーブル
Cisco UCS C240 SD M5サーバは、専用の内部ソケットに差し込む単一の Cisco 12G SAS HBA
（JBOD/パススルーモード）コントローラをサポートします。

NVMe PCIe SSDは、SAS RAIDコントローラでは制御できません。（注）

このサーバでは、次の表に示す RAIDおよび HBAコントローラオプションとケーブル要件が
サポートされます。

必要なケーブルオプションの

Supercapバック
アップ

RAIDレベル最大制御ドライブ数コントローラ

専用内蔵スロットに装着

された状態で出荷されま

す。

×非 RAID

JBODモードもサポー
トされています。

2 GBキャッシュを搭載
し、最大 16台のドライブ
を制御します。

Cisco 12Gモジュラ
SAS HBA

UCSC-SAS-M5
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ストレージコントローラカードのファームウェアの互換

性
ストレージコントローラ（RAIDまたは HBA）のファームウェアに、サーバ上にインストー
ルされている Cisco IMCおよび BIOSの現行バージョンとの互換性があることを確認する必要
があります。互換性がない場合は、Host Upgrade Utility（HUU）を使用して、ストレージコン
トローラのファームウェアを互換性のあるレベルにアップグレードまたはダウングレードして

ください。

スタンドアロンモードのみで実行されているサーバ：コントローラハードウェア

（UCSC-SAS-M5）を交換した後に、ファームウェアの現在のバージョンが更新バージョンと
同じであった場合でも、Cisco UCS Host Upgrade Utility（HUU）コントローラのファームウェ
アの更新を実行する必要があります。これは、サーバSKUに正しい値をコントローラのsuboem
idをプログラムするために必要です。これを行わないと、ソフトウェアでドライブ列挙が正し
く表示されない場合があります。この問題は、UCSMモードのサーバの制御には影響しませ
ん。

（注）

このユーティリティをダウンロードする方法、およびこのユーティリティを使用してサーバコ

ンポーネントを互換性のあるレベルにする方法については、HUUガイドに用意されている、
ご使用の Cisco IMCリリースに対応する HUUガイドを参照してください。

Cisco 12G SASモジュラー RAIDコントローラ用の書き込
みキャッシュポリシー

このサーバおよびその他のシスコのM5世代サーバで、Ciscoモジュラー RAIDコントローラ
のデフォルトの書き込みキャッシュポリシーは [Write Through]です（充電された SuperCapま
たは「良好な BBU」の有無に関係ありません）。これは、コントローラの最適なパフォーマ
ンス特性を利用します。

必要に応じて、書き込みポリシーをライトバックに設定することができます。書き込みポリ

シーは、次の方法を使用して設定できます。

•スタンドアロンサーバの場合、Cisco IMCインターフェイスを使用して [Virtual Drive
Properties] > [Write Policy]を設定します。ご使用の『Cisco IMC Configuration Guide』の
「Managing Storage Adapters」のセクションを参照してください。

『Cisco IMC GUI and CLI Configuration Guides』

• Cisco UCS統合サーバでは、 Cisco UCS Managerインターフェイスを使用して、ストレー
ジプロファイルの仮想ドライブの構成の一部として書き込みキャッシュポリシーを設定

します。
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『Cisco UCS Manager Configuration Guides』

• LSIオプション ROM設定ユーティリティを使用します。

RAIDユーティリティに関する詳細情報
Broadcomユーティリティには、詳細な使用法に関するヘルプマニュアルが用意されています。

• RAIDに関する基本情報および Ciscoサーバのサポートする RAIDコントローラカード用
ユーティリティの使用については、『Cisco UCS Servers RAID Guide』を参照してくださ
い。

•ハードウェアSAS MegaRAID設定：『Broadcom 12Gb/s MegaRAID SAS Software User Guide,
Version 2.8』

•組み込みソフトウェアMegaRAIDおよびサーバBIOS経由でアクセスするユーティリティ
（第 4章を参照）：『Broadcom Embedded MegaRAIDソフトウェアユーザーガイド 2018
年 3月』。
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https://www.cisco.com/c/dam/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/3rd-party/lsi/mrsas/userguide_june_2017/pub-005110_DB15-001199-08_2017-06-09_MR-614-SW-UG.pdf
https://www.cisco.com/c/dam/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/3rd-party/lsi/mrsas/userguide_june_2017/pub-005110_DB15-001199-08_2017-06-09_MR-614-SW-UG.pdf
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付録 C
GPUカードの取り付け

この付録では、サポートされている GPUカードの設定ルールと取り付け手順について説明し
ます。

•サーバファームウェアの要件（151ページ）
• GPUカードの設定ルール（151ページ）
•すべての GPUの要件：4 GBを超えるメモリマップド I/O（152ページ）
• GPUカードの取り付け（153ページ）
• Tシリーズ GPU用 NVIDIA GRIDライセンスサーバの使用（157ページ）
• GPUカードをサポートするドライバのインストール（165ページ）

サーバファームウェアの要件
次の表に、サポートされている GPUカードのサーバファームウェアの最低限必要なバージョ
ンを示します。

Cisco IMC/BIOSの最低限必要なバージョンGPUカード

4.1(2a)Nvidia T4 PCIe 16 GB 70W

GPUカードの設定ルール
GPUカードをサーバに装着する際には、次のルールに注意してください。

•サーバの設定に基づいて必要な電力を判別するには、リンク http://ucspowercalc.cisco.com
で UCS Power Calculatorを使用してください。

•最大 2個の倍幅 GPUカードが PCIeライザー 1、スロット 2と PCIeライザー 2、スロット
5でサポートされています。
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倍幅のGPUカードはすべての PCIeライザーオプションでサポー
トされていません。倍幅の GPUカードをサポートするのは以下
のライザーオプションのみです。

• PCIeライザー1（UCSC-RIS-1-240M5）

• PCIeライザー 2B (UCSC-RIS-2B-240M5)

（注）

•スロット 2に取り付けられている倍幅カードはスロット 4を覆い、スロット 5に取り付け
られている倍幅カードはスロット 6を覆います。

• NVIDIA T4：

ライザー 1/2Bとライザー 1C/2Eの組み合わせで、次の PCIeスロットの使用状況を確認し
ます。

使用可能な GPU向けライザースロットライザーの組み合わせ

2つの CPUシングル CPU

スロット 2および 5スロット 2ライザー 1および 2B

スロット 1および 2スロット 1ライザー 1Cおよび 2E

•同じライザーに GPUカードと Cisco UCS VICを取り付けることができます。スロット 2
に GPUカードを取り付けると、ライザー 1での NCSIのサポートはスロット 1に自動的
に移ります。スロット 5に GPUカードを取り付けると、ライザー 2での NCSIのサポー
トはスロット 4に自動的に移ります。

• NVIDIA Tシリーズ GPUは、サーバで 1 TB以上のメモリをサポートできます。

すべての GPUの要件：4 GBを超えるメモリマップド I/O
サポートされるすべての GPUカードは、4 GBを超えるメモリマップド I/O（MMIO）を許可
する BIOS設定が必要です。

•スタンドアロンサーバ：サーバをスタンドアロンモードで使用する場合、この BIOS設
定はデフォルトで有効です。

[Advanced] > [PCI Configuration] > [Memory Mapped I/O Above 4 GB] [Enabled]

この設定値を変更するには、ブートアップ時に指示されたらF2を押してBIOSセットアッ
プユーティリティを使用します。

•サーバが Cisco UCS Managerと統合され、サービスプロファイルによって制御される場合
に GPUが存在していると、この設定はデフォルトによりサービスプロファイルで有効に
なります。
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この設定を手動で変更するには、次の手順を使用します。

ステップ 1 サービスプロファイルの設定方法については、使用しているリリースの『Cisco UCS Manager Configuration
Guide』（GUIまたは CLI）をご覧ください。

『Cisco UCS Manager Configuration Guides』

ステップ 2 「Configuring Server-Related Policies」にある「Configuring BIOS Settings」の章を参照してください。

ステップ 3 PCI構成の BIOSの設定用のプロファイルのセクションで、[Memory Mapped IO Above 4GB Config] を次の
いずれかに設定します。

• [Disabled]：64 PCIデバイスを 64 GB以上のアドレス空間にマッピングしません。

• [Enabled]：64ビット PCIデバイスの I/Oを 64 GB以上のアドレス空間にマッピングします。

• Platform Default：ポリシーはサーバの BIOSのデフォルトに含まれるこの属性の値を使用します。こ
れは、サーバ BIOSがこの項目にデフォルトの有効化設定を使用するように設定されていることがわ
かっている場合にのみ使用します。

ステップ 4 サーバをリブートします。

Cisco UCS Managerは、BIOSポリシーまたはデフォルトの BIOS設定による BIOS設定の変更を
Cisco Integrated Management Controller（CIMC）バッファにプッシュします。これらの変更はバッ
ファ内にとどまり、サーバがリブートされるまでは有効になりません。

（注）

GPUカードの取り付け
次に示すサポートされている GPUカードを装着または交換する手順は、次のとおりです。

• Nvidia T4 PCIe 16 GB 70W

表 16 : Cisco UCS C240 SD M5 GPUカードの動作温度要件

最高サーバ動作温度（吸気口温度）GPUカード

35°C（95.0°F）Nvidia T4 PCIe 16 GB
70W

NVIDIA GPU：NVIDIA GPUカードは、ストレートケーブルと Y字型ケーブルの 2本の電源
ケーブルが付属していることがあります。このサーバで GPUカードに電源を接続するにはス
トレートケーブルを使用します。Y字型ケーブルは使用しないでください。Y字型ケーブル
は、外部デバイスの GPUカードを接続する場合にのみ使用します（Magmaシャーシなど）。

（注）
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次の表では、GPUで使用されるケーブルがリストされています。また、ケーブルがGPU BOM
に含まれているかどうか、または別途注文する必要があるかどうかも示されています。

•別途 = ordering toolプロンプトが表示される場合はケーブルを別途注文する必要がありま
す。

•付属 =ケーブルは GPUに付属しています。追加のアクションは必要ありません。

ステップ 1 サーバをシャットダウンして、電源を切ります（サーバのシャットダウンと電源切断（44ページ）を参
照）。

ステップ 2 上部カバーを取り外せるように、サーバをラックの前方に引き出します。場合によっては、背面パネルか
らケーブルを取り外して隙間を空ける必要があります。

コンポーネントへの接触や確認作業を安全に行えない場合は、ラックからサーバを取り出してく

ださい。

注意

ステップ 3 サーバ上部カバーの取り外し（47ページ）の説明に従ってサーバから上部カバーを取り外します。

ステップ 4 既存の GPUカードを取り外します。

a) 両手で PCIeライザーの金属製ブラケットをつかんでまっすぐ持ち上げ、マザーボード上のソケットか
らコネクタを外します。ライザーを静電気防止素材の上に置きます。

b) ライザーの底部で、固定プレートを留めているクリップを押し下げます。
c) ヒンジ付き固定プレートを回して開け、中にアクセスできるようにします。

d) カードの背面パネルタブを固定しているヒンジ付きプラスチック製固定具を開きます。
e) PCIeライザーの電源コネクタから GPUカードの電源ケーブルを外します。
f) GPUカードの両端を均等に引いて、PCIeライザーのソケットから取り外します。
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図 53 : PCIeライザーカード固定構造

ヒンジ付きカードタブ固定具3ヒンジ付き固定プレートのリリースラッ

チ

1

-ヒンジ付き固定プレート2

ステップ 5 新しい GPUカードを取り付けます。

GPUカードの設定ルール（151ページ）で説明されているこのサーバの設定ルールに従います。（注）

a) GPUカードをライザーのソケットの位置に合わせ、カードのエッジコネクタをソケットにゆっくりと
押し込みます。コネクタに支障をきたすことを防ぐためにカードの両隅を均等に押します。

b) GPUの電源コードを接続します。ストレート電源ケーブルコネクタは色分けされています。ケーブル
の黒いコネクタをGPUカードの黒いコネクタに、ケーブルの白いコネクタをPCIeライザーの白いGPU
POWERコネクタに接続します。

ストレート電源ケーブルを逆向きに接続しないでください。ケーブルの黒いコネクタは GPU
カードの黒いコネクタに接続します。コードの白いコネクタを PCIeライザーの白いコネクタ
に接続します。

注意

c) カードの端のカードタブ固定具を閉じます。
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d) ライザーの底部でヒンジ付き固定プレートを回して閉じます。プレートのクリップが、カチッと音が
してロック位置に収まったことを確認します。

e) PCIeライザーを、マザーボード上のソケットとシャーシの位置合わせチャネルの上に配置します。
f) PCIeライザーの両端を慎重に押し下げて、コネクタをマザーボード上のソケットにしっかりと収納し
ます。

同時に、（GPUカードのフロントエンドにある）GPUの前面支持ブラケットを、サーバのエアーバッ
フルにある固定ラッチの位置に合わせます。

ステップ 6 GPUの前面支持ブラケットをエアーバッフル上のラッチに差し込みます。

a) ラッチリリースタブをつまみ、ラッチをサーバの前面に向け倒します。

b) ラッチを後方に向けて倒します。これにより、ラッチのへりが、GPUの前面支柱ブラケットの端にか
ぶるように閉じます。

c) ラッチリリースタブがカチッと音がしてラッチが所定の位置に固定されたことを確認します。

図 54 :エアーバッフルの固定ラッチに差し込まれた GPUの前面支持ブラケット

固定ラッチのへり3GPUカードのフロントエンド1

固定ラッチリリースタブ4GPUの前面支持ブラケット2

ステップ 7 サーバに上部カバーを戻します。

ステップ 8 サーバをラックの元の位置に戻し、ケーブルを再度接続したら、電源ボタンを押してサーバの電源を完全
に投入します。

ステップ 9 オプション：GPUカードをサポートするドライバのインストール（165ページ）に進みます。
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NVIDIAは、いくつかのカードにグリッド機能を提供しています。グリッド機能を使用するには、
グリッドライセンスをインストールする必要があります。「Tシリーズ GPU用 NVIDIA GRIDラ
イセンスサーバの使用（157ページ）」を参照してください。

（注）

Tシリーズ GPU用 NVIDIA GRIDライセンスサーバの使用
この項の内容は、NVIDIA Tesla Tシリーズの GPUに適用されます。

NVIDIAグリッドライセンスの取得および使用時に、次の順序でこのセクションのトピックを
お読みください。

1. NVIDIAグリッドのライセンスサーバについて十分理解します。

NVIDIAグリッドライセンスサーバの概要（157ページ）

2. 製品アクティベーションキーを NVIDIAに登録します。

製品アクティベーションキーの NVIDIAへの登録（158ページ）

3. GRIDソフトウェアスイートをダウンロードします。

グリッドソフトウェアスイートのダウンロード（159ページ）

4. GRID License Serverソフトウェアをホストにインストールします。

NVIDIAグリッドライセンスサーバソフトウェアのインストール（159ページ）

5. NVIDIAライセンスポータルでライセンスを作成し、ダウンロードします。

NVIDIAライセンスポータルからライセンスサーバへのグリッドライセンスのインストー
ル（161ページ）

6. GRIDのライセンスを管理します。

グリッドライセンスの管理 （163ページ）

NVIDIAグリッドライセンスサーバの概要
GRID vGPUや GRID仮想ワークステーションなどのライセンス済み GRID機能が有効になる
と、NVIDIA MシリーズGPUはTeslaとGRID機能を統合します。これらの機能は、OSのブー
ト時に、NVIDIA GRID License Server仮想アプライアンスからネットワーク経由で提供される
ソフトウェアライセンスを交付されることで有効になります。ライセンスは、OSがシャット
ダウンするときにライセンスサーバに戻ります。

GRIDライセンスサーバで提供されるライセンスを、ダウンロード可能なライセンスファイル
として NVIDIAのライセンスポータルから取得します。ユーザはこのライセンスファイルを
GRIDライセンスサーバに管理インターフェイスを用いてインストールします。
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図 55 : NVIDIA GRIDライセンスアーキテクチャ

グリッドのライセンスには、グリッド機能の 3つの異なるクラスを有効にする、3つのエディ
ションがあります。グリッドソフトウェアが使用している機能に基づいてライセンスエディ

ションを自動的に選択します。

GRID機能グリッドライセンスエディショ

ン

ビジネスデスクトップコンピューティング向け Virtual
GPU

GRID Virtual GPU（vGPU）

ミッドレンジワークステーションコンピューティング向

け Virtual GPU
GRID Virtual Workstation

ハイエンドワークステーションコンピューティング向け
Virtual GPU

GPUパススルーのワークステーショングラフィック

GRID Virtual Workstation – Extended

製品アクティベーションキーの NVIDIAへの登録
オーダーの処理が完了すると、製品アクティベーションキー（PAK）および購入したライセン
スのタイプと数量のリストが記載されている、NVIDIAからのウェルカム電子メールを受け取
ります。
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ステップ 1 [Log In]リンクを選択するか、まだアカウントを持っていない場合には [Register]リンクを選択します。

[NVIDIA Software Licensing Center] > [License Key Registration]ダイアログが開きます。

ステップ 2 ライセンスキー登録フォームに入力し、[Submit My Registration Information]をクリックします。

[NVIDIA Software Licensing Center] > [Product Information Software]ダイアログが開きます。

ステップ 3 追加のPAKがある場合は、[Register Additional Keys]をクリックします。追加の各キーについては、[License
Key Registration]ダイアログのフォームに入力し、[Submit My Registration Information]をクリックします。

ステップ 4 プロンプトが表示されたら、利用条件に同意し、パスワードを設定します。

グリッドソフトウェアスイートのダウンロード

ステップ 1 [NVIDIA Software Licensing Center] > [Product Information Software]ダイアログに戻ります。

ステップ 2 [Current Releases]タブをクリックします。

ステップ 3 [NVIDIA GRID]リンクをクリックして、[Product Download]ダイアログにアクセスします。このダイアログ
には、次のダウンロードリンクがあります。

• NVIDIA License Managerソフトウェア

• gpumodeswitchユーティリティ

•ホストドライバソフトウェア

ステップ 4 ソフトウェアをダウンロードするには、このリンクを使用します。

NVIDIAグリッドライセンスサーバソフトウェアのインストール
詳細なインストール手順およびトラブルシューティングについては、『NVIDIA GRID License
Server User Guide』を参照してください。さらに、ご使用のリリースの最新情報については、
『NVIDIA GRID License Server Release Notes』を参照してください。

http://www.nvidia.com

NVIDIA GRID License Serverのプラットフォーム要件

•ホスティングプラットフォームは、物理マシンでも仮想マシンでもかまいません。NVIDIA
は、License Serverのみを実行する専用ホストを使用することを推奨しています。

•ホスティングプラットフォームは、サポート対象のWindows OSを実行する必要がありま
す。

•ホスティングプラットフォームには、定数 IPアドレスが必要です。
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•ホスティングプラットフォームは、少なくとも 1つの固定イーサネットMACアドレスが
必要です。

•ホスティングプラットフォームの日時は、正確に設定する必要があります。

GRIDライセンスサーバのインストール：Windows

License Serverには、Javaランタイム環境とApache Tomcatのインストールが必要です。Apache
Tomcatは、Windows向け NVIDIAインストールウィザードを使用するときにインストールさ
れます。

ステップ 1 最新の Java 32ビットランタイム環境を https://www.oracle.com/downloads/index.htmlからダウンロードして
インストールします。

プラットフォームがWindows 32ビットまたは 64ビットのどちらであるとしても、32ビットの
Javaランタイム環境をインストールします。

（注）

ステップ 2 サーバインターフェイスを作成します。

a) [NVIDIA Software Licensing Center]ダイアログで、[Grid Licensing] > [Create License Server]をクリック
します。

b) [Create Server]ダイアログで、目的のサーバの詳細を入力します。
c) インストール用にライセンスサーバで生成される .binファイルを保存します。

ステップ 3 前の手順でダウンロードした NVIDIAライセンスサーバのインストーラ zipファイルを解凍し、setup.exe
を実行します。

ステップ 4 NVIDIA License ServerソフトウェアとApache TomcatソフトウェアのEULAに同意します。TomcatはLicense
Serverのインストール時に自動的にインストールされます。

ステップ 5 インストーラウィザードを使用して、インストールの手順を順に実行します。

[Choose Firewall Options]ダイアログで、ファイアウォールで開くポートを選択します。NVIDIA
は、デフォルト設定（ポート7070は開き、ポート8080は閉じておく）の使用を推奨しています。

（注）

ステップ 6 インストールを確認します。License ServerホストでWebブラウザを開き、URL http://localhost:8080/licserver
に接続します。インストールが完了したら、NVIDIAライセンスクライアントマネージャインターフェイ
スが表示されます。

GRIDライセンスサーバのインストール：Linux

License Serverには、Javaランタイム環境とApache Tomcatのインストールが必要です。License
Serverを Linuxにインストールする前に、両方を個別にインストールする必要があります。

ステップ 1 Javaが Linuxインストール環境にインストールされたことを確認します。次のコマンドを使用します。

java -version
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どの Javaバージョンも表示されない場合には、Linux Package Managerを使用して、次のコマンドでインス
トールします。

sudo yum install java

ステップ 2 Linuxパッケージマネージャを使用して、Tomcatおよび Tomcat webappsパッケージをインストールしま
す。

a) 次のコマンドを使用して Tomcatをインストールします。

sudo yum install tomcat

b) 次のコマンドで Tomcatサービスのブート時の自動開始を有効にします。

sudo systemctl enable tomcat.service

c) 次のコマンドで Tomcatサービスを開始します。

sudo systemctl start tomcat.service

d) Tomcatサービスが動作していることを確認します。License ServerホストでWebブラウザを開き、URL
http://localhost:8080に接続します。インストールが正常に完了したら、tomcat webappsが表示されます。

ステップ 3 ライセンスサーバをインストールします。

a) 次のコマンドで License Server tarファイルをアンパックします。

tar xfz NVIDIA-linux-2015.09-0001.tgz

b) アンパックされたセットアップバイナリを rootとして実行します。

sudo ./setup.bin

c) EULAに同意し、インストールウィザードを続行してインストールを完了します。

[Choose Firewall Options]ダイアログで、ファイアウォールで開くポートを選択します。NVIDIA
は、デフォルト設定（ポート 7070は開き、ポート 8080は閉じておく）の使用を推奨してい
ます。

（注）

ステップ 4 インストールを確認します。License ServerホストでWebブラウザを開き、URL http://localhost:8080/licserver
に接続します。インストールが完了したら、NVIDIAライセンスクライアントマネージャインターフェイ
スが表示されます。

NVIDIAライセンスポータルからライセンスサーバへのグリッドライ
センスのインストール

グリッドライセンスサーバ管理インターフェイスへのアクセス

ライセンスサーバホストでWebブラウザを開き、URL http://localhost:8080/licserverにアクセ
スします。
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ライセンスサーバへのリモートアクセスを許可するようにライセンスサーバのファイアウォー

ルを設定した場合、管理インターフェイスはURL http://hostname:8080/licserverでリモートコン
ピュータからアクセスできます

License ServerのMACアドレスの読み取り

License ServerのイーサネットMACアドレスは、License Serverを NVIDIAライセンスポータ
ルに登録するときに IDとして使用されます。

ステップ 1 ブラウザで GRID License Server管理インターフェイスにアクセスします。

ステップ 2 左側の [License Server]パネルで [Configuration]を選択します。

[License Server Configuration]パネルが開きます。[Server host ID]の横のプルダウンメニューに、選択可能
なイーサネットMACアドレスがリストされます。

ステップ 3 License ServerのMACアドレスを、[Server host ID]プルダウンから選択します。

NVIDIAのライセンスポータルでライセンスを生成する場合には、サーバを識別するために一貫
して同じイーサネット IDを使用することが重要です。NVIDIAは、プラットフォーム上のプライ
マリの取外し不可能な Ethernetインターフェイスへの 1つのエントリを選択することを推奨しま
す。

（注）

ライセンシングポータルからのライセンスのインストール

ステップ 1 ブラウザで GRID License Server管理インターフェイスにアクセスします。

ステップ 2 左側の [License Server]パネルで [Configuration]を選択します。

[License Server Configuration]パネルが開きます。

ステップ 3 前に生成した .binファイルをインストールするには、[License Server Configuration]メニューを使用します。

a) [Choose File]をクリックします。
b) インストールするライセンス .binファイルを参照して、[Open]をクリックします。
c) [Upload]をクリックします。

ライセンスファイルが License Serverにインストールされます。インストールが完了すると、
「Successfully applied license file to license server」という確認メッセージが表示されます。

使用可能な GRIDライセンスの表示

インストールされて使用可能であるライセンスをそのプロパティとともに表示するには、次の

手順を使用します。
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ステップ 1 ブラウザで GRID License Server管理インターフェイスにアクセスします。

ステップ 2 左側の [License Server]パネルで [Licensed Feature Usage]を選択します。

ステップ 3 この機能の現在の使用状況に関する詳細情報を表示するには、[Features]列の機能をクリックします。

現在のライセンスの使用状況の表示

現在使用中であり、サーバから交付されているライセンスに関する情報を表示するには、次の

手順を実行します。

ステップ 1 ブラウザで GRID License Server管理インターフェイスにアクセスします。

ステップ 2 左側の [License Server]パネルで [Licensed Clients]を選択します。

ステップ 3 シングルライセンスクライアントに関する詳細情報を表示するには、リストの [Client ID]をクリックしま
す。

グリッドライセンスの管理

グリッドライセンスが必要な機能は、グリッドライセンスを取得するまで縮小機能で動作し

ます。

Windowsでのグリッドライセンスの取得

ステップ 1 次の方法で [NVIDIA Control Panel]を開きます。

• Windowsデスクトップを右クリックして、メニューから [NVIDIA Control Panel]を選択します。

• Windowsの [Control Panel]を開き、[NVIDIA Control Panel]アイコンをダブルクリックします。

ステップ 2 [Licensing]の下の [NVIDIA Control Panel]の左側のペインで、[Manage License]を選択します。

[Manage License]タスクペインが開き、使用されている現在のライセンスエディションが表示されます。
GRIDソフトウェアは、使用している機能に基づいてライセンスエディションを自動的に選択します。デ
フォルトは Tesla（ライセンス対象外）です。

ステップ 3 GRID Virtual Workstationのライセンスを取得するには、[License Edition]の下で [GRID Virtual Workstation]
を選択します。

ステップ 4 [License Server]フィールドに、ローカル GRID License Serverのアドレスを入力します。このアドレスは、
ドメイン名または IPアドレスにできます。

ステップ 5 [Port Number]フィールドで、サーバが使用するポート番号を入力するか、またはデフォルト設定（7070）
のままにしておきます。

ステップ 6 [Apply]を選択します。
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システムは、設定された License Serverから適切なライセンスエディションを要求します。ライセンスが
正常に取得されると、そのライセンスエディションの機能が有効になります。

[NVIDIA Control Panel]でライセンス設定を行うと、その設定はリブート後も保持されます。（注）

Linuxでのグリッドライセンスの取得

ステップ 1 設定ファイル /etc/nvidia/gridd.confを編集します。

sudo vi /etc/nvidia/gridd.conf

ステップ 2 ローカルグリッドライセンスサーバのアドレスを使用して ServerUrlの行を編集します。

このアドレスは、ドメイン名または IPアドレスにできます。次のサンプルファイルを参照してください。

ステップ 3 ポート番号（デフォルトでは7070）を、アドレスの末尾にコロンとともに追加します。次のサンプルファ
イルを参照してください。

ステップ 4 ライセンスタイプを示す整数を使用して FeatureTypeの行を編集します。次のサンプルファイルを参照し
てください。

• GRID vGPU = 1

• GRID Virtual Workstation = 2

ステップ 5 nvidia-griddサービスを再始動します。

sudo service nvidia-gridd restart

サービスは自動的に、FeatureType行に指定したライセンスエディションを取得します。これは
/var/log/messagesで確認できます。

NVIDIAコントロールパネルでライセンスを設定した後は、その設定はリブート後も保持されま
す。

（注）

サンプルコンフィギュレーションファイル

# /etc/nvidia/gridd.conf - Configuration file for NVIDIA Grid Daemon
# Description: Set License Server URL
# Data type: string
# Format: "<address>:<port>"
ServerUrl=10.31.20.45:7070

# Description: Set Feature to be enabled
# Data type: integer
# Possible values:
# 1 => for GRID vGPU
# 2 => for GRID Virtual Workstation
FeatureType=2
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gpumodeswitchの使用
コマンドラインユーティリティ gpumodeswitchは、以下の環境で実行できます。

• Windows 64ビットコマンドプロンプト（管理者権限が必要）

• Linux 32/64ビットシェル（Citrix XenServer dom0を含む）（root権限が必要）

コンピューティングモードおよびグラフィックモードとの互換性の最新情報については、

NVIDIA製品のリリースノートを参照してください。
（注）

gpumodeswitchユーティリティは次のコマンドをサポートしています。

• --listgpumodes

現在のワークディレクトリの listgpumodes.txtというログファイルに情報を書き込みま

す。

• --gpumode graphics

グラフィックモードに切り替えます。プロンプトが表示されたら、特に指定しない限り、

サーバでサポートされるすべての GPUのモードを切り替えます。

• --gpumode compute

計算モードに切り替えます。プロンプトが表示されたら、特に指定しない限り、サーバで

サポートされるすべての GPUのモードを切り替えます。

GPUモードの切り替え後、サーバをリブートし、GPUの修正されたリソースが、サーバで実
行中の OSまたはハイパーバイザによって正しく反映されたことを確認します。

（注）

GPUカードをサポートするドライバのインストール
ハードウェアの取り付け後、サーバBIOSを適切なレベルに更新し、GPUドライバなどのソフ
トウェアを次の順序でインストールする必要があります。

1. サーバ BIOSを更新します。

2. GPUドライバを更新します。

1. Server BIOSの更新
Host Upgrade Utilityを使用して、最新の Cisco UCS C240 M4サーバ BIOSを Cisco UCS C240 M4
サーバにインストールします。
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NVIDIAドライバを更新する前に、次の手順を実行する必要があります。（注）

ステップ 1 URL http://www.cisco.com/cisco/software/navigator.htmlにアクセスします。

ステップ 2 中央のカラムで [Servers–Unified Computing]をクリックします。

ステップ 3 右側のカラムで [Cisco UCS C-Series Rack-Mount Standalone Server Software]をクリックします。

ステップ 4 右側のカラムでお使いのサーバのモデルの名前をクリックします。

ステップ 5 [Unified Computing System (UCS)Server Firmware]をクリックします。

ステップ 6 リリース番号をクリックします。

ステップ 7 [Download Now]をクリックして ucs-server platform-huu-version_number.isoファイルをダウンロード

します。

ステップ 8 次のページで情報を確認後、[Proceed With Download]をクリックします。

ステップ 9 次の画面に進んでライセンス契約に同意し、このファイルを保存する場所を参照します。

ステップ 10 サーバ BIOSを更新するには、Host Upgrade Utilityを使用します。

Host Upgrade Utilityのユーザガイドは、『Utility User Guidess』を参照してください。

2. GPUカードドライバの更新
サーバ BIOSを更新したら、ハイパーバイザ仮想マシンに GPUドライバをインストールでき
ます。

ステップ 1 コンピュータにハイパーバイザソフトウェアをインストールします。インストール手順については、ハイ
パーバイザのマニュアルを参照してください。

ステップ 2 ハイパーバイザに仮想マシンを作成します。手順については、ハイパーバイザのマニュアルを参照してく
ださい。

ステップ 3 仮想マシンに GPUドライバをインストールします。次のいずれかのリンクからダウンロードします。

•グリッドハイパーバイザダウンロードのNVIDIAエンタープライズポータル（NVIDIAログインが必
要です）。 https://nvidia.flexnetoperations.com/

• NVIDIAパブリックドライバエリア： http://www.nvidia.com/Download/index.aspx

• AMD： http://support.amd.com/en-us/download

ステップ 4 サーバを再起動します。

ステップ 5 仮想マシンが GPUカードを認識できることを確認します。Windowsでは、[Device Manager]の [Display
Adapters]から確認します。
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付録 D
Cisco UCS Manager統合に適した設置方法

• Cisco UCS Manager統合に適した設置方法（167ページ）

Cisco UCS Manager統合に適した設置方法
Cisco UCS Manager統合手順は、次の統合ガイドに記載されています。

Cisco UCS C-Series Server Integration with UCS Manager Configuration Guides

ご使用の Cisco UCS Managerバージョン用のガイドを参照してください。

また、ご使用のリリースの統合に関する特別な考慮事項については、Cisco UCS Managerソフ
トウェアおよび Cシリーズ Cisco IMCソフトウェアのリリースノートを参照してください。

•『Cisco UCS Manager Release Notes』

•『Cisco C-Series Software Release Notes』
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